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　わーん！　わーんっ！　火がついたようにわらべが泣いている。

　ここは鎮ちん守じゆの森。人間には近づかぬよう、きつく言っていたはずだったが。

　わらべは年の頃は五つか、六つ。

　そうやかましく泣かれては敵かなわぬ。ぢゃから、妾わらわは仕方なく姿を現す。

　わらべはびっくりした拍子に泣き止んだ。

　わらべは大きな目を潤ませ、じーっと見てくる。

「坊主、おぬしは誰ぢゃ？　どこから入ってきた？」

　わらべは指を彼方へ指す。

「あれは神社ぢゃぞ？　──ああ……。そうか、おぬし、倅せがれか」

「せがれ？」

「子ども、ということぢゃ。おぬしの父は神主……神社で働いておるぢゃろ？」

「うん！　ねえ、耳触ってもいい？」

「いいわけあるかッ。妾は神体ぞ。本来ならば、おぬしのようなわらべに姿を現す義理なぞ……」

　犬歯を剥いて怒れば、再び泣きそうになる。

（泣く子と地じ頭とうには勝てぬとは本当であったか……）

「やめよやめよ。ほれほれ、触れ」

　妾はありがたくも屈んでやる。

「……妾は帝より官位を戴いたことがある身ぢゃぞ」

「ふーん」

（全然、神に対する敬意がないっ！　……本当にこやつが、将来この神社の神主になるのかぁ？　こやつの代で潰れるのではあるまいなっ!?）

　背中にかかる美しい銀色の髪、それとピンと立った三角の耳。

　綺麗な青い瞳ともあいまって、神々しいとはまさに妾のためにあるような言葉である。

　耳をふにふにと触られると、少しくすぐったい。

「ふわふわぁ！　やわらかーぃっ！」

「ほれ、もうよかろう」

　屈んだせいで少し腰が痛い。

「えー、もっとぉー！」

　と、遠くで「拓たく也やぁー！」と呼ばわる声がした。

「ぱぱぁーっ！」

　わらべは力いっぱい叫び返す。

「おぬし、拓也と言うのか」

「うん。島しま津づ拓也！　青あお池いけ小学校の一年せーっ！」

　一年生と言いながら、パーを見せつける。

「……もっと勉強をせよ。さもなくば、将来神社を潰すぞ？」

「ね、あなたは誰？」

「妾か？　妾は貴あての狐きつね銀かね美み雨う売の姫ひめと言う」

「うん……」

「美み雨うと呼べ。短くてよかろう」

「美雨！」

「美雨様、ぢゃ。まったくおぬしという奴は……。よいか？　妾は齢よわい数千年を生き──」

「ねえ！　また来てもいい？」

「ならんっ」

「えー！」

「ともかく帰れ。親が心配するぞ！」

「だっこー、してぇーっ！」

　やかましくわめく。

「分かった分かった。ぢゃが、やったら帰るんぢゃぞ？」

「やったー！」

「まあおぬしは霊感が今の神主よりはあるようだし、育てば案外化けるやもしれんなぁ。これは妾が狐で、狐が化けることと掛けておるんぢゃぞ？」

「ふーん」

「まったく。この崇高なる洒落しやれが分からぬとは……って、そう気軽に耳を触るなーっ！」

　拓也はきゃっきゃとはしゃいだ。




　それはまるで昨日のことのように覚えている。あれからも拓也は親から厳しく近づいてはいけないと言われているはずの森へやって来ては、やかましく妾の名前を呼んだ。

　拓也は霊感があるせいで、その周りにはよく変な者が集まった。それを守るのも祭神の務めと一緒にいるようになり、いつしか──。

（まさか妾が人ごときを好く、とはなぁ）

　鎮守の森の奥深く、樹齢千年を超える大楠の根元に妾はいた。

　抓つまんでいるのは、組み合わせた紐の先についた唐草文様の刻まれた鈴。

　これは結びの鈴。本来であれば二つの鈴で一対なのだが、もう一つの鈴は拓也に渡してある。これは神にとって婚約の品だ。これを鳴らせばもう一方もまた揺れる。

　お互いが、たとえどれほど離れていようとも、これさえあればすぐに会える。

　なのに、拓也は妾のことが今は見えないのだ。それには理由がある。

　妾が拓也の身を守るために（ご神体である以上、学校や遠足などの場所にまでそうそうついていくことができないから）、霊力を少し吸ったのだ。妾のことが見えるぎりぎりに調整したつもりだが、加減を間違えて見えなくなってしまった。

　しかし、それだけではない。その影響のせいで、妾と過ごした期間のことまで忘れてしまったのだ。

　それも仕方ないと思った。

　本心では無論いやだったが、いつか拓也が神主になった時にもう一度妾のことを思い出してもらえるはず、という希望もあった。

　しかしそれは辛くも崩れ去ってしまった。

　拓也が神主を継がないと言う。婚約したことを拓也が忘れても許してやるほどの広い心を持っている妾でも、さすがに腹に据えかねた。

（それではもう二度と会えぬではないかっ！）

　妾は、妾の目の前にいる三人のチビ狐たちを見る。それは妾の忠実なる眷属。

「──妾は拓也を連れ戻すため、帝都に行く！」

「ははーっ」

　チビ狐たちが一斉に、ひれ伏す。

「ついては、お前たちに妾の力のいくらかを授ける故、三人力を合わせてこの神社を守り抜くのぢゃぞ？」

「はいっ！」

「うむ。よき返事ぢゃ。ではしばしの間、さらばぢゃっ！」

　そう、こうして妾は拓也を巡る冒険へと旅立ったのぢゃ！
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「──拓也」

　優しい声に、島津拓也の頬は自然と緩んだ。同時にこれは夢なのだとすぐに分かった。そう、その女性とは夢の中でだけ会えるからだ。

　拓也はまだ八歳くらいの子どもだった。そして目の前にいる女性の姿に、鼓動が高鳴った。大人になった今なら分かる。それは初恋だったのだと。

　名前も分からず、年も離れた女性に後ろから優しく抱きしめられる。

　夢の中の出来事だと分かっているのに、そうとは思えないくらい現実感があった。

　銀色の髪をした女性が艶やかに微笑む。

「拓也」

　名前を呼ばれるたびに胸が弾んだ。なのに。

「────」

　その人の名前を呼べなかった。いや、違う。名前が分からなかった。

　そうこうするうちに女性の姿はみるみる消えていく。

「ま、待って！」

　手を伸ばしても、その半透明の身体をすり抜けてしまう。

　女性は寂しげに微笑みながら、完全に消えた。




　チリンッ。硬質な鈴の音色が部屋に響いた瞬間、拓也ははっとして飛び起きる。

　辺りを見回すが、鈴らしいものは何もない。

（なに、神経質になってるんだよ……）

　嫌な汗を拭い、ケータイで時間を確認する。

「やばっ！」

　飛び起きた拓也は今日が自身が勤める、私立修しゆう好こう女じよ学がく園えんの入学式なのだと瞬時に思い出す。そして本来なら出かけていなければいけない時刻をとうに過ぎてしまったことにも……。

（目覚ましをセットするのを忘れるなんてええええ!!）

　

　私立修好女学園はミッション系の学校である。

　制服はキャラメル色のジャケット、紅いリボンタイにオフホワイトの長袖ブラウス、深い色のチェックのスカート。決して派手ではないが、そのデザインは落ち着いていて、清潔感もある。

「先生、おはようございます！」

「おはよ！」

「先生、寝癖できちゃってますよー」

「分かってるっ！」

　生徒に声をかけられながら、ダッシュで校舎へ。そして職員室に滑り込んで腕時計をチェック。

　どうにかこうにか遅れずに済んだと、ほっと胸を撫で下ろした。

　と、そこに中年の女性がしずしずと近づく。

「先生、困ります。そのように慌ただしい登校なんて。教師は生徒の手本になるべきでしょう」

「す、すみません、校長先生……」

「今日からは新入生が来ますからね。くれぐれも保護者の方々から不良教師だと睨まれぬように。よろしいでしょうか？」

「……分かっております」

　席について職員室を見渡す。室内には普通のスーツ姿もいるが、白と黒のいわゆるシスター服の女性も見られた。

　そんな中にあって拓也は自分が浮いていると、つくづく思う。

　なぜなら拓也は数百年続く由緒正しい御倉みくら神社の跡取りであり、社会科教師なのだ。

　本来であれば神主を務める父の手伝いでもしなければいけないのだが、それに反発してわざわざ当てつけのようにミッション系のこの学校で教きよう鞭べんを執る道を選んだ。なぜ反発したのかと言えば、それこそ子どもっぽい理由で、昔から跡取り跡取りと言われ続けたプレッシャーに耐えきれなくなったのだ。

　実家に戻れば自分の人生はもう決まっている。それが嫌だった。結果、大学でとりあえず取った教員免許を活かして、就職する道を選んだのだ。

　だからキリスト教に特別、関心がある訳ではなかった。

　チャイムが鳴ると、入学式のために講堂への移動を始める。




　式は滞りなく進んでいく。

　校長、ＰＴＡ会長の挨拶から吹奏楽部による歓迎の演奏やら校歌の斉唱やら……。

　どれもこれも眠気を完全に飛ばしてはくれない。

　むしろ長々とした挨拶は、ますます目蓋を重たくするばかり。それは拓也だけではなく、講堂の雰囲気も似たり寄ったり。

　だからこそ、その空気が一変するのもすぐに分かった。

　壇上に立ったのは新入生総代。すらりと背筋を伸ばした透明感のある少女が、講堂にいるすべての人々の注目を一身に集める。

　腰まで届くような銀色の髪に、円つぶらな瞳に通った鼻筋、花びらのように可憐な唇。

　肌は抜けるような色白で、その青い瞳は凪いだ湖面のように穏やか。

「新入生総代、御み倉くら美雨さんです」と司会が紹介する。

　美雨は頭を下げると、澄んだ声で読み上げ始める。

　内容そのものはありきたりで、在校生の方々が新入生のためにここまで色々としてくれたことへの謝意、この学校で三年間学ぶことへの抱負。そして立派に成長するという決意……。

　ただその凜とした声は、眠気を綺麗に吹き飛ばしてくれる。

　と、隣にいた男性教師がこそこそと言う。

「彼女、綺麗ですね」

「……ええ。本当に」

　思わず同意してしまう。

　それほど一度見たら目が離せない、何度も見たいという不思議な魅力があった。

（いや、俺はロリコンじゃないぞ。でも……いや、最近の子の中にはすごい子がいるもんだなぁ）

　美雨は伸びやかな四肢で、まだ一年生にもかかわらず背は一六五センチ以上はあるか。それでいて地味なブラウスを押し上げるたわわな膨らみにもまた、男の悲しいサガで目が向いてしまう。

　じーっと見ていると、異変に気付く。

　美雨の頭から何かがぴょんと飛び出したのだ。

（み、耳!?）

　人間的ではなく、いわゆる犬猫のような三角の耳。

　しかし変化はそれで終わらない。スカートからは白銀色のふっさふさのボリュームのある尻尾が覗き、ゆらゆらとゆったりと動いていた。

　目を何度擦っても、耳や尻尾は消えてくれない。

　無論、周囲は耳にも尻尾にも気付いている様子はなかった。

　式が終わり、新入生たちが周りの拍手を浴びながら退席していく。

　そんな集団の中にあっても、美雨という学生は目立った。いや、集団の中にいればこそ余計に、と言うべきか。
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「っ！」

　と、美雨と目がばっちり合った。

　偶然ではなく、はっきりと彼女の青い瞳が拓也の目を捉えたのだった。

　美雨がにこりと艶やかに微笑み、小さく会釈する。

　おずおずと拓也も会釈を返した。その間もピンと立った耳や、思わず頬ずりしたくなるようなモコモコの尻尾は依然として見え続けていた。




　拓也たちは職員室に戻る。

　入学式のある今日は授業もなく、忙しいのは担任を受け持つ教師くらい。

　簡単な連絡事項が終わり、解散となる。

　拓也が帰宅しようと立ち上がろうとすると、学年主任の中年男が現れた。

「先生、授業計画の提出がまだですが？」

「……今やろうかと」

「今日中に作成して提出をお願いしますよ」

「……はい」

　他の教師たちが帰っていくのを尻目にパソコンに向かい、いらいらする事務作業をする。

（毎年同じ内容なんだから、別に提出なんていいだろうよ……）

　そんなことを考えながらキーを叩いていると、ガラガラと扉が開く音に顔を上げないまま言う。

「他の先生なら帰るか、部活動に行ったぞー」

　それでも帰る気配がないので顔を上げると、はっとした。

　そこにいたのは講堂にいる大勢を魅了してやまなかった、御倉美雨だった。

　しかし今の彼女には耳も尻尾もない。

（見間違いだったか？　そうだよな、人間に耳やら尻尾やらがついているはずがない）

　少女が折り目正しくお辞儀をする。

「御倉美雨です。先生」

「ああ、そうだったな。見てたよ。総代のあれ」

「ありがとうございます。……どうでしたか？」

「ま、まあよかったんじゃないか。堂々と話せてたし……」

「本当に先生以外、いらっしゃらないんですか？」

「あ、ああ。そうだけど、どの先生に用？」

　美雨は可憐な笑顔を見せた。

「……先生に用があったのぢゃよ」

「ぢゃ、よ……？」

　突然の口調の変化に唖然としていると、美雨は傍にあったキャスター付きの椅子に腰掛けた。

「久しぶりぢゃな、拓也」

「え……」突然の馴れ馴れしい言葉に唖然としてしまう。

「妾のこと、覚えておらぬか？」

「わ、妾って……。いやいや、え？　何？」

　あまりのことに、拓也はなんと言っていいか分からなかった。

「妾はお前のことをようく知っておるぞ」

　その言葉には、十代の少女とは思えない老練さが滲み出ている。

「おい、御倉。高校生デビューにしたってあまりにも無理があるんじゃないか？　俺は教師で、そんなふざけた話に付き合っては……」

「お前が教師なら、妾は御倉神社の祭神、貴狐銀美雨売姫なるぞっ！　朝廷より正一位を戴きし、由緒正しき祭神ぢゃ！」

「わ、分かった分かった。お前の言い分はよーく分かった！」

「本当か!?　ならば、妾と今すぐ御倉神社へ戻るかっ!?」

　美雨は目をキラキラと輝かせ、頬を紅潮させて前のめりになる。

（まさか見た目は綺麗でも、中身がこんな電波だったなんて!!）

「い、いや、帰らない。っていうかどうして俺の実家が神社ってことを……」

「ぢゃから妾はお前を子どもの頃から知っておるのぢゃ。それだけでなく、わ、妾たちは……こ、婚約をした仲なのぢゃぞっ！」

　椅子から跳び退のいて美雨から距離を取る。

「わ、分かった。落ち着け。何か悩みがあるんだな？　だろ？　だが俺にはそれは解決できない。とりあえず養護教諭の先生に……」

「お前は霊感があったぢゃろ？　それで見なくてもよいものを幼い頃から見ていたはずぢゃ。……ぢゃが、ある時から見える数がぐっと少なくなった」

「……ど、どうしてそれを……」

　それから思い出す。実家の神社の祭神は確か、白銀の狐だったということを──。

「ま、マジで？」

「拓也。これが見えるぢゃろ？」

　言うや、彼女の頭の上とお尻から、耳と尻尾が飛び出した。

「うわっ!?」

「これが見えるということはつまり、おぬしに霊感がある証左。無論、普通の人間には見えぬぞ？」

「……お前、人間？　いや、神？　でもなんで神なのに、他の人に見える……？」

　一度にたくさんの情報が溢れすぎているせいで、よく分からなくなっていた。

「受肉したからぢゃ。ぢゃから霊感があろうとなかろうと、妾の存在そのものは認識できるのぢゃ。まあそのせいで神らしさは薄らいだが、それもこれもすべてはおぬしが神社……いや、妾から勝手に離れたせいぢゃ！」

「だから俺は、お前のことなんて覚えてないって！」

「……悲しいのう」

　美雨は目を伏せて、全身から落ち込んだオーラを出す。たとえ訳の分からないことを口走る電波系でも、女性が悲しむ姿を見るのは忍びない。

（耳は折れてるし、尻尾も萎しおれちゃってる……）

　余計、悲しみが強調されて見えた。

「美雨。お前の言っていることをすべて納得した訳じゃないけど……。まあ、その……お前がうちの神社の祭神だってことは……なんとなく分かった」

「本当かぁっ！」

　太陽の輝きのような溌はつ剌らつとした笑顔になった。

　不覚にも可愛い、と思ってしまう。

「よいぞ、よいぞ。一度好きになったのぢゃから、また好きになることもあろう！」

　美雨は喜びのあまり、かなり昂奮してしまっているらしかった。

「あ、ああ……」

「うむうむ。よいのう、よいのう。はるばる帝都に来た甲斐があったというものぢゃな！」

　と、職員室の扉がガラガラと開き、女子生徒たちが顔を覗かせた。

「あのぉー……御倉さんって来てますかぁ？」

　すると、美雨は、「皆さん、ごめんなさい。今先生とお話をさせてもらっていたんです」と平然と答えたのだ。

「じゃあ、待ってますね？」

　生徒たちが顔を引っ込めた。

　拓也は唖然としてしまう。

「今の口調は？」

「さすがに、のぢゃのぢゃと言うのは、他の者の前ではおかしかろ？　──ではな、また明日」

　ウィンクをした美雨は踵きびすを返した。

　飛び出した尻尾をふりふりと、嬉しそうに揺らしながら。




　翌日、拓也が登校し職員室に入ってしばらくすると、「失礼いたします」とお淑やかな挨拶と共に、美雨が姿を見せた。

「っ！」思わず拓也は立ち上がってしまう。

　美雨は耳と尻尾を堂々と見せつけるように歩いていたからだ。

　と言っても、周りの教師たちはまったく気にしていない。

　とことこと歩いてきた美雨は「先生、少しよろしいでしょうか？」と他の教師がいるので、話し方も貞淑なお嬢様そのものでおっとりしている。

「あ、ああ……」

　そうして職員室を出て、そばにある空き教室に入る。

「おはようなのぢゃ！　会いたかったぞ！」

　美雨が問答無用に、ぎゅっと抱きついてくる。胸の柔らかな膨らみ、甘い香りが、否応なく拓也を慌てさせる。

「……お、おい！　だ、駄目だって！」

　どうにか引き剥がせば、美雨は頬を膨らませた。

「むぅ。そんなに邪険にすることはなかろう。妾たちは将来を誓い合った仲ぞ？」

「だ、だから、それは覚えてないんだ。ついでにお前のことも……」

「ぢゃから、妾たちはちゃんとした交流を今日から始めるぞ！」

「そんなの無理だ！」

「なぜぢゃあ！」

「俺は教師で、お前は生徒だからだ！」

「生徒と教師が話してても問題あるまい？」

「狐耳と尻尾があるのは普通じゃないだろ」

「妾は諦めんぞ。おぬしがいなければ神社は潰れてしまうし……わ、妾も嫌なのぢゃ！」

「俺は神社には戻らないぞ。あんな辛気くさいド田舎……」

「お前の育った場所ぢゃし、妾たちの出会った場所ぢゃというに……」

　と、チャイムが鳴り出した。

「ほら。ホームルームが始まるぞ。教室に戻れ」

「妾は諦めん！　諦めんぞ！」

　美雨はさっと髪を掻き上げ、優雅に部屋を出ていった。

　拓也は小さくため息をつく。




　数日後、拓也は日本史の授業のために一年生の教室を訪れていた。

　そこには美雨がいた。

　尻尾と耳があるのは変わらずで、すごく気になってしまう。

（普通に馴染んでるな……）

　やっぱり耳も尻尾も誰にも見えていないようだ。

「私は今日から皆さんに日本史を教える、島津拓也と言います。よろしくお願いします。今日は授業の初日ということで、まず皆さんの好きな歴史上の人物について聞きたいと……」

　視界の中に、ビシッとまっすぐ挙げられた手が見えた。美雨だ。

「……御倉、さん」

　キャッ、と小さく歓声がそこかしこから漏れた。

「どうしたんですか？」

　拓也はキョロキョロと周りを見た。

「えー。なんで先生、この人が御倉さんだって分かったんですか？」

「え、いや、それは……」

「それじゃー、先生、私の名字を名簿を見ないで言ってくださーぃ」

　女子生徒たちは好奇心に目を輝かせた。

「皆さん、先生が私の名前をご存じなのはおかしくありませんよ。──私は、新入生総代として入学式でご挨拶させていただきましたから」

　そう諭したのは美雨。女子生徒たちは大人しく従う。

「先生、意見を申し上げてもよろしいですか？」

「あ、ええ……。いいですよ」

　美雨が立ち上がる。

「私は源平合戦の頃の日本が好きなんです。あの時の那須なすの与よ一いちの弓遣いを、私はとても愛しており、それもあって弓馬の心得があるほどですから」

　すると、歓声が上がった。

「御倉さん、弓が上手なの!?」

「弓道着姿の御倉さん、きっと颯爽としていらっしゃるんだわ！」

　拓也は声を上げる。

「ほら、静かに。──……源平なんて渋いね」

「当時生きていた人々の逞たくましさも好きなところです」

　こうして会話をしている間も三角耳がピクピクし、尻尾がふりふり振られ続けているのだ。思わずそれを目で追いかけてしまう。

「先生、いかがされました？」

　美雨がくすっと微笑めば、我に返る。

「いや……」

「そうですか。でしたらいいんです」

　美雨はそのまま着席した。

　完全に調子を狂わされた拓也はそれからも何を話しているのか忘れたり、簡単な年号を間違えたり、生徒が好きだという時代とは全然関係のない人物のことを言ったり、と散々だった。

　授業終了のチャイムが救いに聞こえた。

　その時ばかりは生まれも育ちも神社だが、神よ感謝しますと十字を切ってもいいと思えた。

　心身ともに疲れきって、廊下に出る。

「先生」と声をかけられて振り返れば、そこには美雨が。

「お前なぁ……俺で遊んで楽しいか？」

　美雨は周りが自分たちを見ていないことを確認した上で、こそっと言う。

「……おぬしがあんまりにも目が泳ぎまくっていたからのう。少しからかってやりたくなったんぢゃ」

「あんなこれみよがしに尻尾と耳が目の前にあるんだぞっ!?　見るなって方が無理だろう……！」

「ふふ」

「何がおかしいんだよ」

「いやいや。おぬし、クラスで人気者ぢゃぞ？　他の教師と違って親しみがある、となっ」

「……うれしくねえよ。ったく……。新入生には格好よく決めたかっ──いてっ！　……な、なんで手の甲を抓るんだよっ」

「決まっておろう。……婚約者の前で堂々と、他の女によ性しように鼻の下を伸ばすとは、でりかしぃーが欠けとるぞっ」

「婚約者じゃ……っていうか、鼻の下も伸ばしてないっ！」

「どーだかのぉ」

　疑いの眼差しを向けられてしまう。

（まああくまで仮にだけど、どうせ色目を使うんだったらお前だよ。一番大人っぽいしな！）

　そんなことを心の中で考えているうちに、次の授業を報せるチャイムが鳴った。

「ほら。早く教室に行かないと、入学早々目をつけられるぞ」

「ぢゃあ、まったのぉー」

　美雨はすっかり清楚なお嬢様モードに戻り、教室へ戻っていった。

　拓也もさっさと職員室に戻った。




　放課後。特に部活の顧問もやっていない拓也は、他の教師から面倒な仕事を押しつけられる前にさっさと帰る。と、校門で見馴れた銀髪狐娘の姿を認めた。

　回れ右をしようとしたが、それよりも「先生！」と声をかけられる方が先だった。

　タッタッタッと美雨が駆け寄ってくる。

「よぉ……。友達を待ってるのか？」

「何を言っておるか。おぬしを待っていたに決まっておろう？」

　耳をピクピク、尻尾をふりふり答える。

（触りたい……）

　そう考えている自分に気付き、何を考えているんだとかぶりを振った。

「んん？　どうした？」

　美雨が小首を傾げるのを無視して、歩き出す。そのすぐ後ろを美雨がついてくる。

「どこに寄ろうかのう。帝都はものがたっくさーんあって、人も溢れておるっ。気をつけなければ目が回ってしまいそうぢゃ」

「あのなぁ、どこまでついてくるんだよ」

「それは妾たちの絆を、おぬしが思い出すまでに決まっておろう。……いや、その時は常に一緒におるようになるから……むーん……どうなるんぢゃろうなぁ」

「あっそう」

「で、どこに行くんぢゃ？」

「帰るに決まってるだろ」

「そーか。そーか。おぬしの家かぁ。確かに家ならじっくり話せるから、もしかしたら昔の記憶が戻るのも早いかもしれんのう」

　立ち止まった拓也は、じろりと美雨を見た。

「まさか、家までついてくるつもりか？」

　驚かれた美雨はきょとんとした顔をする。

「当然であろう？　妾がなんのためにわざわざ来たと思うておる。それほどまでにおぬしが大切だからぢゃぞ！」

「……はいはい」

　適当な返事をしつつ黙々と歩き続け、自宅のあるマンション前に到着。

　振り返ると、美雨はにかあっと満面の笑みを浮かべた。

「お前なぁ……」

「お前ではないぞ、妾は美雨ぢゃ！」

「それじゃあ、美雨」

「にゃはは」

　名前を呼ぶだけで、美雨は頬を紅潮させて、くすぐったげに微笑むのだ。

　その表情に不覚にも鼓動が跳ねて、拓也は動揺してしまう。

「おぬしがちゃんとした場所で暮らしとるか、それを見たいだけなんぢゃー！　婚約者が健康で文化的な生活を送ってるのを確認したいんぢゃー！」

「……ちょっとだけだからな。女子生徒を連れ込んでいると思われると大問題だ」

「うむうむ、よいぞっ」

　全然信用できない返事を背中で聞きつつ、五階の自分の部屋へ招き入れる。

「ほー！　これがおぬしの家かぁ！　すごいのぉ！」

「別にすごくないって。ほら、もう帰れ」

「嫌ぢゃ！」

　美雨はソファーにでーんと寝転がる。

「おい！　スカートがまくれるだろ!?」

　慌ててふわっと捲れ上がりそうになるスカートを手で押さえた。

　すると、美雨が「んふふー」とどこか満足そうに微笑むのだ。

「妾はよいぞ。交尾をし、子孫をなすのも務めのうちぢゃからのう」

「な、何言ってるんだよ！」

（美雨のペースに巻き込まれたらおしまいだぞ！）

「飲み物を飲んだら帰れよ。ったく……」

　冷蔵庫を開けていると、不意打ちで飛び込んできた美雨に押しのけられる。

「お、おい!?」

「なんぢゃ、これはー？」

　美雨は尻尾を揺らしながら、冷凍庫を覗き込んだ。

「ハーゲンダッツ。アイス」

「あいすぅ、となぁ？」

　美雨はすんすんと匂いを嗅ぐが、「……よく分からん」とぼやく。

「そっちよりもこっちの方がいいんじゃないか？」

　美雨はハーゲンダッツともう一つのアイスとを見比べた挙げ句、「いや、妾はこっちがよい」とハーゲンダッツを迷わず選んだ。

（くっそ。高い方を選びやがって……。っていうか、神だから分かったのか？　いや、動物だからこれが本当のアイスクリームだって分かったのか？　……って、何を本気で考察してるんだ!?）

　一人ツッコミをする拓也をよそに、美雨はハーゲンダッツを美味しそうに食べる。

「んー！　うまいのう！　うむ、すぐに勝かつ造ぞうに連絡せよ。今度からはこれを奉納するのがよいぢゃろう！」

　美雨は耳をピクピク、尻尾をぶんぶんと大きく揺らして全身で歓喜を露わにしている。

　ちなみに勝造というのは、拓也の父親である。

「ハーゲンダッツを奉納する訳ないだろう!?　溶けるし！　狐なんだから、おいなりさんだろ？」

「飽きた。だいたい、数千年も毎年毎年同じものの繰り返しぢゃもん……。少しは変化球が欲しい！」

「……帰れ」

　と、そこで、ある疑問が湧く。

「……お前、今、どこに住んでるんだ？　まさかうちの神社から往復してるとか？」

「いや、さすがにそれは無理ぢゃから、学校の近くの神社に間借りしておる。そこの祭神がえらく気っ風がよくてのぉ」

「じゃあ、その神社に……」

「──そうはいかぬ！　そう何度も何度も好意に甘えてはならぬのぢゃあ！　ぢゃから今日から妾はここに居を移すぞ！」

「なに勝手に決めてるんだ!?」

「妾は嫁としておぬしと暮らしたい！」

「駄目に決まってるだろ。そんなのがバレたら警察に捕まる！」

「夫婦同士ぢゃし、問題なかろう？」

「夫婦じゃない！　とにかく駄目だ！」

「なぜぢゃ、なぜぢゃぁ！　おぬしは妾のことが嫌いなのかえー？」

　アーモンド型の円らな瞳がうるうると潤んだ。そんな瞳でじーっと見つめられてしまえば、起こさなくてもいい仏心がどうしたって生まれてしまう。

（駄目だ。ここは心を鬼にするんだっ）

「とにかく駄目だからっ」

「わわわわ!?　押すなああああああああ……!?」

「とにかくもう来るなよ！」

　玄関から美雨を閉め出す。

「うわああああーん！　開けるのぢゃ、開けるのぢゃぁぁ！」

　扉をノックされるが、ぐっとこらえる。

（駄目だ。ここで甘く出たら一生つきまとわれるぞ！）

　ひどい罪悪感を覚えながらも、目をぎゅっと閉じる。

　しばらくしてその音がぴたりと止んだ。

　恐る恐る覗き穴から見ると、美雨のしょんぼりした背中が見えた。とぼとぼと帰っていく……。

（あああああもう！）

　さすがに罪悪感に耐えきれなくなった拓也が扉を開けると同時に、美雨がばたっと地面に突っ伏すように倒れたのだ。

「お、おい!?」

　気絶しているらしい美雨を慌てて抱き上げ（めちゃくちゃ軽かった）、部屋に戻って寝室のベッドへ寝かせる。

　心なしか顔色が青ざめて見えるし、さっきまで淡いピンク色だった健康的な唇も色褪せてしまっていた。

（まさかハーゲンダッツか？　あれを喰ったせいで死んだのか!?　神とハーゲンダッツがそんなに相性悪いなんて知らなかったぞ!?）

　パニックになっていると、長い睫まつ毛げがピクピクと不意に揺れると同時に、閉じていた目蓋がゆっくりと持ち上げられた。

　虚ろな瞳の中に、拓也が映り込んだ。

「よかったー！　生きてるか!?」

「た……くや……？　妾は？」

「突然倒れたんだ。どうしたんだ？　病気か何かか？」

「……精気が必要なんぢゃ。神域から遠ざかりすぎたから……」

「じゃあどうするんだ？　神社に連れていけばいいのか？」

「それは意味がない……のぢゃ。神社の跡継ぎの力が必要ぢゃ」

「お、俺の？　っていうか、跡継ぎじゃないし！」

「……あ、跡継ぎになるかどうかは関係ないのぢゃよ。その血に流れる力が必要なんぢゃ……っ」

　息を荒げ、脂汗を流す彼女が手を伸ばせば、それを握りしめた。

「俺は何をすればいいんだ？」

「こ……」

「こ？　こ……なんだ？」

「こう……びぃ、ぢゃあ」

「こうび、こうびってなんだ？　何かの儀式か？」

「子作りをするための……交尾、ぢゃ」

「はああああ!?　そ、それをやらないといけないのか……!?」

「うむぅ。でなければ精気は受け取れぬのぢゃぁ」

「せ、精気がなくなるとどうなるんだ？」

「死ぬ……」

「あああもう！　だ、だって、これは不純異性交遊っていうか、未成年との淫行っていうか、教師生命の終わりになるんじゃないかっ!?」

　しかし拓也が動揺している一方、ますます美雨は苦しそうに呻くのだった。

（これは不純異性交遊でも淫行でもない！　人……いや、神助けだから！　神には興味ないけど、目の前で苦しんでいるのを放置できないだけだ！）

　そう自分を納得させ、仰向けに横になっている美雨を見下ろした。

「拓也ぁ……」

　じっと見つめ合い、唇を重ね合う。

　んっ……と美雨は鼻にかかった息をこぼしながら、受け入れてくれる。

　温かく、ぷるんとみずみずしい唇が吸いついてくるのが、不覚にも気持ちよかった。

　考えてみれば大学を卒業して五年あまり。

　こういうやりとりは久しぶりで、不覚にも身体が昂奮で火照ってしまう。

　唇を舐めるように、舌を這わせる。

「んっ……」

　美雨がぴくんと身体を反応させたが、拒絶ではない。

　お互いに閉じていた目を開く。

「な、なんぢゃぁ……？」

「口を開いてくれ」

「んぅー……」

　大人しく従った美雨が口を開けば、優しく舌を絡め合った。

　ピチャピチャッと優しく舌同士がまぐわう。それだけで拓也の股間はビリビリと痺れてくる。

　美雨もまた涙ぐみ、震える声を漏らす。

「んんぅぅ……し、舌を絡めるなんてぇ……こ、これぇ……ひ、卑猥すぎるのではないかぁ？」

「お前が精気が欲しいって言ったんだろう」

「そうぢゃがぁ、せ、接せつ吻ぷんなるものがこんなにも……ンッ、やらしいとはっ……」

　そっと口づけをほどけば、美雨は「ぁあンン」と切なげな嗚お咽えつを漏らす。

「もしかして、こういうこと初めてなのか？」

「あ、当たり前ぢゃろう？　妾は祭神ぢゃし……それに、受肉したのは初めてぢゃから……」

「そ、そうなんだ。分かった。……じゃ続きを」

「う、うむ……」

　緊張の面持ちの美雨の唇を奪い、再び舌を絡め合う。ピクンと肩を戦慄わななかせる彼女の口腔を舌でまさぐりつつ、手を胸へ這わせる。

　苦しげに押し上げられた双つの丘陵。その右側を優しく握りしめた。

　ふにゅっと柔らかな感触が掌いっぱいに広がる。

「ふぁっ！」

　いきなりのことにびっくりしたように、美雨は口づけをほどく。

「痛かったか？」

　美雨は首筋を鮮やかに紅潮させた。

「そ、そうではない……が、うぅぅ……へ、変な感じぢゃぁ」

「変って嫌な感じってことか？」

　美雨はふるふるとかぶりを振った。

「そうではない。なんだか、ムズムズしてぇ……」

「やめた方がいい？」

「だ、駄目ぢゃぁ！　つ、続けて欲しいのぢゃぁ……」

　耳がピクピクと揺れていた。

　両手でむんずと、双丘へ触れた。

「ぁあっ！」

　それだけで美雨が身動みじろぎ、ベッドをギシギシと軋ませる。

「すっごく柔らかいな。神様のおっぱいだから？」

「し、知らん！」

　美雨が頬を染めてぷいっと目を背ける姿に、拓也は笑ってしまう。

「ごめんごめん。拗ねるなって」

「むぅー。妾は祭神ぢゃ。もうちょっと敬意を払うんぢゃあ」

　恥ずかしすぎるせいか、美雨の口調が子どもっぽくなる。

「分かったよ、カミサマ」

　美雨のジャケットを脱がせれば、より豊満な胸の形がブラウスごしにも透けて見えた。

　ブラウスのボタンを外していけば、ブラジャーに包まれたたわわなバストがこぼれ出た。ブラジャーは装飾のない白いフルカップブラで、重たげな膨らみがしっかりと収まっている。

「す、すっごい迫力だな……」

（Ｇ？　いや、Ｈ？　グラビアアイドルみたいだな……）

　美雨は上目遣いで、拓也を見る。

「大きい胸は、嫌かえ？」

「嫌じゃないどころか……好き、だよ」

「本当かぁ？　嬉しいぞ！」

　美雨は安堵したみたいに笑う。

　彼女の背中側に腕を回してホックを外せば、ブラによって抑えられていた反動か、一回りは大きくなったように見えた。

　ブラを外そうとするが、美雨はそれを押さえてしまう。

「ま、待つのぢゃぁ！」

「どうしたんだよ」拓也は苦笑した。

「わ、分からぬが……なんというか……その……」

　美雨は珍しく口ごもった。

「恥ずかしい？」

「や、やも知れぬ……んんぅっ」

　拓也が唇を塞ぎ優しく舌を這わせ、甘噛みしながらチュパチュパと吸えば、美雨の腕から力が抜けていく。

　やがてブラが上にずらされ腕で押さえられていた膨らみがぷるんと波打ちこぼれた。

　透明感の高い乳肌。もっちりした美巨乳は身体のラインからはみ出すほど肉感的で、その頂きにある桜色の乳輪や、ぷっくりと勃起する乳頭はころんと存在感を主張している。

「んんっ！　そ、そんなに熱心に見られるのは、嫌ぢゃぁ」

「そう？　お前の胸、いやらしくってとってもいいと思うけど」

　拓也は本来の目的を忘れて、輝くような美雨の肢体に夢中になっていた。

「んんっ……おぬしは、妾の身体が好きなのか？」

「う、うん……まあ、な」

　まるで愛の告白でもしているようで気恥ずかしくなって、頬が熱い。

「ならば、妾は嬉しい……っ」

　幸せそうな美雨の笑顔にドキドキしながら、拓也は右乳首にそっと吸いつく。

「ふぁあ……！」

　これまで以上に反応が大きくなった。舌で乳頭を転がしつつ甘噛みを交え、強く吸えば、美雨は涙目になって身悶える。

「だ、駄目ぢゃっ！　た、拓也ぁあ……そ、それぇ、ビリビリしちゃうぅぅ！」

　左乳首を指で摘みながら、コリコリと弄ぶ。

「んんんーッ！」

　美雨は色白だからこそ、昂奮に染まった時にはそれが余計に艶めかしく見えた。

　学生とは思えないくらい豊満なスタイルが汗に濡れている。

　胸元がはだけられ、皺の寄った制服が、否応なく倒錯感を強めるのだ。

「美雨。お前の乳首、こんなにいやらしくなってる」

　彼女はちらっと見たが、すぐにそっぽを向いてしまう。

「ああぁ……よ、よく分からぬが、なんだか、無性にいやらしいぞぉ……」

「俺の手でこんなに感じるなんて、美雨の身体はエッチすぎるな」

「え、えっち？」

「いやらしいってこと」

「……えっちぃとは、なんだか……ぁあああああン！」

　右乳首を甘噛みしてやれば、美雨は大胆に涕てい泣きゆうした。

　双つの乳丘をゆさゆさとたわませながら身悶え、目の端に涙の粒を浮かべる。

「初めてなのに、こんなに感じるなんて美雨の身体はエッチなんだな。元々エッチな神様だったんじゃないか？」

「ち、違うのぢゃぁ！　わ、妾は真面目で人々を守る神なのぢゃぁ！　ンンンッ……こうなってるのは、おぬしが触るからぁ、夫を悦ばせるのは嫁としての務めでぇ！」

　美雨は恥じらうが、その身体の反応はとても処女とは思えないくらい大胆だ。

　そして美雨は、太腿をしきりに擦り合わせて落ち着かないようだった。

「美雨？　どうした？」
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　拓也は予想がついていながら尋ねる。

　美雨は「な、何がぢゃぁ？」ととぼけるが、弱りきって耳が半ばから折れている。

「ここ、弄って欲しいんじゃないか？」

　拓也は右手をスカートの中へ入れると、下着に触れる。

「あああんっ！」

　美雨は、これまで以上に派手な反応をする。指に触れた下着のクロッチ面はお漏らしでもしてしまったみたいに、ぐっちょりと濡れそぼっていた。

「まだキスをしたり、胸をいじったりしただけなのに、濡れすぎじゃないか？」

「うううう……。い、意地悪はよすのぢゃぁっ！」

　美雨は弱々しい力で、拓也の胸を叩く。

「本当に嫌ならやめるけど、大切なことだろ。俺の精気じゃなきゃ美雨が危ないんだし」

「こ、こんな意地悪なやり方ぢゃなくてもよかろう!?」

「分かった分かった。それじゃあ美雨に気に入ってもらえるように優しくする。な？」

　美雨は目元を赤らめ、甘く睨んでくる。

「ううう。約束ぢゃぞぉっ！　や、破ったら、はーげんだっつぅを奢るのぢゃぞ!?」

「了解っ」

　拓也は身体の位置を下げると、スカートをまくった。

　黒いハイソックスに包まれた足にムチムチの太腿、そしてその先にある白いショーツ。そこは恥丘でこんもりと盛り上がり、大きな濡れ染みがクロッチ面に浮いて、割れ目の形を布地ごしに浮き彫りにしていた。

　そっと触ると、「ぁんっ！」と美雨が鼻にかかった声を漏らして身動ぐ。

　下着の底をノックすれば、じわじわぁっと濡れ染みがますます広がった。

　鼻を寄せれば、仄ほのかな尿臭に混じり甘酸っぱい匂いが鼻腔をくすぐる。

「いやああ！　匂いを嗅いではならん！」

　美雨は顔を手で覆い、いやいやとかぶりを振る。それに合わせて、尻尾が乱暴にぶんぶんと揺れた。

　思わず、拓也は尻尾を撫でる。

「〜〜〜〜〜っ!!」

　美雨が声なき声をこぼしたかと思えば、濡れ染み部分から蜜汁がしぶいて、シーツをベチョベチョに濡らしてしまう。しばらく全身を緊張させていた美雨だったが、やがて糸の切れた操り人形のようにぐったりと弛緩させた。

「はぁっ、はぁっ、ぁっ……はあぁっ……んんっ……」

　眉をハの字にした美雨は、大きく喘ぐ。

「大丈夫か？」

　顔を覗き込むと、美雨がむっと睨んだ。

「うぅぅ。断りもなく妾の尻尾を触るなんて……たとえ夫といえども、無粋にもほどがあるぞ！　ううぅぅ……。お陰で、も、漏らしてしまったではないかぁ」

「大丈夫。漏らしてないよ」

「妾を馬鹿にするでないぞ。妾だってそれが恥ずべきことだってくらい、知っておるのぢゃぞぉ……」

「これはお漏らしじゃなくって、潮だ」

「し、しお？」

「まあ正直原理はよく知らないんだけどさ、気持ちよくなると出ちゃうもんなんだ。おしっことは別なんだ」

「……妾を嫌いにならないか？」

　美雨は懇願じみた眼差しを向けてくる。

「当たり前だろ。……こんなにいやらしいことをしてるっていうのに」

「えへへー」美雨はにへらっと頬を緩める。

「まあでも尻尾ってそんなに敏感だったんだな」

「そうぢゃぞ。とーっても敏感で大切なところぢゃからなっ」

「了解。もう勝手に触らない」

　拓也は渋々だったはずなのに、すっかりやる気になっている自分に気付く。

（こうしないと美雨が死ぬって言うから仕方ないんだ……！）

　そう念じつつ、べっちょりと濡れまくっているショーツを脱がせば、ほっくりした熱気を顔で感じた。何本も粘液が糸を引きつつちぎれた。

　恥丘では彼女の美しい銀色の髪と同色の蜜毛が繁り、甘い鮮紅色の秘裂を縁取っている。秘処は全体的に肉厚で、透明な雫を垂らしつつ、馥ふく郁いくたる香気を醸す。

「神様のおま×こ、べちょべちょだ」

「んんんっ！　そんなことを言ってはならん！　ふ、不敬ぞ!?」

　美雨はますます頬を上気させた。

「でも本当のことだけど」

「うぅぅぅ！　も、もうちょっと気を遣うのぢゃぁ！　慕うのぢゃぁっ！」

　美雨の反応が面白くってどんどんいじめたくなってしまう。

（やばい。俺ってこんな性癖があったのか？）

「……初めてだから、ゆっくりほぐしていくからな。馴らすために指を入れるぞ」

「ん……わ、分かったぁ。ぢゃ、ぢゃが、優しくぢゃぞ!?」

「了解」

　拓也は人差し指をひくつく小さな窪みへそっと押しつける。

「ンンッ！」

　こぼれる愛蜜でヌルついた温かな粘膜が吸いついてくるだけで、ゾクゾクする。

「ゆっくり入れるからな」

　ピクピクと落ち着きのない美雨の耳を見ながら、そっと指を押し込んだ。

「ぁあっ……」

　美雨が身を固くすれば、膣圧が高まって指をきつく咥え込まれる。

「美雨。それじゃあ駄目だ。もっと力を抜くんだ」

「そ、そう言われてもぉ。む、無理ぢゃぁ。勝手に力が入ってしまう！」

「仕方ないな」

「何をす──んぅぅっ」

　美雨は涙ぐんだ目を閉じれば、拓也からの接吻を受け止めた。

　舌を絡め合い、唾液を吸えば、「ふぁあ……」と間の抜けた声を漏らした美雨の身体から緊張が抜けていく。同時に膣圧も和らげば、指がズブリズブリと柔らかな膣内を進んでいった。すぐに根元まで埋まる。

「ンゥゥッ！」

　美雨は柳眉をたわめ、頬を染め、鼻にかかった嬌声をこぼした。

「どうだ？」

「んんぅっ……なんだか、お腹が突っ張ってる感じなのぢゃぁ……。んんっっ……」

「痛いか？」

「……む、むずむずするが、痛みはないのぢゃぁ……」

「それじゃあ、もう少しやるからな」

　拓也は指をゆっくりとしたテンポで前後に動かし、抜き差しを繰り返す。

「んぁっ、はあぁっ、んぅぅっ……んっ、ぁあっ……はああっ……んぅ……」

　美雨の吐息はピンク色に濡れ、切なげに震えた。

　奥からは粘度の高い白濁した本気汁が分泌され、それが指先にネットリと絡みつく。

　美雨の身体からもクラクラしてくるようなフェロモンが強く立ち上り、噎むせ返ってしまいそうだった。それと共に股間が強く疼き、さすがにこらえられなくなる。

「美雨……。そろそろ入れたいけど、大丈夫か？　いや、あくまで入れるのはお前を死なせないためだからな」

「ん……ッ。わ、妾ももう……おぬしが欲しいんぢゃ」

　拓也は避妊具を取り出そうとするが、「待て。それはなんぢゃ？」と聞かれた。

「避妊だよ。妊娠したら困──」

「困らぬ！」

「いや、俺が困──」

「精気は直じかに受け止めなければならぬのぢゃ。そうでなければ死んでしまう！」

（その言い方は卑怯じゃないか!?）

　だが、それが本当であれば避妊具はつけられない。

「……分かった」

　拓也は上下を脱ぎ捨てると、隆々と昂ぶった陰茎を突きつけた。

　美雨は目を瞠る。

「そ、そんなに大きなものが妾の中に入ってくるのかえ!?」

「やめるか？」

「やめぬ！　妾はおぬしと婚約したのぢゃ。それに夫婦は睦み合うものであろう！」

　拓也は彼女の両足の間に身体を滑り込ませると、切っ先を秘処へ押しつけ、そのままぐっと押し込んだ。

　さすがに指一本しか入れていない穴はきつく、一センチ進むだけでも全身から汗が滲んだが、それでも根元まで押し込んだ。

「アアアアアアアアアンンン……ッ！」

　美雨はこれまでとは違う、切羽詰まったような叫びを上げた。

（さすがに無理矢理すぎたか？）

　痛みをジワジワ与えるよりは一息で、と思ったのだけれど。

　自分の右手の人差し指を噛み、目をぎゅっと閉じていた美雨は、しばらく小刻みに震えていた。

　痛みと衝撃の波が次第に収まったのか、美雨は恐る恐る涙目を開け、拓也を見る。

「す、すごい……圧迫感で、お腹が今にも裂けそうぢゃぁ……」

「でもちゃんと全部入ったからな」

「ん……。ほ、本当かえ？　全部ぅ？」

　拓也は美雨の左手をそっと取れば、下腹を触らせた。

「分かるか？」

「……ん。ちょっと膨らんでおるぅ」

「それが俺のだから……うっ」

　拓也は呻いてしまう。こうしてじっと動かないでいる間も、柔壁がにゅるにゅると蠕ぜん動どうしながらペニスを搾り上げられるのだ。

「ど、どうしたのぢゃ。苦しいのかえ？」

「いや。気持ちいいんだ」

　ナマで一つになっているからこそ、余計に陰茎への刺激に腰が戦慄いてしまう。

「そ、そうかぁ。妾の身体でおぬしも気持ちよくなってくれているのかぁ」

　美雨は微笑んだ。




　逞しい剛直が侵入してくる衝撃に美雨は呻き、両手でシーツをぎゅっと握りしめた。

　汗を噴き出させた全身をビクンビクンと戦慄かせれば、双乳がたぷぅったぷぅんと弾んだ。

　拓也は乳房をぎゅっと鷲掴み、カチカチに強ばり疼いた頂きをぎゅっと抓んでくる。

「ひあああんっ！」

　甘酸っぱい痺れが身体を貫けば、身体が勝手に動いてしまいベッドを軋ませた。

（妾の胸が、拓也の硬くて大きな手で握りしめられて、いやらしく形を歪めてしまっているぅ。ん……恥ずかしいぃ。初めての受肉ぢゃというのに、こんなにも感じてしまうなんてぇ！）

「美雨。お前、いやらしい顔してるな」

「うぅう、み、見てはいけないのぢゃぁ……ひぁああん!?」

　突然、身体の深い場所にまで達していた異物が大きく後退したのだ。

「わ、悪い。じっとしていられなくって」

　拓也は赤いものがついた剛直を押し込んでくる。

　深い場所をズンッと押し上げられ、美雨は「ヒイイン！」と上擦った声を上げずにはいられなかった。脳裏で火花が弾はじけ、脊椎から脳髄が感電する。
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「ひぁあ……。い、今のは？」

「どうしたんだ？」

「び、ビリビリしてぇ……訳が分からないのぢゃぁ……っ」

「それは気持ちよくなってくれてるってことだ」

「し、潮を吹いたときのように、か？」

「そう。初めてなのにそこまで気持ちよくなれるって幸せなことだと思うぞ」

「た、拓也も妾が気持ちよくなると、幸せか？」

「ん……。ま、まあ……痛がるよりは」

「そうか。なら、妾は嬉しいぞっ！」

　拓也が喜んでくれるかどうか、美雨の価値判断はそこだけだった。

　ようやく帝都で再会できた拓也とはもう離れたくない。

　美雨は自然と拓也に抱きついていた。

「美雨!?」

　膨らみがむにゅっと彼の胸板で潰れる。カチコチに勃起した乳首が彼の胸に刺さるのを意識しながら、美雨は拓也の首筋を甘噛みする。

　神であると同時に、狐だ。親愛の証として甘噛みせずにはいられなかった。

　ふわふわの尻尾を犬のようにバタバタさせつつ、全身で彼の股間を意識する。

　それがまるで銛もりのように鋭く最奥を押し上げるたび、尿意にも似た感覚が下腹をじわっと疼かせた。そのたびに甘い雫が溢れ、男根に絡みつきながら滴り落ちてしまう。

「美雨のおま×こから、ドロドロしたいやらしい汁が垂れてくるぞっ！」

　そうはっきり言われると、甘えるように身体を擦りつけずにはいられなくなる。

「ンンンッ！　おぬしがえっちぃのが好きぢゃというからぢゃぞ。妾は神だから、んんっ……極力願いは叶えてやりたいのぢゃ！」

　拓也が腰を前後に動かすたび、彼の玉袋がぶつかってパンパンと音を立てた。

　腰を大きく遣われると、張り出した鰓えら肉にくで掻き出されたラブジュースが泡立ちながらこぼれて、シーツをヌラヌラと汚した。

　ズリズリと男根で膣壁を抉られ律動を刻まれてしまえば、美雨は無意識のうちに下半身をクネクネとうねらせ、もっと深くに拓也を受け入れたいとおねだりしてしまう。

　繋がった部分で沸き上がる、淫らな音が間断なく溢れた。

「あぁっ！　ひぁっ！　んんっ！　はあああぁぁんんっ！」

「うぅ、美雨！」

「た、拓也ぁ！」

　美雨は涙目で口づけをねだる。拓也もそれに応えてくれる。

　唇が重なり合うや、美雨は拓也の頬に手を添え、自ら舌を出す。

　互いの粘膜を絡め合い、擦り合った。

　それだけで全身の感度が上がり、繋がり続けている部分が燃えるように滾たぎり、肌が粟あわ立った。

「こ、この接吻、いやらしすぎるのではないかぁ。ンンゥゥッ……ひ、人というものは、こんなにふしだらな儀式で愛情を交わしておるのぢゃなぁ」

「美雨は嫌いか？」

「んん……拓也との接吻は大歓迎ぢゃぁ！」

　唇の周りを唾液でべちょべちょにさせるのも厭いとわず、互いに貪るような濃厚な口づけを紡ぐ。

　拓也は美雨のさらさらした髪に指を通しながら頭を撫でつつ、抽送を織りなす。

　美雨は小鼻を膨らませ、拓也の腰に両足を巻きつけ、さらなる密着感を愉しむ。

　彼とはわずかな隙間もないくらい、密着していたかった。

「はぁっ、ああっ、んんっ！　拓也ぁっ！　拓也ぁっ！」

　ズンズンと子宮口めがけ突き刺さる肉棹の存在感に、呂律の回らぬ嬌声が口を突いて出てしまう。

「美雨。子宮が下りてきたな」

「あん……ぢゃって！　気持ちいいんぢゃぁ！　拓也が妾の中をグチャグチャに掻き混ぜるから、変になってしまうんぢゃあッ！」

　ヒイヒイと呼気を引き攣つらせながら、媚孔がますます収しゆう斂れんして、彼の怒張にしがみついてしまう。

　拓也の背中に腕を回し、爪を立てた。

　快楽がマグマのように溜まり、沸々とこみ上げる。それはさっき潮を吹く直前に感じた、身体が内側から爆発してしまうような感覚の予兆。

　嗚咽がこぼれ、美雨は仰け反った。

「ああああ……た、拓也、きちゃう！　きちゃうのぢゃあ！」

「ぐうう……み、美雨。そんなに締めつけられたら！」

「あああん、わ、妾ではないぃ！　妾の身体が勝手にやってしまうのぢゃああ！」

　美雨はもう訳も分からなくなり、悶えるのを止められない。

　頭の中が真っ白に塗り潰されていく。

「た、拓也あぁぁぁっ！」

「クッ……美雨、出すぞ！」

「きてきてええ！　妾の中に注いでぇえええええええ!!」

　最奥めがけ、ドロドロして滾った体液が注ぎ込まれた。

　その熱に、全身の血が沸くような──これまで数千年生き続けてきて、一度も感じたことのない衝撃に包み込まれてしまう。

「ヒイイイイイイインンン！　き、来ちゃうッ！　来ちゃうぅっ！」

「美雨、そういうのはイクって言うんだ！」

「い、イクウッ！　イックウウウウウ……ッ!!」

　美雨は心底蕩とろけた恍惚顔を、さらした。




　ドクンドクンッ。美雨の胎内を埋め尽くしてあまりあるおびただしい樹液が逆流し、放屁めいた音を交えつつドロドロと溢れた。

　膣肉は射精をしている間もねちっこい伸縮を繰り返しながら敏感になっている男根をしゃぶり、尿道の残ざん滓しの一滴までも搾り取られてしまう。

「うぅぅ……」

　二人して抱き合う。

　繋がったままの部分が火傷しそうなくらい熱く、二人とも汗だくだった。

　しばらくお互いの火照った身体の感触を感じ合っていたが、拓也が口を開く。

「で、精気はこれで大丈夫か？」

「んっ……ちゃんと受け取ったぞぉ」

　激しい絶頂からまだ醒めきれていない美雨は、ふわふわとした声で言った。瞳も夢を見ているように、どこか焦点が合っていない。

　狐耳も尻尾もくたっと力なく萎れていた。

「そろそろ抜くぞ。ふやけちゃいそうだし……」

「ま、待つのぢゃあ」

「痛ぁ！　つ、爪を立てるなって……」

「余韻を愉しむんぢゃぁ！」

　美雨は幸せそうに頬ずりをすりすりしてきた。

　拓也は苦笑しつつ、ぎゅっときつく抱きしめる。

　美雨は耳をピクピクさせて、盛大に喜びを表明をしていた。

　暗闇の中でも美雨の神々しい銀髪に顔を埋めれば、汗の匂いがする。

「尻尾触っていいか？」

「だめぢゃ！」




　それからどれくらい時間が経ったのか。目を開けると、自分の顔を覗き込む美雨と目が合った。瞬間、彼女の耳がピンと立ち、頬が緩んだ。

「拓也、おはようなのぢゃ」

「……ああ。おはよう……」

　眠い目を擦りながら起き上がった。すでに日は暮れて、真っ暗だった。

　拓也はハッとした。

「って、お前、帰ってなかったのか!?」

　美雨はきょとんとした顔で小首を傾げた。

「なぜ帰るのぢゃ？」

「なぜって……当たり前だろ!?」

「今日からよろしく頼むぞ」

「頼むぞって……。本当に一緒に暮らす気かよっ！」

「そうぢゃが？」

「っていうか、それ、俺のワイシャツ！」

「んふふー。いいぢゃろ？」美雨は右足を軸にくるっと回って見せれば、ワイシャツの裾がふわっと舞い上がって、下着がちらっと見えた。

「っ」

　拓也が目を背けると、美雨はボリュームのある尻尾をふりふり、ベッドに四つん這いで乗ってきた。

「妾たちは夫婦めおとになるんぢゃから、遠慮は無用ぞ？」

「勝手に決めるなって！　っていうか、帰れ。神社に帰れって！」

「妾を抱いたくせに……。妾とは遊びか？」

「誰とも遊んでないって。第一、精気がなきゃ死ぬーって言ったのは美雨だろ!?」

「まあよいではないか。おぬしが不利になるようなことにはならぬ。心配いたすな。の？」

　その弾むような声のトーンが全然、信用できない……。

「あ、そうぢゃ。これ、探しておいたぞ？」

　美雨は紐が組まれた鈴をチリンと鳴らした。

「うわああああああ!?」

　絶叫した拓也はベッドから転げ落ち、ずさずさっ！　と壁際にすがりつく。

　あまりの大声に、美雨は狐耳に指を突っ込んで、びっくりしていた。

「な、なんぢゃ……その声はぁ」

「そ、その鈴を近づけるな。な、なんでその呪いの鈴が……。とっくの昔に捨てたはずなのに！」

「のーろーぃーぢゃーとぉーっ」美雨は頬を膨らませて、ムッとした。「ちがーう！これは妾がおぬしにあげた婚約の鈴ぢゃ！」

「お前が呪ってたのか!?」

「神の話をちゃんと聞けぇっ！　婚約の鈴！　呪詛ではないっ！」

「はあ!?　その鈴、独りでに勝手にチリンチリン鳴るのに!?」

「うむ。それこそこの鈴の優れたるところよ」

　美雨はもう一つ同じ鈴を取り出した。

「うひゃっ!?」

　拓也はもう怖すぎて、情けない声を上げてしまう。

「見るんぢゃぞ？　こう、一つの鈴を近づけるとぉ……」

　チリンッ！　チリンッ！　チリンッ！　やかましく鳴り響くのだ。

「こうしておけば、お互いが離ればなれになろうとも安心ぢゃ。ちなみにおぬしがここにいることを突き止められたのもこの鈴のお陰……」

「迷惑！」

「迷惑ぢゃない！　愛の結晶ぢゃぞ！」

「どこが愛の結晶だよ！　いくら捨ててもなぜだか引き出しに入ってたり、カバンに入ってたり、風も吹いてないのに勝手にチリンチリン鳴り出したり……その鈴のお陰でどれだけ悪夢に襲われたと思ってるんだ!?」

「ああ。それは妾がそばにいたから反応したんぢゃぞ？　妾の姿が見えなくとも、鈴の音が妾たちの絆……。ろまんてっく、ぢゃのぉー」

「ロマンチック！　ってか、どこにロマンがあるって!?」

「もうそんなに嫌がらずともよかろう。とにかくこれを身につけておけ」

「嫌だ！」

「……さもないと、本当に呪うぞ」

　ジトーッとした目を、向けられてしまう。

「怖ぇ！」

　にゃははは、と美雨は微笑んだ。

「今のは冗談ぢゃが、呪いの品ではないんぢゃからよかろう？　……それとも妾との絆と知った上でも……嫌かえ？」

　目をウルウルさせて見つめられれば、「わ、分かったよ！」と叫ぶ他なかった。

「確認するけどよ、本当に呪いじゃないんだな!?」

「愛の結晶ぢゃ！」

「勝手に鳴るのも怪奇現象じゃないんだな!?」

「愛の結晶ぢゃ！」

「……分かった」

「にゃははは」

　美雨は嬉しそうに微笑んだ。











第二章　　　夏、プールでスクール水着の巨乳嫁と









　──拓也。拓也。

　拓也が目を擦りながら目を開けると、そこにはあの女性がいた。

　しかしその顔は曖あい昧まい模も糊ことしてよく分からない。

　分かるのは拓也の手を握るふわふわした手の柔らかな感触、そして花の蜜のような甘い香り。

　拓也はその女性に膝枕をされていた。

　女性の髪が木漏れ日を浴びて、きらきらときらめく。

　その頭の上には三角の耳……。

　──拓也、大好きぢゃああああああ!!

「!?」

　突然美雨に変化した女性が、拓也に覆いかぶさってきた──。




　拓也はがばっと起き上がった。隣を見れば、そこには拓也の右腕にすがりついた美雨。

（いい夢を邪魔しやがってー……）

「むにゃむにゃぁ〜……拓也ぁ、大好きぢゃぁ……」

　呑のん気きな寝言。

　時計を見ると、そろそろ出かける準備をしなければいけない時刻。

「おい、美雨。起きろ。そろそろ用意しないとまずいぞ」

　揺すって起こす。

「むにゃあ……」

　寝癖をつけた美雨は、学校の時よりもずっと幼い。

（狐なのに、猫みたいな奴だな……）

「着替えてろ。飯作ってくるから」

　寝室を出てからキッチンでトーストと目玉焼きを作る。目玉焼きは、カリカリベーコンに黄身は半熟。焼き加減は完璧。

　大学から一人暮らしだったが、家事はそれ以前にやっていた。

　母は拓也が幼い頃に亡くなり、父は子どもよりも神社のことを優先した。

　だからネットの見よう見まねで夕食を作ったり、父に代わって家事をした。神社を継ぎたくない原因はそれもあった。

　自分の子どもに同じような経験はさせたくない。

「んぅぅ〜。いい匂いぢゃなぁ」

　呑気な声に振り返れば、制服にしっかり着替えた美雨がいた。

「ほら、飯だ」

「おぉ、よいぞ。よいぞ。素晴らしいぞ！」

　目を輝かせた美雨は夢中でトーストや目玉焼きを、「うまい、うまいのう！」と嬉々として食べる。

　向かい合う席に着いた拓也も目玉焼きを載せたトーストを齧かじった。

（こうして誰かと家で飯を食うの、久しぶりだな）

　そんなことをしみじみ考えつつ、美雨に言う。

「俺が先に出るから、後から出ろよ」

「えー。なぜ一緒に出ないんぢゃぁ！」

「何度言わせるんだよ……。そんなところを生徒に見られたら大問題だ。それを守れなきゃ出ていけ。これだけは譲れないからな」

　美雨は唇を尖らせながら渋々頷く。

「……分かったのぢゃ」

「それからこれな」

　拓也はテーブルに鍵を置く。

「これ、うちの合い鍵だから。家を出る時に締めるのを忘れるな。……鍵の使い方は分かるか？」

「無論ぢゃ！　おぉ、よいのうっ！　愛があるのぉ！」

　昂奮のあまり、美雨は鍵に頬ずりを繰り返していた。

「食べ終えたら、食器は水につけて置いてくれればいいから」

「のう、拓也。昼に弁当が必要だったと思うが、妾はどうしたらいい？」

「これまではどうしてたんだ？」

「喜ばしいことに教室のみんなが、妾にどんどん弁当のオカズをくれるので助かっておった！」

「……分かった。明日から弁当を作るから、今日はひとまず購買で何か買え」

　拓也は千円札を渡す。

「じゃあ、行くからな」

　バッグを肩に引っかけ出ようとすると、「待て」と呼び止められた。

「なんだよ、今度は……うわ！」

　すぐそばに美雨がいたので、びっくりしてしまう。

　彼女は背伸びをして、そっと唇を差し出してきた。

「いってらっしゃいの接吻ぢゃ」

「……どこでそんな知識を身につけたんだよ……」

「帝都へ来る前に、てれびぃなるものでちゃんと学んだんぢゃぞ？　夫婦はこれをするんぢゃろう？　……ぢゃ・か・ら。のう？」

　どうしても昨夜のことがちらつく。

「拓也ぁ」美雨は焦れったそうに、ますます唇を尖らせた。

　拓也は口づけをする。触れ合わせるだけのそっとしたもの。

　美雨はそれだけで口元を緩め、ほっぺたに手を添えて、恥ずかしげに身悶えた。

「いってらっしゃいなのぢゃーっ！」

　美雨はブンブンッと大きく手を振った。

「あ、ああ。……行ってきます」

　拓也は見送られて外に出た。

（……誰かに見送られるのって、何か変な感じだな……）




（……相手は神様なんだ。人間じゃない。必要だからエッチしたんだ。だから何も問題ない）

　拓也は自分に言い聞かせるように、校門を抜けた。

　普通に歩いている生徒たちを見ると、どうしたって昨日の制服をはだけた美雨のあられもない肢体が脳裏に蘇よみがえってしまう。

　そうすると不覚にもムラムラしてしまう。

（何を考えてるんだ。あれは命を救うためにやったことだ！）

　職員室に入り、デスクにカバンを置けば、チリリンとかすかな音が鳴った。

　カバンにくくりつけていた鈴を取り、揺らす。

　呪いの品でないと分かると、透明で綺麗な音色だ。

（結びの鈴なんだっけ？　……ずーっと呪いの品物だと思ってたなー）

　真しん鍮ちゆうでできた鈴が、室内の灯りを浴びてきらりと輝く。

「それ、綺麗な鈴ですねー」

　顔を上げれば、同僚の女性教師だった。

「あぁ、そうですか？」

「はい、とても……。それ、どこで買ったんですかぁ？」

「これはもらい物です。持ってろって言われまして……」

　女性教師の目が好奇心にきらめいた。

「彼女さんからですか!?」

「い、いや。違う違う。全然違いますからっ！」

　頭の中では終始、美雨の艶姿がちらついていた。

　しかし女性教師はますます嬉しそうに笑顔になる。

「やっぱり何か勘違いを──」

「ふふ。そう言えば、妙に今日は顔に精気が漲みなぎってる感じですもんねー。ごちそうさまでしたー」

「だから、違っ……」

　女性教師は嬉しそうに自分のデスクに戻っていってしまう。

（ったく。美雨あいつのせいで最悪だー……）

　堪らずデスクに突っ伏した。




　美雨との同居が始まってからあっという間に時が過ぎ、葉っぱの緑が目にも眩しい夏を迎えた。梅雨を挟み、じっとしているだけで汗が染み出すような季節。

　季節が変わったことを一番実感するのは、生徒たちの衣替えである。

　爽やかなレモンイエローの半袖ブラウスにリボンタイ、そしてチェックスカート。

　そんな夏のとある日の三時限目。

　特に授業のない拓也は書類仕事のリフレッシュ（現実逃避）のために校庭を散策する。一応、結びの鈴は肌身離さず持つようにはしている。

　美雨の言う、婚約云々の話を鵜う呑のみにした訳ではない。持ってないと美雨がうるさいからだ。なにせ一日に何度も職員室にやって来ては「ちゃんと持っておるか？」とチェックをしに来るのだ。

（暑ぃ……）

　木陰に座って真っ青な空を見上げながらぼーっとしていると、不意にポケットに入れていた鈴がチリリン……と風もないのに揺れた。

（美雨がそばにいるのか？）

　鈴をポケットから取り出し、遊び半分で鈴の鳴る音が大きくなる方へと足を向ける。

　チリチリチリチリ！

（こっちか？）

　そちらの方向には背の高い目隠しの木があった。その向こうからシュッと空気を滑るような音、少し遅れてトンッ！　と少し高めの小気味のよい音が続く。

「ん？」

　隙間から覗けば、そこは弓道場だった。

　屋根のある場所には、十数人の弓道着姿──白い上衣に黒い袴、胸当て──の女子生徒たちが黄色い声を上げてとある生徒に見入っていた。

　注目の的になっているのは、銀髪の髪を高めのポニーテールにくくった美雨だ。

　家の中で駄々をこねる子どもの面影は微塵も見せず、背筋をピンと伸ばした凜々しい立ち姿。

　それだけで充分すぎるくらい絵になる。

　そんな彼女が大きな弓に矢を番つがえ、ゆっくりと引き絞り、遠くの的に狙いを定めた。

　清澄な瞳に強い光が宿った刹那、矢が放たれた。

　ヒュンッと鋭く飛んだ矢は見事に、的のど真ん中に突き刺さった。

　キャアアアアッ！

　黄色い歓声が響き渡り、あっという間に美雨は同級生たちに囲まれた。

（すげえ……）

　それはまさに凜々しい女武士の風格──狐耳と尻尾がなければ。

　生徒たちが口々に声を上げる。

「すごいわ！　美雨さん！」

「格好よかった！　勉強だけじゃなくって、弓道もできるなんて！」

　美雨はあくまでクールなすまし顔をしていたが、拓也にだけ見える耳は得意そうにピクピクし、尻尾は嬉しそうに揺れていた。

（まるでアイドルだな）

　さすがに感心してしまう。

　美雨は文武両道に優れ、今はクラスの級長を務めている。

　来年は生徒会長だな、と職員室でも話題の新入生だった。

　熱狂するクラスメートたちの言葉にも、美雨は冷静だ。

「いえ。こういう形での弓はあまりやったことがなかったから、うまくいって実は驚いてるの」

「えー！　そうなのぉ？　それじゃ、普段はどういう形でやってたのー？」

「馬に跨またがりながら、敵の首を射落とすように射うてと、那須与一から教わってたわ」

（な、那須与一!?）

　拓也はずっこけそうになる。

　周りの生徒たちは「那須与一って先生に習ったのぉ!?　格好よくない!?」とよく分からない盛り上がりを見せた。

「流鏑馬やぶさめってことぉ!?」

「流鏑馬はやらなかったけど、よく見てはいたわね」

（神社の奉納流鏑馬のことか……って、いやいやいやいや！　何、美雨の言ってることを信じようとしてるんだ。そんな訳ない。あいつはただの悪りょ……何かしらの霊なんだ！）

　拓也は無理矢理にでも自分に言い聞かせる。

　他の女子生徒たちが「馬にも乗れるんだぁ！」と熱狂する。

　拓也は心の中で、これ以上余計なことを言うなよ、と祈るような気持ちになったが、美雨はなんの躊躇ためらいもなく告げる。

「もちろん。馬くらい簡単よ。武州の暴れ馬を乗りこなせたんだもの」

　そう自信満々に言った。

（なんだよ、武州の暴れ馬って!?）

　これだったら、「〜のぢゃ」と言ってくれた方がまだ冗談っぽくて朗らかに聞こえる。

　今は優等生、外面モードの真剣さともあいまって、茶化せない雰囲気だ。

「それじゃあ、今日、放課後一緒に馬に乗らない？　美雨さん、まだ部活を決めてないでしょう。うちの乗馬部に体験入部したら？」

（断れよ。目立つような真似はするなよ！）

　しかし。

「楽しそうね。それじゃ顔を出させていただくわ」

「約束よ！」

　美雨は「もちろん」と頷いた。

（馬鹿狐ぎつねぇええええええええ!!）

　拓也はがっくりとうな垂れた。




　昼休み。拓也は美雨の教室に顔を出すと、そこではいくつもの島ができて、女子生徒たちのさんざめく笑い声が響いていた。その中で最も目立つ銀髪に声をかける。

「おい、御倉。ちょっといいか？」

「はい」

　至ってクールに応じた美雨は立ち上がり、廊下に出る。

　美雨は廊下に出るや、にぱあっと顔を輝かせた。

「拓也ぁっ！　何ぢゃ？　何ぢゃ？　一緒に弁当か？」

　目をキラキラさせ、犬のように尻尾を振る。

「違う。今日の授業のことだ」

　美雨はきょとんとする。

「授業？　おぬしの授業は今日はなかったはずぢゃが？」

「そうじゃなくって……弓道の、だよ」

「おぉ！　視線を感じていたが、おぬしだったかぁ！　むふふー」

「な、なんだよ、その笑いは」

　美雨はウィンクをする。

「わざわざ妾を追いかけなくっても、妾はいつでもおぬしのものぢゃぞぉ」

「あああもう、黙っとけっ！　──放課後に、乗馬部に行くとか話してただろ？」

「うむ。一緒に行こうぞっ」

「羨ましいんじゃないんだって。余計なことをしてあんまり目立つのはまずいだろうがっ」

「ん？　なぜぢゃ？」

「なぜって……。弓道の時に那須与一がどうとか、訳の分からんことを……」

「本当のことぢゃからな。あれから妾は弓を習ったのぢゃ。むふふ。免許皆伝というやつぢゃな！」

　話を聞いてるだけで頭が痛くなってくる。

　そんなことを言ったら最後、完全な電波系で、変な注目を浴びることにもなりかねない。それはまずい。そこから教師と生徒の不純な同居状態が露見しかねない。

「……そういうことは今後一切言うな」

「えー！　なぜぢゃー？　本当のことぢゃというにぃーっ！」

　尻尾を揺らしながら、美雨は頬を膨らませた。

「分かった。それじゃあ俺も行く！」

「本当かえっ!?」

「……とりあえずお前は変なことを言うなよ」

　美雨は小首を傾げる。

「今までも言うておらんが？」

（あ、頭が痛い……）

　美雨が嬉々とする一方、拓也はこれからのことを考えて憂鬱になった。




　学園からしばらく歩いたところにある乗馬施設の敷地に入ると、土と獣の匂いが混ざり合っていた。

　体験入部としてジャージに着替えた女子生徒たちの後ろを、美雨に頼まれた引率役という体で拓也も一緒にやって来た。

　馬場では乗馬を楽しむ、乗馬コスチューム姿の学生たちの姿がある。

　美雨を部活に誘った乗馬部の生徒に先導されて、何頭かの馬の前に案内された。

「ここにいる馬はどれも大人しいから、乗りやすいと思うわ」

　及び腰になっている他の生徒をよそに、美雨は馬の顔をしげしげと眺めたり、「よしよし」と顔を撫でたりして乗馬部の生徒を振り返る。

「本当ね。みんな、気性が優しい牝ひん馬ばだわ。……ただ真ん中のこの子は疲れが溜まってるみたいだけど」

「本当に？　……美雨さんったら、馬と話せるみたいね」

「ふふ。まさか。この三頭は他の方にお譲りします」

（本当に馬と話せてるのか？）

　拓也は気が気でなかった。

「それじゃあ、美雨さんはみんなが乗り終わるまで待つ？」乗馬部の生徒が聞く。

「私はあの子がいいかしら」

　馬場に引っ張られてきたばかりの栗毛の馬を、指さす。

　乗馬部の生徒は、「いやあ……」と気まずそうな顔をした。

「あれは気性が荒いから、やめた方がいいんじゃない？」

「大丈夫。私は経験者なんだし。普通の馬じゃ物足りないもの」

「……分かったわ。話してくるね」

　しばらくして馬場の従業員と一緒に女子生徒が戻ってきた。

　従業員が美雨に聞く。

「君があれに乗るのかい？」

「はい」

「経験者だと聞いているけど、あれはやっぱり危ないと思うよ？」

「一度だけでいいんです。お願いします」

　美雨に頭を下げられ、少し困った顔をしていた従業員。

　拓也がやんわりと言う。

「御倉。そこまでだ。従業員の人を困らせるな。引率者としてそれ以上の無理は許さないぞ」

「……分かりました」

　周りの目があることを意識してくれているせいか、美雨はあっさりと引き下がった。

　拓也は心の中でほっと胸を撫で下ろす。

　と、轡くつわを引っ張られていた、美雨が所望した馬が突然暴れだしたのだ。

　周りが落ち着かせようとするが、それを振りきる勢いだ。

「いかぬ！」

「美雨!?」

　だっと駆けだした美雨は信じられないくらいの跳躍力を見せて馬の背に乗ったかと思えば、手綱を搾り、馬腹を両足でぎゅっと締めつけ、「どうどう！　どうどう！」と宥なだめながら、馬の耳に顔を寄せて、何かを囁くように見えた。

　それでもしばらくは馬は美雨を振り落とそうと藻も掻がいていたが、やがて荒かった息遣いが収まっていく。

　そればかりか、美雨の指示に素直に従うようになった。それだけでも周りの人々は驚いたようだった。

　落ち着いたのを見た美雨が馬から下りて、「よしよし」と馬の首をポンポンと叩けば、馬はヒヒンと嘶いななき頭を美雨に擦りつけて甘えてきた。

　美雨はたちまち女子生徒たちから囲まれ、歓声を浴びることになった。




「お前、あの馬の言葉が本当に分かったのか？」

　自宅で食卓を囲んでいる時に、拓也は尋ねた。

　美味しそうにオムライスを頬張っている美雨はぺろっと唇についたケチャップを舐め取って答える。

「あれは臆病だっただけぢゃ。周りに人間がわらわらいるだけで肝が潰れて、混乱してしまっただけよ」

「お前、乗馬部に入ったりは……」

「安心せよ。妾は入らぬ！」

「……そ、そうなのか？」

「入ったら、そもそもおぬしと過ごす時間がなくなるからのう！　それは嫌ぢゃ！　それにただ馬に乗るだけなのは理解ができん！」

「それじゃ何のために乗るんだよ」

「武士のように戦うために馬に乗りたいのぢゃ！」

「神様って殺生はしないんじゃ……？」

「まあ……ぢゃからこそ、武人に憧れるんぢゃろうなぁ。それに御倉神社には武士が戦勝祈願をやりにきたんぢゃぞ？」

「……そ、そうなのか」

　美雨のよく分からぬ理屈に、拓也はおずおずと相槌を打った。




　とある日。拓也は職員室で「うーん」と思いっきり伸びをする。

　時計を見るとすでに夜七時。すでに居残った教師は拓也だけ。

　というのは、拓也は今日宿直なのだ。

（美雨の奴、ちゃんと食ってるのかな）

　冷蔵庫に作ったメシをおいてあるから、温めればＯＫだが……。

　と、美雨のことを真っ先に考えていることにはっとして慌ててかぶりを振った。

（何をあいつのことを考えてるんだよ。仕事に集中しろっ！）

　ひとまず施錠を確認しようと校舎内を見て回る。

　電気の消し忘れなどをチェックしていき、渡り廊下を通って体育棟へ。

　体育館や剣道や柔道を行う武道場を見て回り、そしてプールへ。

（なんだよ、電気つけっぱなしじゃねえか……）

　うんざりしながらプールの扉を開ければ、パシャパシャッと何かが泳ぐのが見えた。

　しばらく身動ぎできず、波打つプールへ目を凝らせば、見馴れた銀色狐耳が目に飛び込んでくる。

「美雨!?」

「おー！　拓也ぁー！　来たかぁ！」

「来たか、じゃねえ！　何やってんだ!?」

　美雨がこちらまで泳いできて、上がる。

　学園指定の紺色スクール水着から水滴が滴った。

「拓也ぁ！　見よ、見よっ！」

「っ!?」

　スクール水着の胸元は、彼女の豊満な乳房で胸元がパツンパツンにはちきれんばかりで、肩紐が伸びきっている。

　また大きく開いた襟ぐりから覗く胸の谷間にも生唾を禁じ得ない。

　角度がついた股の切れ上がりのせいで、肉厚な恥丘のこんもりした様子が生々しく強調され、まん丸い輪郭が浮き出た胸元の水着生地はぐっちょりと濡れそぼって、ヌラヌラした光沢を帯びていた。

　思わず顔を背けてしまう。

「ん？　なんぢゃ、拓也。妾の水着姿を見るんぢゃ！　なぜ見てくれないんぢゃ？」

（そんなことを言われても、仕方ないだろうが！）

　こんなダイレクトに魅惑的なスタイルを見せつけられたら、普通の男は誰だって動揺してしまうだろう。

「……妾には似合わんかぁ？」

　美雨はしょんぼりした声を漏らす。仕方なく拓也は顔を上げた。

「だ、だいたいどうしてここにいるんだよ。帰ったんじゃないのか!?」

　美雨は唇を尖らせた。

「ぢゃって、おぬしと離ればなれは嫌ぢゃったからぁ」

「だ、誰かに見つかったりしなかったのか？」

「それは安心していいぞ。そこは受肉したといえども、人の認識を多少変えることくらい造作もない！」

　美雨は自信満々に胸を張った。

「……そうか」

「ん？　んん？　どうしたんぢゃ？　いつもと様子がおかしいんぢゃないかえ？」

　美雨が顔を覗き込んでくる。同時に深い谷間まで目に飛び込んできてしまい、びっくりして顔を上げれば、少し赤くなった顔を見られてしまう。

「いかん！　おぬし、風邪を引いておるのではないか!?」

　拓也の額の熱を測ろうと、スク水姿の美雨が身を乗り出してくる。

　拓也からすれば、たわわなバストが目の前に押しつけられんばかりの迫力で近づいてくるのだから、思わず仰け反ってしまう。その勢いで尻もちをついてしまい、美雨は拓也の上にのしかかる格好になった。

「むぐぅっ!?」

　顔面が、水風船のような弾力と柔らかさを持つ乳房で圧迫されてしまう。

　それだけではなく、昂奮してテントを張った股間を、美雨にバッチリ見られてしまったのだ。

「なんぢゃ、これはぁ？」

　美雨がズボンごしに股間に触れてくるだけで、腰がビクンと跳ねてしまう。

「んん……そ、そんなことより、胸をどけてくれ……っ」

　かなりずっしりしている蜜乳はぽよんぽよんと弾みながら、拓也の顔を包み込み続けていた。どれだけ顔を揺すってみても、「あんっ。おぬしも喜んでくれてるのぉ」と美雨を悦ばせるだけで、どいてくれない。

　ズボンのベルトを外され、股間を解放させられてしまう。

「うぉ……！」

　男根は立派に屹立し、天井を突かんばかりに反り返る。

「拓也。おぬしのここ、痛そうなくらい昂ぶっておるのう。はちきれんほどで、驚く他ないのぢゃ。無論、妾がしっかり慰めてやるぞ！」

　美雨は嬉々としてペニスを扱しごいてくる。溢れる我慢汁をさらに指先に絡め、シコシコと扱かれれば、呻きがこぼれるのを止められない。

「うううう！」

「あんっ……拓也の息遣い、温かく湿って……いやらしいのう……」

　美雨は耳をピクピクさせながら、喜悦する。

　と、不意に胸が持ち上げられた。久しぶりに新鮮な酸素をいっぱいに取り込む。

　美雨はにへらっと緩んだ表情で言う。

「おぬし、なぜ突然こんな風に昂奮したんぢゃぁ？」

「そ、それはお前が触ってきたから……」

「それは違うぢゃろ。妾はおぬしが昂奮したから触ってただけで」

「な、なんでもいいだろ！」

　正直に話すのが悔しくって、顔を背けた。

「ふむふむ。正直でないのはよくないぞ。妾は神でもあるんぢゃからなぁ」

「……さ、触らないのか？」

「触って欲しいのかえ？」

「う」

「分かっておるぞ。こんなにもエッチなお汁をこぼしておるんぢゃからなぁ」

　つつっと指先で裏筋をくすぐり、鈴口をやんわり刺激してくる。

　どれだけ意地を張ってみても、拓也の辛抱のない身体は呆気なく陥落してしまう。

　このまま焦らされた方がおかしくなってしまいそうだった。

「分かった、言う！　──そ、その水着がいやらしすぎたんだっ！」

　拓也が悲鳴じみた声で告白した瞬間、ぎゅっとくびれ部分を握りしめられた。

「う!?」

　それだけでもこれまでの焦らされた身体にとっては強烈で、怒張がビクンビクンと切なく戦慄いてしまう。

　しかしすぐに扱いてはくれない。

　美雨は勝ち誇るような微笑をたたえた。その青い瞳はヌラヌラと淫いん靡びに輝く。

「のう、拓也。おぬしは妾の水着のどこがよかったんぢゃぁ？」

「ま、まだ言わせる気かよ……」

　立場的に弱いせいで、どうしたって声が小さくなってしまう。

「妾が知りたいんぢゃ！　のう？　どうぢゃ？　どうなんぢゃぁ？」

「分かった。お、お前の胸だ。胸がいやらしすぎて、昂奮しちまうんだよ！」

　美雨は神様とは思えないくらい脂やに下さがった顔をする。

　しかし表情以上に悦びに暴れ回るのが尻尾だ。

「むふふ〜。なるほどなるほどぉ。妾のここが、おぬしは好きなんぢゃなぁ？」

　美雨は胸を強調してみせる。

「……ああ。そうだ」

「にゃははぁ。嬉しいぞ。そういう風に言ってくれると、妾も燃えるんぢゃ！」

　美雨は握った男根を胸へと押しつけてきた。

　水着のツルツルした生地ごしに感じる、焼きたてのパンのようにふんわりした乳肌の温かさに腰がビクンと過敏に反応してしまう。

「ううう！」

「どうぢゃ？　気持ちいいのかえ？」

　水着を押し上げているバストの頂きには、存在感を増した乳首のポッチが丸見えになっていた。

　肉棒に当たるのはすべすべした乳肌だけでなく、水着を押し上げるほどにカチカチに強張った乳頭もペニスに触れてくる。亀頭冠と乳首とが触れ合えば、美雨も無意識のうちに柳眉をたわめて、悩ましい顔をさらしてくるのだ。

　唇を半開きにしながら、ンッ……ンゥウッ……と呼吸を震わせる。

「ど、どうぢゃ？　気持ちいいかえ？」

「気持ちいいっ」

　拓也は我慢できず、彼女の唇を奪った。美雨は目を閉じて、唇を受け入れる。

　彼女の湿った息遣いを感じつつ舌を交えれば、拓也は股間をぐいぐいと双丘へと押しつけずにはいられなくなった。

「ひぃぁッ……た、拓也の硬くて逞しいモノが妾の胸を……ンッ……小突きながら……ひいンッ……形が変わってしまうのぢゃぁっ」

「これくらい柔らかいんだから大丈夫だろ」

「ひぁンッ！」

　美雨は上擦った声を漏らす。

　拓也は教師ではなく、牡になっていた。

　溢れるカウパー汁をスク水の胸へ擦りつければ、水着はどんどん我慢汁まみれになってその光沢を強めていった。

　お互いに舌を絡め、甘噛みしながらしゃぶり味わうだけで、互いに鼻息も荒くなり、頭の中がおかしくなるくらい蕩ける。

　唾液を飲ませれば美雨は喉を鳴らし飲んでくれる。飲み漏らした分が谷間に滴したたった。

　ほとんど同時に、唇をほどく。

「美雨。俺のを胸で、挟んでくれ」

「胸でぢゃと？」

「パイズリって言うんだ」

　美雨の狐耳がピンと力強く立った。

「知っておるぞ！　おぬしの隠してた卑猥な本の中に、そういうシーンがあったのぢゃ！」

「見たのかよ!?」

「やらいでか！　妾は夫婦なんぢゃから、愛おしい夫の性癖を知るのも、立派な妻の仕事ぢゃもん！」

　健気な発言かもしれないが、拓也としては恥ずかしさしかない。

　それでも股間はビクビクと反応してしまう。

　美雨は「んしょ」と肩紐を外し、美巨乳をこぼそうとするが、ツンと勃起した乳首に引っかかった。より乳首が強調される形になり、生唾を禁じ得ない。

「あんっ……」

　小さく喘ぎつつ、どうにかバストを露わにする。釣り鐘型の乳肉は塩素の香りをまとわせつつ、珠の雫をまとう乳肌は蠱惑的に紅潮していた。

「……こうして挟めばよいのぢゃな？」

　上目遣いになりつつ、美巨乳で屹立を挟み込んできた。

　乳肌の表面はプールで泳いでいたせいか、ひんやりと冷たい。しかし肉感的な乳房が全体に密着してくれば、乳肌の本来の温もりがジンワリと染みてくる。

「ううううっ！」

　その感触の緩急と、甘い圧迫感で腰がガクガクと震えてしまう。

　乳の谷間の内側は汗ばみ、勃起肉を甘やかに締めつけられた。

　塩素の香りと、美雨の匂いとが混ざり合う。

　美雨は深い谷間で男根をすっぽりと包み込みながら、狐耳を中折れさせて恍惚としたとろけ顔を見せた。




（火傷しそうくらいアツアツぢゃあ。あんっ……それに拓也のおちん×んがゴツゴツしながら、食い込んでくるのぢゃぁ……）

　美雨は目尻を緩め、柳眉をたわめ、頬を火照らせた。

　胸の谷間から飛び出した逸物の切っ先は、尿道をひくつかせ透明なお汁をちびらせていた。醸し出されるのは、噎せ返るような臭気。

　その濃厚なフェロモンが頭の中に染みこめば、酔っ払うようにクラクラして、思わず舌なめずりしてしまう。

「拓也ぁ。おぬしのちん×んがビクビクしながら震えておるぞぉ。気持ちよいのか？」

　拓也は小刻みに頷く。しかしそれだけでは美雨は足りない。

「ちゃんと言葉に出して欲しいのぢゃ！」

「気持ちいい！」

「えへへへー。嬉しいぞぉ！」

　美雨は口元を綻ばせ、乳房をゆっくりと上下に動かしはじめる。

「うわあっ!?」

　拓也が大袈裟すぎる反応を見せれば、それだけで鼓動が高鳴ってしまう。

　目元を赤らめた美雨は、クンクンと匂いを嗅ぐ。

「のう。この透明なお汁は一体なんなんぢゃ？　おしっこではないとは分かるが」

「……我慢汁って言って、気持ちいいと出てくるんだよ」

「おぉ、そうか！　さすが教師ぢゃな。なんでも知っとるのう」

「それ、褒めてるのか？」

「当然ぢゃろ。──つまりこれが出てるということは、拓也は妾のおっぱいで気持ちよくなってくれてるってことなんぢゃな」

　勝ち誇りつつ、美雨はペニスの切っ先に舌を這わせる。

「レロッ、チュピィッ、ネロネロォッ！」

　舌先で、鈴口を磨き刺激する。

　さらに根元から先端肉にかけて搾り上げるように双乳で責めたてれば、ますます透明なお汁がこぼれた。

「んちゅぅっ……ちゅるっ、ちゅぱぁっ……んんぅぅ……拓也のお汁がたくさんこぼれてきて、幸せなのぢゃぁ」

　噎せ返るような濃密な体液をしゃぶるたび、恍こう惚こつとした。

　しゃぶると男根が小刻みに戦慄きながら気持ちいいと反応してくれるのが、また悦びを高めてくれた。

「美雨、咥えてくれるか？」

「よいぞ。えへへ。拓也がどんどん積極的になってくれて妾は嬉しいぞぉ！」

　拓也が望んでくれるのならば、なんでもできる。

　そのために美雨は拓也のもとへ来たのだ。いわば、嫁入りだ。
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　だから甲斐甲斐しく夫のお世話をしたい。それをするのが悦びなのだ。

「あむぅ」

　パンパンに膨らんでいる亀頭冠を、かぶっと咥え込む。

「うあぁ！」

　先端部が喉奥めがけ押し込まれてしまう。

「んぐぐっ!?」

　突然のことに戸惑う。喉奥を突かれることで脳がジーンと甘く痺れ、ぞわぞわっと全身に鳥肌が立ってしまう。嫌なのではない。武者震いのようなものだ。

（神であった時にはこんな感覚、知らぬ。これが受肉して初めて感じることができる、人の感覚ぢゃったとはぁ！）

　神としての時代も喜びはあったが、何千年もの長い時のせいで感覚が鈍っていたことは否めない。だからこそ好きな人とこうして卑猥な真似をすることができる肉悦は鮮烈で、神であった時代よりも充実していた。それに、あの頃は受けるだけだった。でも今は求めたり、おねだりすることができる。胸の間に包まれた陰茎はますますビクビクと戦慄きながら、絶えず体液を溢れさせていた。

「んぅぅ……拓也のお汁、どんどん溢れてくるのぢゃぁ！　それほど妾の胸の中で気持ちよくなってくれてるってことぢゃなぁ！」

　美雨は優越感と共にますます胸を擦りつけていく。

　飲みきれなかった熱い我慢汁が谷間に垂れて、それを巻き込むことで潤滑油に変わり、上下に弾む動きが加速した。

　谷間を押しのけるように、肉柱の存在が増す。

「あんっ……拓也のおちん×んが膨らんでくるのぢゃぁ。あん、こんなに大きいのに、もっと大きくなるのぢゃ……!?」

　それだけではない。ビクビクと力強くしなった肉柱が上下するのだ。

　ただ動くだけではなく、張り出した肉鰓で谷間の内側をズリズリと削ってくれる。

　疼きが広がり、背筋に甘い痺れが閃く。

「ひぃいンッ！」

　乳房の表面をぷるぷると波打たせ、美雨は悶えた。

　胸を擦られるだけで、強い疼きに包まれてしまう。

　そして異変は股の間で起きた。下腹がかすかに疼いたかと思えば、秘処でじわぁっとまるで失禁するような感覚に襲われたのだ。

（へ!?　どうして胸をいじられてるのに!?）

　美雨は困惑し、雫がこぼれるのを防ごうと股をきつく閉じ合わせた。




　美雨が豊満な乳肉を上下させるたび、谷間に呑み込まれている肉棒が出たり入ったりを繰り返す。

　乳球の高めの温もりが昂奮した陰茎に染みこめば、それだけで腰がムズムズと疼く。

　その上、とろけるように柔らかな双丘はまるでスライムのように、ふるんふるんと形を変え、ムッチムチと吸いついてくる。

「美雨っ！」

　拓也は、美雨の色を濃くした勃起乳首を抓んだ。

「ヒイインンッ！」

　美雨は噎せ返って男根を口からこぼす。

　不意打ちの刺激に美雨は耳をピンと立たせ、すぐにくたっと垂らした。

　痛がっているのではないのは潤んだ目つき、半開きになった口の端から涎を垂らす淫蕩な表情から明らかだった。

「美雨の乳首、すっごくいやらしく尖っちゃってるな」

「ぅうううンンッ！　ら、ラメぢゃあぁ！　た、拓也……ヒイッ……そ、そんなに抓られて捏ねられちゃったらぁ、お、おかしくなっちゃうのぢゃああぁ!!」

　美雨は上体をもたげながらも、乳房をぎゅっと真ん中に寄せ集めるように、ぐにゅぐにゅとペニスを締めつけてくる。

　お湯を満たした風船のような弾力感、吸いつくようなキメの細やかな乳肌に、拓也は耽溺してしまう。

　拓也は腰を大きく上下に躍動させ、スクール水着からこぼれ出たグラビアアイドル顔負けの母性の象徴を激しく抉えぐる。

「ひぃああああんんっ！　そ、そんなにおっぱいをグリグリ押されるのは、だ、駄目なのぢゃぁ！」

　駄目と言いながらも、その表情は恍惚に染まっている。

　ますます指の間で存在感を増している乳首を刺激すれば、胸全体が出来立てのプリンのように波打った。

　責められて懊おう悩のう顔をさらす美雨だったが、それでも彼女の甲斐甲斐しい奉仕精神はその程度では霞まない。すぐに亀頭冠を大きく開けた口で呑み込んでくれる。

　トロトロした唾液と熱い口内、柔らかな舌が渾然一体となって極上の快感を送り込んでくれるのだ。

　拓也は陰毛を擦りつけるように腰を密着させ、美雨の喉奥を何度も衝き上げた。

「んぐううっ!?」

　目を白黒させながらも受け入れてくれる美雨は唇の輪っかをますます狭めて、ぎゅうぎゅうと締めつけてきた。

　カウパー汁をヂュッポォッ、ギュッポォッとしゃぶられた。

　美雨は頬をへこませ、貪欲に舐ねぶり回した。

　根元からもがれるような強烈な吸引に、腰が戦慄いてしまう。

「み、美雨……出るっ！」

　拓也は彼女の返答を待たず美雨の頭をぐっと引っ掴むや、戦慄く男根から子種汁を、美雨の喉奥めがけ解き放った。

「んんぐぐうううううう……っ!!」

　美雨は小鼻を膨らませながらも、喉を鳴らし必死に嚥下しようとしてくれる。

　ごきゅっごきゅっと美雨は懸命に飲んでくれるが、それでもゲホゲホッと美雨は激しく噎せ返った。

　肉棒を引き抜けば、飲みきれなかった分の樹液を手の平にこぼす。

「……ご、ごめんなのぢゃ。ぜ、全部、飲んであげられなかったのぢゃぁ……」

「大丈夫だ。俺こそ、無理矢理に飲ませちまって……」

「拓也は悪くないのぢゃ！　おぬしの期待に応えられなかったのがとっても悲しい……っ」

「美雨。大丈夫だから」

　塩素の匂いに汗の香りや、美雨の発情した匂いを感じながら、口づけをする。

「にぁっ……ら、らめぢゃあ。い、今、汚れてぇ……」

「大丈夫だから」

　美雨の健気な姿に愛おしさを覚え、ますます深く唇を奪わずにはいられなかった。

　口づけをそっとほどけば、唾液の糸が架かった。

　思いっきり射精して、まったりした気持ちになっていたが、すぐにその気分は昂奮で塗り替えられてしまう。

（こんな気分になったの初めてだ……）

　もっと欲しい、もっと抱きたい──欲望が青天井に高まってしまう。

　美雨が絶頂間もない、敏感なペニスに指を這わせてきた。

「うう……み、美雨……っ」

「拓也のおちん×んはまだまだ頑張れそうぢゃなぁ。……妾も、ここが熱くてたまらなかったのぢゃぁ！」

　美雨は水を吸って、くたっとした尻尾をフリフリさせ身悶えた。

　水をいっぱいに吸ったスク水のせいで、美雨の割れ目がありありと浮き彫りになる。

　美雨は水着の股布部分を脇にどければ、銀色の陰毛に縁取られた割れ目が露わに。

　そこはひくひくと小刻みに戦慄きながら、透明な雫を滲ませる。

　それを見るだけで、股間がビクビクと反応してしまう。

　美雨は反応をする男根を前に我が意を得たり、と微笑む。

「では、こうすればどうぢゃぁ〜？」

　美雨は拓也に背中を向ける格好で四つん這いになり、お尻を高々と持ち上げた。

　逆ハート型のヒップに水着がこれでもかと張りつき、余計卑猥だった。

「……言っておくが、尻尾を触ったらエッチはお預けぢゃからな」ジト目で言われる。

「わ、分かった」

「それぢゃあ、拓也、来てたもう！」

　美雨はプリプリと桃尻を振って、誘う。

　拓也は切っ先を、ぐっちょりと濡れて本気汁を滲ませた秘処へ押しつけた。

「ひぁあンッ！」

　桃尻を震わせ、美雨が甲高い声を上げた。

　学校のプールで教え子（自称、嫁）と身体を重ねようとしている。

　そんなこと、教師として、していいはずがない──そう思っていても、火のついた肉体は止まらない。すっかり美雨という甲斐甲斐しい女性に誘惑されていた。

　ズッ……。大した力も入れていないのに、勃起肉が狭きよう隘あいを押し広げながら埋まる。

「ひいぃぃンッ！」

　美雨は涙目で、胸を前後にたわませた。

　無論そこに苦しさや痛みはなく、むしろ早く奥へ来てと招き入れようとするかのようにヒップを弾ませる。

「美雨、いくぞ」

　声をかけ、一息で根元まで逸物を埋めた。

「ああ、た、拓也のおちん×んが、妾の中を広げてぇ……ンンッ……ふ、深い場所にまでくるのぢゃぁ！」

　子宮口をズンッと衝き上げれば、美雨は顔を染め上げて突っ伏してしまう。

　締めつけ具合だけで分かる。軽く昇り詰めてしまったようだ。

　愛液まみれでヌルヌルの柔壁は伸縮を繰り返し、ペニスに奉仕してくれる。

　この間まで処女だった美雨の身体は敏感に反応して、すぐにでも子種を求めるように蠕動を紡ぐ。深くまで咥えこんだ蜜唇はラブジュースを溢れさせた。

「美雨。分かるか。俺のが全部入ってるのっ」

「も、もちろんぢゃあ。おぬしのおちん×んが……ぁあッ……び、ビクビクしとることまではっきり分かるぞぉ！」

　拓也は美雨の豊満な臀部をさする。

　スクール水着ごしに感じる水蜜桃の柔らかさと張り。

　気を抜けばたちまち、子種を絞り出されてしまいそうで油断できない。

「動くぞ？　大丈夫か？」

「も、もちろんぢゃ。おぬしに我慢させては神として、妻としての名折れなんぢゃ……っぁああああん！」

　怒張を引けば、充血した柔壁を張り出したエラで引っ掻きながら、樹幹が半ばまで顔を覗かせる。

「いやらしいお汁がべっちょりと張りついてるぞ」

　美雨は首筋まで紅潮させ、ゆるゆるとかぶりを振った。

「ンンッ……恥ずかしいからぁ、そんなことは言ってはならんのぢゃぁっ」

「だけど恥ずかしい割に締めつけは強くなってるなっ」

「それは愛ぢゃぁ！　愛の証として締めつけてるのぢゃ！」

「そうか、愛かっ」

　美雨が嬌声をこぼすたび、プールにその淫靡な嬌声が尾を引きつつ反響する。

　塩素の刺激臭など気にならないくらい、彼女の肢体から立ち上る汗香、そして交わった部分から溢れるフェロモンに夢中になっていた。

　腰をゆっくりと推し進め、怒張で貫く。

「ぁああああッ……拓也のおちん×んが刺さるぅぅッ！」

　根元までずっぽり埋めれば、胸に負けず劣らず豊満な臀丘がぷりんと揺れた。

　肉の輪っかがギュッと根元をきつく締める。

　こうして息の長い抽送を行うたび、尻尾が艶やかにユルユルと波打った。

　その尻尾に目が釘付けになった。




「はぁンッ、ぁあああッ、ひいぃン、ぅぅうううン！」

　美雨はお腹が狂おしいほどに押し広げられながら、自分の身体の中をゴリゴリと削られるような衝撃に身をのたうたせた。

　昂奮した美雨自身の体温に加えて拓也の怒張の熱気が合わさることで、全身から滝のような汗が噴き出してしまう。

　お尻をぐいぐいと握りしめられ、肉槍が問答無用で最奥まで埋められる。

　奥を突かれるだけで、美雨は前のめりになってスク水からこぼした肉感バストをたぷぅんたぷぅんと魅惑的に震わせた。

「ひいッ、ひいいッ……拓也のおちん×ん、妾の子宮に刺さるぅっ！　ブスブスって刺さっておかしくなっひゃうのぢゃあ！」

　全身を染め上げられる愉悦が心地よかった。

　拓也が自分しか見ず、自分を愛してくれることが嬉しい。

　心の動きが身体に反映され、ますます膣圧が高まる。

「ぐっ」

　締めつけをきつくすれば、拓也が呻いた。拓也が腰のうねりを大きくすれば、ヌチャッグチャァッと淫靡な水音が奏でられてしまう。

（わ、妾の中からこんなにもいやらしい音が出ちゃってるのかぇ!?）

　初めて受肉して、拓也の逸物を気持ちよく受け入れられるところまでは嬉しかったのだが、まだ初めて拓也を迎えてから二、三ヶ月しか経っていないのにこんなに快感に溺れてしまっていることが正常なことなのか分からない。

（へ、平気なのかえ？　妾はこんなに気持ちよくなってしまって、拓也は妾のことを本当はすけべな淫乱と思っているのでは……!?）

　こんな時に聞くべきか──いや、こんな時だからこそ聞かなくてはいけない。

（そうぢゃ！　妾は拓也好みの女にならねばならないのぢゃ!!）

　美雨は恐る恐る拓也を振り返ろうとした、その時。

「にひゃああああ!?」

　お尻から発した感電するような衝撃が頭を突き抜けるや、目の前が真っ白になった。

「〜〜〜〜〜ッ!!」

　全身をビクビクッと弓なりに反らせ、悶絶してしまう。

　しばらく長い長い息の詰まるような狂おしい波をこらえ、おずおずと拓也を顧みた。

「お、おぬし！　な、なんで、尻尾をぉ……！　駄目と言うてるのにぃっ！」

　美雨は半ば呂律の回らない声で苦情を言う。

「でも美雨の尻尾が扱いて欲しそうだったし」

「わ、妾はそんなこと望んでないぞぉ！」

「かもしれないけど、美雨が気持ちよくなってくれている姿を見るの、好きなんだ」

「へ？　わ、妾が乱れるのは嫌いではないのかえ？」

「いや、俺で気持ちよくなってくれてるから、むしろ歓迎というか……」

「そうぢゃったら……」

「尻尾をいじっていいのか？」

「むぅぅ……。か、加減をしてくれればよいのぢゃ。……今みたいにぎゅっと引っ張られてしまうと、死んでしまいそうになる、ぢゃから……」

「分かった」

　この間も、子宮口で感じている陰茎が、敏感になっている胎内でビクビクッと力強く戦慄き続ける。

　拓也はさっきとは違い、尻尾を優しく握りしめる。

　それだけでビクッと全身を震わせた。

「ひぁう！」

「こ、これくらいか？」

「ぅぅんっ……そ、それくらいぢゃ……」

　水を含んだ尻尾をやんわりと揉まれれば腰がガクガクと震え、肌が粟立つ。それと同時に自分で意識もしていないのに膣圧をきつくしてしまう。

「美雨のおま×こ、グイグイって食いついてきて最高だ」

　蜜を絶えずこぼしながら、ビクビクと媚肉全体が痙けい攣れんした。




　尻尾をまさぐるたび、肉孔の締めつけはますます増す。

　水を含んでしんなりした尻尾まで、悩ましくビクンビクンと戦慄く。

「美雨、そんなに尻尾が気持ちいいなんて、さすがは狐の神様だな！」

「わ、訳が分からぬことを言うのではないのぢゃぁ！　わ、妾……ひぃぃッ……おぬしが触りたいと言うから仕方ないのぢゃっ！　妾は触って欲しくないのぢゃぁぁ！」

　頬を桜色に染め、涙目になり、アンアンッと可憐な声を上げ続ける美雨の様子を見る限り、仕方ないという風にはとても見えない。

　拓也が腰を引くや、愛蜜のダマがどろぉっとこぼれる。

　同時に尻尾を、さっきよりも少し強い力で握った。

「ひあああんん！」
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　美雨は銀色の美しい髪を振り乱して、逆ハート型のお尻をぷるんぷるんと弾ませた。

　失禁と見紛うばかりの潤滑油の力を借りて、一気に根元まで挿入する。

「ひぃぁあッ！　ら、ラメなのぢゃぁぁ！　し、尻尾から手を引くのぢゃ！　ヒイイイイインッ！」

「どうして？　美雨はこんなにも気持ちよくなってくれてるのに！」

「こんないっぺんにやられてしまったら、お、おかしくなってしまうのぢゃぁぁ！」

　ますます美雨の蜜孔は貪欲に、ペニスを食いしめる。溢れるラブジュースはまるで、涎みたいで下品だった。にもかかわらず、美雨はますます可憐さが際立った。

　神だ、人だ、と言いながら、四つん這いになった今の彼女はどちらでもない。淫らなケダモノだった。

「あああああああンッ！　ず、ズンズン来るのぢゃぁあ！　お、おぬしのおちん×んが、妾の深い場所を、抉って……ひいッ、こ、腰が抜けてしまうのぢゃぁ！　はああああんっ！」

　左右均等で、綺麗な形の肩けん胛こう骨こつの浮いた白い背中は今や汗でぬめり、光った背中に、乱れた銀髪が落ちかかっていた。

　欲望に夢中で、身だしなみにも無頓着な美雨の姿が、普段学校で見る優等生な彼女とのギャップを生み出し、拓也の劣情をくすぐる。

　交尾のためではなく、愛情で拓也とまぐわうことを心から愉しんでくれていた。

　そしてそれは拓也も同じだった。

　甘く蕩けた媚肉にしゃぶられ、肉棒がびくんびくんと激しく戦慄く。

　ここがプールで、水泳部員たちが日々頑張っている場所だということを忘れていないが、今はこの広い空間を美雨との交わりで独占してしまっているのだ。

　パンパンパンパンッ！

　拓也の腰でお尻がたわみ、形を変えながら戦慄くのを何度も繰り返す。

　一気呵成の律動からは余裕が失われ、振幅が短くなる。

　尻尾から手を離した拓也は、美雨のくびれたウェストを掴むや、これまで以上の密着を求めた。

「〜〜〜〜〜っ!?」

　プシャッ！　腰に温かな温い体液がかかる。潮だ。

　美雨が昇り詰めたことを意識しても、抽送はやめなかった。いや、やめられなかった。そのまま美雨の肉付きのよい下半身を独占したまま、柔壁を刮こそぐように腰を荒々しく打ちつけた。

「ひぁっ！　あひぃっ！　ひいぁあああっ！」

　美雨はもう腕で上体を支えきれなくなったらしく、べったりと床に密着させながら悶えた。

「い、イってぇ……妾ぁっ、突くのラメエエエエ！」

　過剰なまでに快楽を注ぎ込まれ、美雨は溺れる寸前。その言葉は上擦り、切なげな尾を引く。汗みどろになった身体を叩きつける拓也はお尻の辺りで膨れ上がった焦燥感が、男根を昇ってくるのを意識した。

「み、美雨！　出すぞ！」

「き、きて欲しいのぢゃあっ!!」

　拓也は下りてきている子宮口を押し上げ、一気に激情を迸らせる。

　ビュビュゥッ！　ビュッ、ビュルルッっ！　ビュブブゥゥッ！

「ひいあああああああ！　た、拓也の精液ぃ、く、くるるうう。お腹が重たくなっひゃうくらい、すごいの、ダメダメダメエエエエ！　イっちゃうぅぅ、いっ、……イックウウウウウウ!!」美雨は恍惚の絶叫を響かせた。

　呼気を引き攣らせた拓也は膝立ちになり、美雨にもたれかかった。

　プールの波打つ音だけが、二人の耳へひっそりと届く。

　美雨が身動ぐ。

「んん……っ。拓也の心臓のドキドキが、響いてくるのぢゃぁ」

　その顔は緩みっぱなしだった。とても神様とは言えないけれど、でも、その顔にたまらないほどの愛おしさを覚えて、吸い込まれるように自然な口づけをする。

　ますます美雨は表情を緩めた。

「妾で、気持ちよくなってくれたかのう？」

「……そんなこと言うまでもないだろ」

　美雨はぷるぷるとかぶりを振った。

「言ってもらいたいんぢゃぁ。おぬしの口からちゃーんと聞きたいんぢゃぁ」

　そう駄々をこねる。

　拓也は恥ずかしさに口元をムズムズさせる。

「やっぱり今のはただの世辞かえ？　妾は、おぬしのことを全然気持ちよく……」

　涙をにじませた美雨を前にすれば、黙っている訳にもいかない。

「き、気持ちよかった。最高だったよ！」

　半ばやけっぱちになって叫ぶように告げた。しかしその言葉には微塵の嘘もない。

「えへへー」美雨は耳をピクピクさせて破顔した。

　こんな気持ちいいエッチ、これまで知らない。

　それは美雨が元神様とかは関係ない。

　こうして繋がっている間も、美雨の痙攣する蜜壺が吸いつく心地よさが最高だった。











第三章　　　秋、二人の運動会はチアリーダー騎乗位









　父親が今日も、参拝者のために何かよく分からない呪文を唱えている。

　子ども時代の拓也はゲームにも飽きて外に出る。

　境内を走るなときつく言われているから、つまらない。

　境内の外に出るなとも言われていた。

　結果、拓也は鎮守の森へ遊びに行くことにしたのだった。

　もちろんそこは特に、その森には神様がお住まいになられているのだから決して近づくな、ときつく言われていた。

　でも、そこに初めて足を踏み込んだ。

　神様に会いたいと思ったのだ。ゲームやマンガ、アニメにも神様が出てくる。あんなすごい人が自分の家のすぐそばにいると聞いてワクワクしない訳がない。

「かーみーさーまーっ！」

　叫ぶ。反応はない。

「かーみーさーまーっ！」

　もう一度呼んでも、同じ。

　と、拓也は目の端で何かが動くのを見た。

「猫！」

　拓也が追いかけると、猫は草むらに飛び込んだ。

　それから一体どこをどう進んだのか、猫を追いかけることに夢中だった拓也には分からなかった。

　気付いた時には猫の姿は見えなくなり、日射しもあまり注がない、深い森の中で一人ぼっちになっていた。

　右や左を見ても同じような光景。

「ぱぱー！　ぱぱーっ！」

　父を呼んでも、届かない。

　拓也は怖くなって、心細くなって、誰かに助けてもらいたいのに誰もいなくって、泣いてしまう。どれだけ泣いていただろう。

　全身の水分がそれでなくなってしまうんじゃないかと思うほどに泣いた。

　すると少し煩わずらわしそうな声を漏らし、女性が現れたのだ。

　──坊主、おぬしは誰ぢゃ？　どこから入ってきた？

　その大人びた顔、それはそう……初恋のあの女ひ性と──。

　でも顔は光に塗り潰されたようなのっぺらぼう。でも確かに拓也は見た。その女性に狐の耳や尾があるのを。




「…………っ」

　拓也は目覚めるなり、身体を起こし、目に触れる。少し泣いていたようだった。

　隣を見ると、昨夜、よがり泣いていた牝顔が嘘のように安らかな寝顔の美雨。

　時間は、午後五時前。

　起こさぬようにベッドから抜け出して、美雨の弁当と朝食の準備をする。

　昨夜、作り置きしていたオカズを温め、ご飯を炊く。

（あの女ひ性と……本当に、美雨なのか？）

　そうだとも言えるし、全然違うような気もする。

（あんな感じじゃなかったような気もするけど……）

　結びの鈴を鳴らす。

（本当に呪いとかないのかねー）

　だがいくら考えても埒が明かない。諦めて冷蔵庫を覗き、仕事帰りに買わなくてはいけないものをメモする。

　そうこうしているうちにご飯が炊け、美雨を起こす時刻になった。

　

　天高く馬肥ゆる秋──。

　私立修好女学園の校門前では阿鼻叫喚の声が上がっていた。

　そう、生徒たちにとって恐怖の抜き打ちの荷物検査である。

　いくら良家の娘の通う名門校といえども、そこは学生。

　こっそり化粧品や香水、マンガなどなど不用品を持ってきているものだ。

　その中で最も多いのはやっぱりスマフォである。

　荷物検査担当の一人を拓也がやっていた。

「ほーら。スマフォだ」

「先生、見逃してぇ！」

「……そうしてやりたいけど、学年主任が睨んでるんだ。悪いな」

　と、何気なくスマフォの画面が目に入るや、思わず目を見開き、生徒に突きつけた。

「これ、なんだ!?」

　アイコンの並んだホーム画面の壁紙に設定されているのは、弓道をする凜々しい立ち姿の美雨だったのだ。

「ああ、これ、出回ってるんですよ？」

「出回ってるって……これ、盗撮じゃないか!?」

　すると女子生徒は噴き出す。

「別に裸を撮ってる訳じゃないですし、同じ女同士ですし。この子、人気があるんですよ。ハーフみたいで綺麗で、可愛くって、しっかり者。時々世間知らずなところも最高！　って。──あ、先生もいります？」

「いらん！　──とにかくこれは放課後まで預かるからな」

「えーっ」

「ほら、次！」

　生徒をシッシッと追い払い、スマフォ画面をもう一度見る。

（これはさすがにまずいだろ！）




　しばらく待っていると、他の女子生徒よりも頭一つ分背の高い美雨が見えてくる。

　やっぱりその日本人離れした容姿はすごく目立っていた。

　と、生徒の一人が、美雨と思いっきり肩をぶつける。

　しかしぶつかった生徒はさっさと進んでいく。

（おいおい。謝るくらいしろよ！）

　思わず眉を顰ひそめてしまう。

　一方、思いっきり肩をぶつけられた美雨の方はまったく気にした風ではない。

「おはようございます、先生」

　美雨は、いつもの猫かぶりモードである。

「肩、平気か？」

「心配いりません。何も問題ありませんから。あの方もきっと急がれていたんだと思います」

「そうか……」

　適当に荷物検査を行い、「ちょっと御倉、来い」と他の先生に荷物検査を代わってもらう。

「むふふ。何ぢゃ？　朝からお盛んぢゃのう」

「何を勘違いしてるんだよっ。──これだよ。お前は知ってるのか？」

　そうしてさっき没収したスマフォを見せる。

「おぉ。妾ぢゃ！」

「妾ぢゃ、じゃないんだって。これ、隠し撮りされてるんだぞ？　他にも色んな奴らが写真データを持ってるんだぞ？」

「ふむぅ。なるほどぉ」

　事態を認識してくれたらしく、美雨は腕組みをして何かしら考える。

「そうぢゃ！」

「なんだ？」

「おぬしも妾の写真が欲しいんぢゃろう？　そう妬やく必要などないぞ。妾はおぬしのためなら、どんな格好でも……」

「馬鹿。妬いてるかよっ！」

「学校で秘め事をしたほどの仲ぢゃというに……」

「そ、それを言うな。まったく……。こっちは心配して……」

　美雨はポンポンと、拓也の肩を叩く。

「承知しておる。おぬしの気持ちは妾はよーーーく分かっておるぞ。でも心配は無用ぢゃ。そのことは知っておるからの」

「そ、そうなのか？」

「うむ。教室の者が教えてくれたんぢゃ。まあ妾のことを好きと言ってくれておるんぢゃから、そう目くじらを立てずともよかろう？」

（なんで俺がたしなめられてるんだ？）

　美雨はご満悦だ。

「ぢゃが、心配してくれたことは嬉しいぞ！」

　美雨は悠然と、華麗に去っていった。

　拓也は心配して損したと、がっくりうな垂れた。




「ふんふんふ〜ん♪」

　夜。美雨は自宅のリビングで赤い鉢巻きを見ながら、幸せそうな顔をしている。

　その赤い鉢巻きは近いうちに行われる運動会──〝五色ノ子羊〟でのチームの色分けである。上級生から下級生までが一丸となってチームを組み、年齢を超えた絆を生み出すのが目的──だそうだ。

　美雨は尻尾をフリフリ、上機嫌。

「まあ、なぜ狐ではなく、羊かはおいておくとして、弓の練習も重ねなければならぬのう」

「なんでだよ!?」

　パソコンで作業をしていた拓也は顔を上げた。

「流鏑馬やぶさめ競技では負けられぬ！」

「神社の行事じゃあるまいし。そんなのはやらないって」

　チッチッチッと美雨は指を動かす。

「騎馬戦があったぞ？　いくら世俗に疎いとはいえ、そのような嘘にたぶらかされる妾ではない！　無論、妾は大将として名乗りをあげたがな！　あっはっはっ！」

　美雨は胸を張った。

「それはなぁ、馬を使うんじゃなくって、人が馬になるんだよ」

「人は馬にはなれんぞ？」

「……これだよ」

　動画サイトで騎馬戦を検索したものを見せる。

「な……!?　これが……現代の、き、騎馬戦ぢゃと……!?」

「そういうことだ」

「得物も持っておらんではないか！」

「当たり前だろ。鉢巻きを奪い合うだけなんだから」

「もう妾は駄目ぢゃあ！」

　ぐでっと倒れかかってくるのを、抱き留めた。

「おいおい、しっかりしろよ。たかが運動会だろ。適当にやりゃいいだろう」

「よくない！」

　がばっと身体を起こした美雨は、目を爛らん々らんと輝かせていた。

　あまりの迫力に、びくっとしてしまう。

「皆が、妾に期待しているぞと言っておるのだ。たとえ受肉し、神の力が弱まったといえども、願われてそれを無下にする妾ではなーーーーーーーーーーーいっ!!」

「わ、分かったって。そんな拳を振り上げるなよ」

「それからのう、大切なことを言わねばならぬ」

「どうした？」

　美雨はモジモジしながら頬を染めて、口ごもった。

「……そのぉ、あのう……」

「どうしたんだよ、はっきり言えよ」

「──夜よ伽とぎは少しの間待って欲しいのぢゃ！」

「へっ？」

「勝負に勝つには日々の練習が肝心なのぢゃ。でもエッチをすると体力がなくなってしまう。ぢゃから、運動会の練習中には夜伽は控えてたもうっ！」

「……まあ、俺はいいけど」

　美雨は目を見開く。

「なぜぢゃ！　妾は気持ちよくないのかっ!?」

「落ち着けよ。お前が控えろって言ったんだろ？」

　美雨は唇を尖らせた。

「ぢゃからって……そんなにあっさり了承されるのは嫌ぢゃっ！」

（面倒臭い……）

「でも、精気の方はいいのか？」

　にへらっと、美雨は頬をだらしなく緩めた。まさに百面相。

「……最近よく抱いてくれたからのう。保つであろう！」

「そ、そうか」

「ぢゃが、妾の魅力に抗えず、もよおしてしまったというのであれば、手や口でくらいはしてやるぞ！」

　美雨は嬉々として言った。




　本番を今週の日曜日に控え、学校は運動会の練習で盛り上がっていた。

　昼休みともなれば、運動場は赤に青、黄色に緑、白と色とりどりの鉢巻きを巻いた女子学生でごったがえす。

　リレーの練習、騎馬戦の練習などなど、だ。

　拓也は美雨を探す。

　と、彼女の姿は騎馬戦組の中にあった。

　赤い鉢巻きに銀色の長い髪、白い上衣に紺色のハーフパンツ。そして他の人にはまったく見えない、狐耳と尻尾。

　三人に支えられて立ち上がり、もう一組の練習相手と何度か馳せ違う。

「取ったあああああ！」

　長い腕を伸ばし、相手の鉢巻きを取る。相手が崩れるや、美雨は勝ち誇るように腕を突き上げた。

（へえ。結構やるもんだな……）

　思わず感心してしまう。

　本来持っている能力なのか、練習の成果なのか。

「頑張ってるな」

　声をかければ、美雨は耳をピクピクと嬉しそうに反応させ、ぼんぼんみたいなボリュームのある尻尾を揺らした。

　それでもあくまで、美雨は外面モード。

「はい。頑張ってます。絶対に赤組を勝利に導いてみせますっ！」

　そうしてニカッと、魅力的な笑顔を見せてくれるのだ。

　拓也は猛烈に照れてしまい、思わず目を逸らしてしまう。

　そこへ一緒に練習をしていた生徒たちが駆けつけてくる。

「先生、美雨さんってばすごいんですよ。もう運動神経がよすぎって感じで！　すっごい体勢で鉢巻きを取ったりするんですよ！」

「ふふ。それはみんなの教え方がうまいからよ。だから私もこうしてしっかり、成果が出せるんだわ。──みんな、ありがとう」

　まさに優等生。まさにできた人間。

　これでは同級生から慕われるのも頷ける。

　女子学生たちはキャアアアッと黄色い悲鳴を上げて、「美雨さあん！」と抱きつく。

　美雨はしっかりと抱き留めて、ヨシヨシと頭を撫でる。

（……女子学生ってのもよく分からなんなぁ）

「みんな！　練習を続けましょう！」

　美雨が言うと、ハイッ！　とその場にいた生徒たちが声を重ねた。




「ううう……い、痛い痛い……。妾はもう駄目ぢゃぁ……死んでしまうぅぅぅ〜。拓也ぁ。妾は、これまでの日々を決して忘れはせぬぅ……！」

　美雨は呻き声を上げ、マンションのソファーで俯うつぶせになっていた。

「何を大袈裟な。ただの筋肉痛だよ。──まあだけど、神様が筋肉痛ねぇ」

「か、神は関係ないのぢゃぁ。受肉の影響ぢゃぁ……。おぬしたち人というのは、なんと重たい枷かせを嵌められて生きているのぢゃ……尊敬してしまうぞぉ」

「そりゃどうも。──さあ、湿布を貼るから動くな」

「う、うむ。ぢゃが、その湿布とやらで本当にこの痛──冷ぇえ!?」

　拓也は湿布を美雨の太腿に貼ったのだ。

「こら。動くなって言ってるだろ」

「ひぁ……ぢゃって、このひ、ひんやり冷ぁ……き、気持ちいいのぢゃぁ〜」

「寝てりゃ明日には痛みが取れるからなぁ」

「感謝なのぢゃぁ。さすがは妾の夫ぉ」

「違うって」

「えへへへぇ」

　人の話を聞かず、美雨は上機嫌だった。




　そしていよいよ、〝五色ノ子羊〟当日。

「おーきーたーぞーぉっ！」

　拓也が弁当の準備をしていると、美雨が部屋から飛び出してきた。

「おはよう」

「おはようぢゃ！　うむうむ。よい匂いぢゃのう！」

「まあ運動会だし、いつも以上に気合いを入れて肉満点弁当だぞ！」

「おぉぉぉぉ！」

　美雨は目を輝かせた。

「おいおい、涎を拭けよ」

「嬉しいのう。これだったら、いーっつも運動会でもよいのにぃ。よいか？　妾はぜーったいに勝ってみせるから、その瞬間をばっちり目に焼きつけておくんぢゃぞ？」

「分かってる。応援してるよ」

　ぱあああああっと目を輝かせ頬を染めた美雨が、獲物を捕らえる肉食獣のように飛びかかって首に齧りついてくる。

　膨らみが思いっきり押しつけられた。

「おぬしにそう言ってもらえると、妾は心から嬉しいぞっ！　見ておれ。おぬしに勝利を捧げるぞ！　それが妾の愛ぢゃ！」

　美雨は上機嫌だった。

　拓也は苦笑しながら言う。

「まあ、とにかく今日は頑張れよ」

　美雨は嬉しそうに「任せよ！」と笑った。




　快晴の日曜日。

　ドンドンと青空で号砲が鳴り響く。運動場ではそれぞれの色の鉢巻きを締めた女子生徒たちが、熾烈な戦いを繰り広げている。

　拓也はその様子を、テントから見ていた。

　自然と拓也は、美雨の姿を探していた。

（いた）

　玉入れの競技中の彼女は見事なコントロール能力を発揮して、玉をどんどん入れている。

　狐耳をピクピク、尻尾をぶんぶん震わせながら、激しい動きで右へ左と跳躍した。

　結果、赤組が圧倒的な勝利を収めた。

　美雨は同じチームのメンバーと抱き合ったり、ハイタッチしたりして勝利を心の底から喜んでいるようだった。

　──次は借り物競走です。出場する選手はスタートゲートに集まって下さい。

　放送と共に、出場選手が行進する。

　そこには美雨の姿がある。拓也をちらっと見ると、小さく手を振ってくる。

　拓也も小さく手を振り返せば、美雨は満足したようににっこりと微笑んで、前に向き直った。

　そして彼女の番が来る。

「よーい、ドン！」のかけ声と一緒に、美雨たちが駆けだす。

　彼女たちは眼前にあるテーブルに置かれた紙に書かれたお題を持ってこないとゴールができない。

（あいつ、ちゃんとできるのか？）

　拓也が心配していると、彼女はまっすぐこちらに駆けてくる。

「先生、一緒に来て下さい！」

「え、あ？　俺!?」

「早く！」

　急かされるように美雨の手を握り、一緒に走り出す。

「おい。俺を連れていくってお題はなんだったんだよ。教師か？」

「秘密ぢゃ！」

「はあ!?」

　そうしてダントツに早く美雨がゴール手前の生徒に、紙を渡す。

　紙を渡された少女は、拓也と美雨の顔、そして繋いだ手を見つめ、頬を少し染めた。

「ど、どうぞ」

「なんのお題だったんだ!?」

　美雨はお題を書かれた紙を取り上げ、

「先生、ありがとうございます。お陰で一等が取れました！」

　美雨は拓也に言葉を挟ませぬよう機先を制するように早口で言った。




　お昼休みを迎えた。生徒たちは親のところへ行ったり、友人同士で集まったり昼食を食べ、今日という日の中で一番賑やかな時間を過ごしていた。

　拓也が一人テントの下で弁当を食べようとしていると、他の女性教師から「島津先生もご一緒にどうですか？」と言われる。

　本心では面倒臭かったが、これはやっぱり教師同士の関係性もある。

「本当ですか。それじゃご一緒に……」

「実はオカズ作りすぎちゃいまして。先生、もしよろしかったらいかがですか？」

「もちろんいただきますっ！」

　そうして嬉々として輪に入れば、「先生、よろしいでしょうか？」と声をかけられた。美雨だった。

　彼女はにこりと微笑み、その手には今朝拓也が持たせた、お弁当が。

　拓也は立ち上がった。

「どうかしたか？」

「ここではあれですので……」

「それじゃあそこで話を」

「長くなってしまうかもしれませんから、お弁当を持参していただければと。私のせいで食事をなされる時間がなくなってしまうのはあまりに心苦しいので」

　にこりと笑っているが、目が全然笑っていない。

（これが神の迫力……!?）

「そ、そうか……。分かった」

　そして校舎裏へ辿り着けば、優等生の仮面をかなぐり捨てて美雨は頬を膨らませた。

「一体どういうつもりぢゃ！　あのような女によ性しようどもと一緒にいて、キャッキャウフフなどとうつつを抜かしおって。姦通ぢゃぞ!?」

「大袈裟だろ!?」

「むうぅぅっぅ。おぬしが妾との関係をそう容易く考えておったとは！　おぬしは妾の身体を性欲の処理としか思っておらぬの──むぐぐ!?」

「おい、馬鹿。声がでかい。だ、だいたい、抱かないと死ぬって言ったのはどこのどいつだよっ」

「そうは言っても、やる気満々になっておるのはどこのどいつぢゃあ！　プールでした時もやる気になってたくせに……」

「……弁当を食おう。な？　あれだけ走ったりなんやかんやしたんだから疲れてるし、腹も減ったろ？」

「あーん！」

「い、いきなり口を開けてどうしたんだよ……」

「あーんというもので食べさせてくれなきゃ嫌ぢゃ！」

「またそんなベタベタなことを……」

「マンガにもあったぞ！　あーんっ！　これをしなければ、許さぬ！　それともはーげんだっつぅ一万個がよいか!?」

「はい、あーん」

「あーん……あむぅっ！　んぅぅぅぅ〜〜〜〜〜。ほっぺが落ちるとは、このことよのぉ。ホッホッホ。妾は満足ぢゃあ！」

　数秒前まで怒っていたのが嘘のように、目尻を緩めて恍惚の表情を浮かべた。

　あまりの喜びように、ぶんぶんと振り回している尻尾が地面の砂を掃いてしまっている。

「ではでは、次は妾ぢゃ！。はい、あーんっ！」

「あーんっ」

　拓也が唐揚げを頬張ると、美雨は「うまかろう？　うまかろう？　おぬしが作った料理は最高ぢゃからなぁ」とご満悦。

　そういう顔を見ると、一緒に食べるのはいいな──と不覚にも思ってしまう拓也であった。




　そして昼食の時間が終わると、次は応援合戦だ。

　拓也は美雨が出場しないということで、完全に気を抜いていた。

　放送部員が「では次は、赤組の応援です！　どうぞ！」と声をかけると、赤いボンボンを両手に持ったチアリーダーの格好──白と赤を組み合わせた衣装で、プリーツスカートは短め──に装った生徒たちが姿を見せる。

「っ!?」

　拓也は思わず身を乗り出してしまう。

　そのチアリーダー軍団の中には美雨の姿があったからだ。

　彼女は長い髪をツインテールに結い直し、

「ゴー！　ゴー！　赤組！　赤組、ウィ────ナァァァァァ!!」

　両手に持ったボンボンを弾ませながら、美雨は高々と足を持ち上げる。

　そのたびにスカートがはらりと舞い上がった。

（あ、あんなこと、いつの間に!?）

　こんなことをするとは一言も聞いてなかっただけに驚きも大きかった。

　もちろんチアリーダーをまとめるのは三年生だったが、その三年生にも負けず劣らず目立っていた。

　何よりそのモデル体型で、出ているところがしっかり出ていることだ。他の生徒は比較的、上衣に書かれた〝ＳＨＵＫＯ〟の文字がしっかり読み取れるが、美雨の場合はパンパンにはちきれんばかりの豊かさ故に、かなり判読が困難なのだ。

（色々な意味ですっごいな）

　もちろん拓也には狐耳も尻尾も丸見えなのだが、それが余計に可愛いと思わずにはいられなかった。




　そしてついにリレーと並ぶメインイベントである騎馬戦が始まる。

　美雨たち赤組と戦うのは数点差でリードする一位の白組だ。どうやら白組には体育会系が集中してしまっているようなのだ。

　スタートの合図が鳴り、両者がぶつかり合う。

　所詮は学生の運動会と思いきや、かなりの熱戦が拓也の目の前で繰り広げられる。

　両者は一進一退。赤が白の騎馬を落とせば、白が赤の騎馬を潰す。

　拓也の目は自然と、美雨に惹きつけられる。

　馬の方とも呼吸が一致していて、敵の動きをかいくぐり、すり抜けて、相手の鉢巻きを奪う。

　敵の騎馬を崩し、猛然と駆ける。

　そしてついに一対一。そして制限時間が迫りくる。

　ここで赤が勝てなければ、白の勝利だ。

　両者は互いに睨み合う。そして赤──美雨が動く。しかし白が逃げた。

　白は自分たちが負けなければいいのだ。とにかく赤と距離を置くことだけを考え、逃げきりを狙っているようだ。

「逃がすな！　追えええええ！　ここで逃がせば、末代の恥よおおおおっっっっっ！」

　口調こそ変わっていないが、完全に素が出てしまっている。

　その姿はまさしく武将。その勢いに騎馬役の生徒たちもやる気をますます出し、逃げる白組との距離がみるみる縮んだ。

　白組が振り返る。逃げきれぬと悟って、戦う道を選んだらしかった。

　ぶつかり合い、鉢巻きを奪い合う。

「おぉ！」

　思わず、拓也は声を上げてしまう。

　奮闘の果てに、美雨が白の鉢巻きを取り上げたのだ。

「獲った─────！　敵将、討ち取ったりィィィィィィィィィ!!」

　ワアアアアアアッ！　と、歓声に包まれた。




　夕暮れが、片付けをする生徒たちを赤々と照らし出す。

　生徒だけでなく教職員たちもテントを解体したり、折りたたみ椅子を校舎内に運んだりと忙しい。

「……ふぅ。重たい……っ」

　拓也は体育倉庫の整理を命じられて、ひいひいと息を切らせていた。

　若いからというだけで命じられるとか最早拷問でしかない。

「お、終わったぁ……」

　汗だくになりながら腰を叩いて出ようとすれば、不意にチリリンと結びの鈴が鳴った。と、同時にガラガラッと音を立てて扉が閉まった。

　驚いて振り返れば。

「み、美雨!?　なにやってるんだ!?」

　そこには、応援合戦の時のチアリーダー姿の美雨がいた。

　彼女は応援合戦で見せた溌剌とした健康美とは対極にあるような、艶やかな微笑をたたえつつすり寄ってくる。

　その目が夜行性動物のごとくきらりと光っている。

　知らないうちに、壁際にまで追い詰められてしまう。

「拓也。妾ぁ、もう我慢できないのぢゃ。ずっとずっとずーっと、おぬしとまぐわいたくって仕方がないほどにぃ。知っておるか？　妾はおぬしが大好きなんぢゃ！」

　暗がりに、頬を鮮やかに染めた美雨の顔が浮かび上がる。

　こんなところでは埃っぽく衛生的にも悪い、何より誰が来るかも分からない──なのに、股間はガチガチに強ばり、ズボンを押し上げてチャックが壊れんばかりに膨らんでいた。

　美雨は耳をピクピク動かす。

「あん……拓也ももうこんなにも、正直に反応してくれるなんて嬉しいのぢゃ」

「おい、美雨。やっぱりこんなところじゃ無理だって。家でやれば……」

「駄目ぢゃ、駄目ぢゃ。無理ぢゃ、無理ぃ！　妾が一体どれだけ待ったと思うんぢゃ？　どれだけ焦がれてたと思ってるのぢゃ？　おぬしの寝顔を見ながら自らを慰めることさえ我慢したのぢゃぞ!?　妾はすっごく待った。すっごく我慢したのぢゃ！」

「そ、それは、お、俺だってそうだけど。でも今は汗もだいぶかいちまってるし、た、多分、臭うだろうし……」

「ふむぅ。拓也ってば、意外に乙女なんぢゃな」

「お前のために言ってるんだって……！」

「では妾が納得すればいいんぢゃろ？」

　美雨は鼻をクンクンさせて匂いを嗅ぐや、ハァと悩ましいため息を漏らした。

「分かっておるぞ。おぬしのフェロモン、息ができなくなってしまいそうなくらい濃厚ぢゃもん。拓也も我慢してくれたようで、嬉しいぞ！」

　さっきまでみんなの歓声を一心に受けていた優等生とは思えぬ、淫蕩な雰囲気。

　美雨はノリノリで、舌なめずりをする。

　そのぽってりした唇のヌメ光った様子に、生唾を飲み込んでしまう。

「苦しそうぢゃし、表へ出すぞ？」

「あ、ああ……」

　チャックを下ろされれば、男根が勢いよく飛び出した。

　長茎は腹に引っつかんばかりに反っくり返る。

　美雨は小鼻を膨らませた。

「あん、匂いがまた強くなったぞ。ふふっ。拓也も感じておるようで、何よりぢゃ！」

　悩ましい声を出した美雨は、男根にしなやかな指を絡める。

「ううっ！」

　たったそれだけで腰に甘い痺れが閃き、呻きを漏らしてしまう。

「んんぅぅ。触っただけぢゃというに、もうお汁がこぼれはじめたぞ？」

「そりゃそうだよ。突然こんなことされて……」

「拓也は襲われるのが好きなのかえ？」

「わ、分からないけど……」

「きっとそうぢゃ。ふっふ。……図らずも、おぬしの新たな性癖が見えてきたという訳ぢゃなぁ」

　満足そうな美雨は妖しく笑んだ。尻尾は嬉しそうに、しきりに揺れていた。

「さするぞ？」

「あ、ああ……うう！」

　気持ちよさに、声が口を突いて出てしまう。スリスリと男根を撫でられると、我慢汁がトローッと糸を引きながら垂れる。

「もったいないもったいない……あむぅっ」

　それが礼儀であると言わんばかりに、美雨は口で受け止めた。

「んん。さすがに濃厚ぢゃ。いつもより子種の匂いが強いようぢゃのう！」

「そ、そういうもんか？」

「そうぢゃ」

　幹を擦られながら、美雨は先端部へそっと舌を這わせてくる。

「うううう！」

　足に力を入れて、踏ん張らずにはいられなくなってしまう。

　舌からの繊細な刺激に対しても、ビクンビックンッとペニスが力強くしなった。

　美雨は横笛でも吹くようにハフハフと湿った息遣いで、拓也のグロテスクな男根を入念に愛撫してくれるのだ。

　その動きはまるで子どもを甲斐甲斐しく毛繕いする、親狐であるかのよう。

（いや、そんな微笑ましくはないか。もっとドロドロしてていやらしい感じだしな）

　外では片付けがまだ続いている最中、体育倉庫で拓也は女子生徒に股間にしゃぶりつかれ、無防備なまでに喘いでしまっている罪悪感も消えてしまうような気持ちよさだった。

「んちゅっ、れろぉっ、れろぉっ……ちゅぱぁっ、んんふっ……レロレロォォッ！　ヂュルルッ！」

　美雨は恥ずかしいくらい淫らな汁音を交えつつ、舐ねぶり回してくれる。

「むふふー。本当におぬしのこれは愛らしいのう。たまらぬ可愛さぢゃぁ。これが妾を貫き、素敵なものをこぼしてくれてるんぢゃな」

「み、美雨……っ。そ、そろそろ咥えてくれるか？」

「無論ぢゃ。妾もそうしようと思ってたところぢゃもん！」

　美雨は目尻を垂らせば、美雨は「あむぅ」と亀頭冠を咥え、そのままあっという間に根元まで当然のように嚥下してくれる。

「っ！」

　拓也はビクンッと腰を震わせ、込み上げる排泄欲求を我慢できない。

「み、美雨、ごめん、出る！」

「んぐ!?」

　目を見開いた美雨の喉奥めがけ、獣液を迸らせた。

「ンンンンッ!?」

　口内めがけ樹液を思う存分吐き出したせいか、膝が笑った。

　壁に背中を預けていなかったら、今頃腰を抜かしていたところだ。

「わ、悪い……。美雨……っ」

　肩で息をしながら謝罪する。

　おびただしい子種汁を受け止めた美雨はごきゅごきゅと、喉を鳴らして飲んでくれていた。

「お、おい、無理をするなって。吐き出しても……」

　美雨は男根を吐き出すと、口を思いっきり開いてみせた。そこには何もない。

「心配する必要はないのぢゃ。妾はおぬしを愛している。愛していれば、こんなことは容易いのぢゃ。……むふふ。それにしても、こんなに早いとは。それだけ妾を待っていてくれた、ということよのう」

「……お、男にとっては結構つらいんだぞ……」拓也はがっくりうな垂れてしまう。

「分かっておる。──落ち着いたかえ？」

「……まあ」

「んふふ。まだまだ逞しいままぢゃな。よし、仰向けにねっころがるのぢゃ」

「仰向け？　なんで？」

「なんでもぢゃ。ほれほれ、早うっ！」

　急き立てられ、拓也は言われた通り、仰向けに寝転がった。

　すると美雨は拓也の顔を跨ぐ。

「美雨!?」

「これも、おぬしの持っていたエッチぃマンガにあったものぢゃな。なんでも、しっくすぅないんというそうなっ！」

「せ、積極的すぎるだろ!?」

「こうすればお互いに心地よくなれるぢゃろ？　……それにしても、人というものは欲望を満たすことに見境がないのう。むふふ。最高ぢゃあっ！」

　美雨は目をキラキラとさせ、肉棒をしゃぶってくれる。

「うぉ!?」

「ほうらぁ！　拓也もしゃぶるんぢゃぁ！」

「わ、分かった」

（ここまで美雨がしてくれるなんて！）

　股間の疼きを強く意識しながら、スカートをまくり上げた。面積の少ないティーバックを穿いていた。

　ぷりんとこぼれた、臀丘が艶めかしい。下着を膝下まで下ろせば、膣肉の周りが水飴でも塗りたくったようにベトベトだった。

　醸し出される牝の発情臭に動悸が収まらない。

「美雨のおま×こ、べちょべちょだな」

「と、当然ぢゃ。お、おぬしのおちん×んをしゃぶっておったんぢゃぞぉ。感じぬはずがなかろうっ……あむぅっ」

　美雨が嬉々として、根元まで深く咥え込んでくれる。

「うううっ！」

　陰茎の甘い痺れに呻きをこぼし、右手の人差し指を花孔へ埋めた。

「んひぁっ！」

　美雨はびっくりした拍子に、ペニスを吐き出してしまう。

　美雨の蜜洞はまだ歯の生えていない赤ん坊の唇のよう。ぐっちょりと濡れそぼって愛蜜が指先へ絡みつく。クチュクチュッと指を舐めしゃぶられながら、圧迫される。

　指を前後へゆっくりと動かせば、締めつけは強まった。

「本当にエロエロなお狐様だなぁ」

（ひゃああああンッ！）

　尻尾をフルフルと揺らしながら、美雨は耳を中折れさせて身悶えた。

（これって、一粒で二度美味しいっていうのかな）

　彼女の秘処の反応だけでなく、狐耳や尻尾の反応が彼女の昂奮を生々しく伝える。

　指を前後させることで、分泌されたラブジュースのダマがゴポポッと泡立ち、こぼれた。




　指が押し入ってくる。男根に比べれば些細な存在だと言うのに、その圧迫感に下半身が勝手に戦慄いてしまう。

「ああんっ……拓也の指が、妾の深い場所に入ってくるんぢゃぁ！　ひぁっ！　あんっ……う、動かされるだけで、気持ちいいのぢゃ！」

　美雨は涙目になって身悶えてしまう。

　身体が張り詰めた糸のように敏感だった。

　それと共に口内では、ジワァッと唾液が勝手に染み出てしまう。

　戦慄く屹立はビクンビクンと震えながら、噎せ返るようなフェロモンを醸し出す。

「あんっ、拓也が気持ちよくなってくれてるなら、妾は幸せぢゃぞ！」

「美雨もしゃぶってくれ。俺のそこ、ヒリヒリしててたまらないんだ」

「も、もちろんぢゃ！」

　美雨は再び、剛直をゆっくりと含んでくれた。口内に淫らな肉の味が広がる。

　その間も拓也は指を出し入れし、愛液を掻き出してくる。

　充血した柔襞がひくひくと微痙攣し、お尻を勝手に弾ませてしまう。

「あむぅっ……むぐぅっ……んぢゅぅっ、ぢゅるうっ！　んふっ……レロレロォッ……た、拓也のおちん×ん、美味しいのぢゃぁ！　妾の口の中でビクビク震えながら、可愛らしく気持ちよいって言ってくれてるのぢゃぁ！」

　口の周りを涎まみれにさせながら、貪欲に咥え込んだ。

　溢れる我慢汁を、ヂュルルルッと啜った。

　と、次の瞬間、秘処への圧力が高まった。

　拓也が指を一本追加して、二本挿入してきたのだ。

「んぐううう……!?」

　ズッポリと根元まで指を挿入しつつ、今度は出し入れではなく、指を鉤かぎ状にして、攪かく拌はんしてきた。

「ひいい……ぁあんっ！」

　嗚咽を漏らしながら、拓也の指をギュッと食いしめてしまう。

「美雨。お前のヌルヌルおま×こ、きつくきつく締めつけてくるぞ！」

「ファッ、アアアン……拓也の指が気持ちいいから……ンンッ……締めつけるのが止められないのぢゃ！」

「止める必要はないさ。もっと気持ちよくしてやるっ」

「もっと気持ちよくするのは妾の仕事でぇ……ヒイ!?」

　声が跳ねた。指を抜かれてしまったのだ。

　突然指を抜いたせいで、ぽっかりと口を開けた秘裂へ拓也が唇を寄せてきたかと思えば、秘裂をしゃぶられてしまう。

「ひいあああんんっ！」

　あまりのショックに、美雨は上体を仰け反らせた。

　割れ目に吸いつかれ、舌で浅瀬を穿られてしまう。

「ひいいぁ！　ああんっ……ら、ラメ、ラメなのぢゃぁぁ！　そんなに舌でズボズボされるの、つらいのぢゃぁ！」

「つらい？　ヒクヒクしてるおま×こは全然そんなことは言ってないぞ？」

「ひッ、ひッ……ラメラメェッ！　も、もう、妾、駄目なのぢゃぁぁぁぁ！　お、おかしくなってしまうのぢゃあ!!」

　間髪入れないクンニに、汗だくの全身を痙攣させながら昇り詰めてしまう。

「ンンンンンン……ッ!!」

　耳や尻尾をピーンと伸ばしながら、しばらくの硬直の後に脱力した。

「美雨、大丈夫か？」

「ら、らいじょうぶぅ……」

　美雨は呂律が回らなかった。




　美雨は、高々と掲げた尻尾の生えた桃尻をピクピクさせた。執拗な指による刺激で、ぽっかりと開いた膣穴からは感涙したように真っ白に濁った本気汁をこぼす。

「美雨、大丈夫か？」

「はぁっ、ぁあっ……ンンッ……た、拓也ぁ。ンンッ、本当に申し訳ないのぢゃぁ。でも誤解して欲しくないんぢゃけど、妾はおぬしを愛していないという訳ではないのぢゃからなぁっ。ただ、おぬしのおしゃぶりが気持ちようて……わ、妾はもう……」

「安心しろって。愛してるっていうのはよく分かってるから」

　美雨は嬉しそうに笑う。

「そうぢゃな！　妾たちはツーと言えば、カーぢゃもんなぁ！」

（また変な知識を……）

　密室の体育倉庫。そこには男と女の発情した臭気が混ざりながら、満ちている。

　汗や愛液、カウパー汁──様々な体液がない交ぜになって、生々しいフェロモン臭となっていた。その淫らな空気にほだされ、昂奮のボルテージは否応なしに高まっていく。

「あ、安心するのぢゃ。今からでもちゃんと咥えるからなぁ！」

「……気持ちは嬉しいけど、それじゃ足りない。お前のおま×こを感じたいっ」

「拓也ぁ……っ」

　美雨はそんな言葉だけでどうやら昇り詰めてしまったらしい。

　拓也は仰向けになったまま、美雨に告げる。

「俺のち×ぽに跨がるんだ」

「そ、そこに？」

「なんだよ、余計な知識は入ってるくせに騎乗位を知らないのかよ。俺に跨がって、前後に動くんだ」

　美雨はこれまで散々大胆なことをしながらも、頬を染めてモジモジした。

「……それはぁ、えっちぃのう……」

「やってくれるか？」

「……うむ。見事にやってみせようぞ。それが妾の妻としての流儀ぢゃ！」

　美雨は恐る恐るという風にユニフォームのスカートを持ち上げつつ、屹立へ腰を落としていく。

　クチュゥッ。

「ひぁ！」

　美雨は眉を顰め、挿入する前に腰を浮かしてしまう。

「大丈夫か？」

「んっ……んんっ……だ、大丈夫ぢゃ。心配は無用なのぢゃ！　これくらい、なんともないんぢゃ！」

　さらに、腰を落としていく。

　亀頭冠の一番太い部分がヌルンッと蜜壺に吸い込まれる。

「ひぁっ！」「うう！」

　拓也たちの声がほとんど同時に交錯し、埃っぽい庫内に響く。

　しかし互いしか見えていない二人には関係ない。

　拓也はさっきまでしゃぶっていた狭隘に、陰茎が呑み込まれていく様に生唾を禁じ得なかった。

「み、美雨のここ、火傷しそうなくらい熱いな！」
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　亀頭冠の半ばくらいまで呑み込んだまま身動ぎ、美雨が言う。

「た、拓也がしゃぶるから、妾も昂奮したんぢゃぁ。ぢゃから、今度はおぬしを妾が気持ちよくするぞ！」

　腰を落としていけば、ズブリズブリと肉棒を嚥下していく。

「ひいぁあああん！」

　膣壁を擦られながら一つに繋がれば、美雨は耳をピーンと伸ばしたまま軽く昇り詰めてしまったらしい。しばらく目を閉じ、唇を噛みしめていた。

　少ししてから目をゆっくりと開いて、うるうるの眼差しを向けてきた。

　そうして接合部分を、拓也に誇示する。

「み、見てたもう。全部、呑み込めたぞ！」

　まるで子どもが、親に報告するようだ。

「お前のおま×こがぎゅって締めつけてきて、気持ちいいぞ」

「んぅぅ……わ、妾もいいのぢゃぁッ。た、拓也のおちん×んが奥にまで届いてぇ……び、ビリビリ腰が痺れちゃうのぢゃぁ！」

　美雨は恍惚とした表情で悶えた。チアリーダーの上衣を押し上げる双つの膨らみがふるるんと、ユニフォームの下で大きく揺れるのが分かった。




「んんんんーっ！　こ、これぇ、すごいのぢゃぁ。これまでの体位と全然違いすぎてぇ、おかしくなってしまうのぢゃあ！」

　まるでつっかえ棒をお腹に押し込まれるような窮屈さに、蕩ける声が口を突いて出てしまう。

「ふぁッ、ひィッ！」

　美雨は上体を仰け反らせ、いやいやとかぶりを振った。

　自重もあいまって子宮を力強く押し上げられる体位に、酔い痴れてしまう。

「美雨の子宮、いつもより近いなっ。それくらい昂奮してるってことか」

　美雨は涙目になって声を上げた。

「と、当然ぢゃぁ！　おぬしのちん×んをこんなに、深くで感じておるんぢゃぞぉ！　何も感じない訳がなかろぉっ！　ひぃぃぃンンッ！」

　拓也が腰を密着させ、切っ先をグリグリと子宮口に押し当ててくる。

　甘い悦びの起こす痺れが脊椎、脳髄へと迸り、頭で弾けた。

「ひぁあああんっ！」

　美雨がまるで子どものように拓也にしがみつけば、拓也が抱き留めてくれる。

「むぅぅぅぅう！」

　美雨は拓也の胸に顔を埋め、必死に強烈な快美感の嵐が去るのをこらえようとする。

「美雨、またイったのか？　どうしたんだよ。人のこと言えないけど、めちゃくちゃ敏感じゃないか」

「わ、分からぬ！　分からぬぅぅ！　頭が馬鹿になってしまいそうなくらい気持ちよくなるのが止まらんのぢゃぁ！」

「分かった。それじゃあ落ち着かせるか」

「駄目ぢゃあ。夫に気を遣われるなど、妾は耐えられぬ！」

「平気だって。俺もちゃんと気持ちよくなれるし」

「？」小首を傾げつつも拓也に促され、上体を持ち上げた。

　と、拓也が美雨が着ているコスチュームの上衣をそっと胸元までたくし上げたのだ。

　オフホワイトのスポーツブラに包まれた見事な膨らみがこぼれる。

「下着に、乳首のポッチが浮いてるぞ」

　美雨は頬を染めた。

「あ、当たり前であろう！　妾は感じてるんぢゃぞぉ！」

　実は下着と乳首が擦れるたび、声が出そうになるのを我慢していた。

　拓也がスポーツブラをも押し上げれば、重たげに揺れる双丘がこぼれ出てしまう。

　乳輪もぷっくりと膨らんで、いつも以上に卑猥な形になっていた。

　拓也は右の乳首に吸いつく。

「ひぁあッ！」

　ただでさえ昂ぶっているところにきて、乳首を少し強めに噛まれても全然痛くない。

　それどころか目から火花が出るようなショックにもかかわらず、もっと味わって欲しいと美雨は胸を擦りつけてしまう。

　拓也が笑う。

「これ、美雨も気にいってくれたみたいだな」

「アアンッ！　もちろんぢゃあ。なんぢゃか、よう分からぬが……胸をこう吸われるとおぬしへの愛おしさがさらに膨らむんぢゃあ」

「それって母性ってことか？」

「ぼ、ぼせい？」

「女性が子どもにキュンとくるみたいな感覚かな？」

「そうかぁ。ならばそうであろう！　うむうむ、可愛いのう！　ぼせいかあ！」

　美雨はビクッと身悶えながら、拓也の頭をヨシヨシと撫でる。

　左乳首を抓めば、「ひぁんっ！」と美雨は牝の声を上げた。

　重たげに揺れる乳肉を拓也の顔面に密着させてしまう。

「こんなに喜んでくれて嬉しいぜっ」

「あンッ！　と、当然ぢゃろ？　妾はおぬしが愛おしいのぢゃ。無論、母性だけではない！　純粋な愛おしさぢゃぞ！」

　そうして拓也を感じれば、子宮を強く押し上げていた男根が切なそうに震えるのを意識した。ついさっきまでは問答無用に与えられる愉悦のせいで、ただただ翻弄されるばかりだったが、いつしか余裕らしきものが芽生えた。

（妾の中に入ってくれている拓也を、気持ちよくしてあげるのぢゃ！）

　美雨は使命にも近い気持ちで、拓也の両肩に手を置いた格好で柳腰を前後に遣う。

　膣内深く埋没している陰茎が、ビクビクッとしなった。

「美雨、そ、そんないきなり……っ！」

　美雨は破顔した。

「いきなりって言い方はないのぢゃ。おぬしがやって欲しいと言うから、わざわざ初めての体位で頑張っとるというに……」

「そ、その気持ちはすごく嬉しい！　う、嬉しいんだけど……っ！」

　拓也が気持ちよさに顔を切なげに、引き攣らせる。

　それだけで胸の奥がキュンッと弾んだ。

　自分は頑張れる。拓也を気持ちよくしてあげられるんだと自信が湧く。

「拓也ぁ。よいぞ。妾の膣内で好きなだけ射精だしてたもう！　妾は妻。遠慮は無用なのぢゃ！」

　そうして腰を前後だけでなく、上下に弾ませながら、勃起肉を執拗に刺激する。

　美雨の紡ぐ荒々しい求愛行動で混ざり合った体液がグヂュグヂュと攪拌されて、艶めかしい泡を飛び散らせた。

「見よ、拓也！　お、おぬしのおちん×んが妾の中を出たり入ったりを繰り返しておるぞぉ！　ンンッ！　そ、そのたびに、妾の蕩ける部分をゴツゴツしたもので抉られてぇ……ひいいいんッ！　さ、最高ぢゃぞぉぉ！　あんっ！」

「み、美雨のエッチなヒダヒダが絡みついて、俺のが搾られる！」

「むふふ。絞るぞ、絞るぞぉ！　当然ぢゃろ？　妾はおぬしを愛しておる。愛しておる者のおちん×んを絞らずして、なんの妻か！」

　美雨が派手に腰を動かすたび、さっきまで拓也が夢中になっていた乳房がたぷんたぷんと重たげに一拍遅れの具合で弾んだ。一度弾みだした腰は止められない。

　秘壺全体が貪るように、拓也の怒張を咥え込んで離せなかった。




（み、美雨、突然、積極的になりすぎだ!!）

　いきなりそれまで受け入れるだけでいっぱいいっぱいだった美雨の豹変ぶりに、拓也はパニックになってしまう。しかしそんな些末な感情はすぐに快楽に押し流されていく。

　久しぶりのエッチで、普段よりもずっと敏感な男根にとって、美雨の熱いくらいに火照り、とろとろに蕩けた肉孔は最高の居場所。

　無数の襞が殺到して、敏感な亀頭に吸いつきながら奥へ奥へと引きずり込まれる。

　そうかと思えば美雨が腰を上げることで、深い場所に到達する寸前で抜けそうになり、焦らされてしまう。

「美雨！」

「拓也ぁ！」

　我慢できずに唇を求めれば、美雨も同じ気持ちで応えてくれる。

　拓也は得も言われぬ快感に浸った。

　心が通じ合うことが嬉しいと気付く。これまでこんな気持ちを知らない。お互いの身体が蕩けるほどに密着させ、場所も問わず、求め合うなんてしたこともない。

　自分にこんな貪欲な側面があったことも知らない。

（もしこれが美雨に化かされていたとしても、それでも構わない！）

　本気でそう思えるほど、美雨と一緒にいたいという気持ちが胸の奥で湧き起こる。

「美雨っ！」

　口元をベトベトに汚すくらい、浴びるように唾液を交わし、拓也は美雨のはちきれんばかりのお尻をむんずと握りしめる。

「ひぁっ！」

　不意打ちに美雨は上擦った声を上げた。

　締まりも目に見えて強くなり、食いちぎられてしまいそうだった。

　お尻の形が変わるくらい指を深く食い込ませながら、ぐいぐいと握りしめる。

「ンン！　た、拓也ぁ!?　そ、それぇ！」

「尻尾は触ってないぞっ」

「そ、そうなんぢゃけどぉ……！　お、お尻握りしめられてしまうとぉ、お、おぬしのおちん×んが、ふ、深くで感じられすぎてぇ！」

　美雨はもう腰を動かすこともできなくなったみたいに、足まで拓也の腰に巻きつけてくる。

「み、美雨！」

　拓也はしっかりと彼女の綺麗な背中に腕を回すや、腰を衝き上げた。

「ひいいいいんッ！」

　美雨はますます深くしがみついてくる。

　接合部ではぢゅぶぢゅぶと体液を攪拌する淫らがましい音が爆ぜた。

　溢れ出る愛蜜で、たちまち拓也の下半身はぐっしょりと濡れそぼってしまうほど。

「美雨、こんなにびしょ濡れなのに、締めつけが全然緩まないのって凄いな！」

「ああんっ、と、当然ぢゃあ！　なにせ、おぬしに初めてを捧げたんぢゃからな！　は、初めてを捧げた相手を悦ばせるのは当然のことぉ！　ぢゃから、どんどん突いてくれてかまわぬぞぉ！　妾も締めつけて、それに応えるんぢゃ！」

　美雨は鼻にかかった嬌声まじりに、よがった。

　ここが学校であることも忘れて、汗だくになって乱れた。

　怒張を深くまで咥え込ませ、返す刀できゅうきゅうと締めつけてくる柔肉を削るように引き、すぐに最奥を衝き上げる。

「ヒイイイイイインッ！　ひぁッ、しゅ、しゅごいのぢゃぁっ……ぁひっ、ヒイッ……こ、こんなぁ、身体の中まで掻き混ぜられてるようぢゃぁぁ！」

　美しい銀髪を振りたくり、汗の粒を飛び散らせた。ますます子宮が下りてくれば、息の長い抽送ができない代わりに擂すり粉こ木ぎで捏ねるように腰で円を描く。

「ひいいああ！　らめらめえええっ！　こ、こんなにすごいことされひゃったらぁ、わ、妾、狂うのぢゃぁ！　狂ってしまうのぢゃぁ！」

「狂うんぢゃない！　気持ちよくなるんだっ！」

「き、気持ちよくなるぅう！　わ、妾っ、おぬしのおちん×んでおま×こをグチャグチャに掻き混ぜられながら、気持ちよくなるんぢゃあぁぁぁぁぁっ！」

　美雨が爪を立て、首筋を甘噛みしてくる。

　本能の動きのように、そうせずにはいられないかのように。

「ひぃあっ……あひぃ……た、拓也ぁ、早くぅ……わ、妾ぁ、も、もう……！」

　美雨は一体どれだけ昇り詰めたのか、分からないほど惑乱していた。

　排泄欲求が亀頭に集約する。

「み、美雨！　俺も、もう……出るっ！」

「ひい、ひいい、きて、きてぇっ！」

「イけ！　美雨！」

　美雨の最奥めがけ、おびただしい子種汁を解き放つ。

　ビュルウッ！　ビュゥッ！　ビュルルルッ！

「くる、くるうのぢゃぁ！　拓也の熱いのいっぱいィッ……溺れそうなぐらい来るんぢゃッ……わ、妾、おかしくなるぅぅ……イクゥッ！　イクウゥゥウ……ッ!!」

　身悶えた美雨は背骨が折れんばかりに仰け反り、昇り詰めた。

　ぐったりした彼女が身をもたせかけてくるのを、しっかりと抱き留める。

「……平気か？」

　彼女は全身をピクピクと痙攣させ、「んぅぅ……」と鼻にかかった声を漏らす。

「……た、多分……っ」

「それにしても誰も来なくてよかったな。もし見つかってたら大騒ぎだったぞ」

「……あぁ、それは安心してよいのぢゃぁ」

「なんでだ？」

「うむ。なにせ、おぬしが体育倉庫に入ったのを見届けた上で他の教師に、倉庫の戸締まりをしておくと請け負ったんぢゃからなぁ」

「策士だなぁ」

「ぢゃろ？　ぢゃろぉ？　これも、おぬしと一緒に過ごすためぢゃぞっ」

　拓也は美雨の鼓動に耳を傾けた。




　帰宅すると美雨は制服を着たまま泥のように眠ってしまったので、拓也が介抱してどうにかこうにか着替えさせた。と、眠りこける美雨はメモを落とした。それは借り物競走のお題を書いた紙である。手汗ですっかり、くしゃくしゃになっていた。

　それを開けば、

　──大切な人。

　そう書かれていた。

　涎をこぼしている美雨を見つめた拓也は、微笑んだ。

「お疲れさん、美雨」

　そっと額に口づけをした。











第四章　　　秋、文化祭前、演技派狐嫁の女教師プレイ









　小さな頃から拓也は変なものを見た。

　人の形をした白い靄もやだったり、自分以外いないはずの家にいる和服姿の女性だったり。

　外を歩けば手を振られ、振り返したら、何をしているのと周りに聞かれたり。

　写真は大嫌いだった。

　必ず自分のところに変な白い影がかかったりするから。

　気持ち悪いと言われることも少なくなかった。

　でもある時からそういうことがぱたりとなくなった。

　それまで変なもの、他人には見えないものを日常的に目にしてきた拓也からすれば奇跡のようで、ようやく解放されたという気持ちが強かった。

　その代わり、家で一人で過ごしていると誰かの気配を感じるようになった。

　自宅の廊下に果物や栗、野菜が置かれていたりしたこともあった。

　動揺する息子に父は氏子さんだろうと笑ったが、拓也は笑えなかった。

　誰かが訪ねてきた気配なんて感じなかったからだ。

　そして鈴だ。引き出しにしまってあるのにチリンチリンと勝手に鳴った。

　鳴るのは決まって、自分以外の気配がする時だったように思う。

　鈴のことは怖かったが、気配に関してはよく分からない。

　もちろん誰もいないのに自分以外の気配があるのは不気味だったが、姿さえ見えなければやり過ごすことはできた。

　時々猛烈に母親が恋しくなって、寂しい気持ちになった時に、その気配があることに安堵するようになっていた。

　まるで気配は拓也を慰めるようにそばにいてくれているようだった……。

　そしてその夜はだいたい初恋のあの人の夢を見るのだった。

　気付けば、寂しさはなくなっていた。




「〝女学園の華──御倉美雨嬢、見事赤組を勝利に導く！　まさしく勝利の女神!!〟……随分とすごい煽り文句だな……」

　拓也が読んでいるのは修好女学園の新聞部が発行している、〝ＳＨＵＫＯ　ＴＩＭＥＳ〟である。

　拓也はリビングでそれを読んでいた。

「なあ、美雨──」

　と、一瞬美雨が透けて見えた。

「!?」

　何度か目を擦って、ようやく美雨の姿はいつも通りくっきりと見えるようになった。

　美雨は不思議そうに拓也の顔を覗き込んでくる。

「なんぢゃ？　どうかしたのかえ？」

「い、いや……なんでも……」

（見間違いか？）

「──ふむふむ、なるほどぉー」

　美雨は訳知り顔になった。

「……な、なんだよ」

「突然、妾が有名人になったことで遠い存在に思えてしまったのぢゃろ？　気後れするする必要はないぞ。妾は何があろうとおぬしだけの美雨ぢゃもんっ！」

「そんなこと思ってないから……。っていうかこの御倉美雨が叫んだ、〝敵将、討ち取ったりィィィィィィィィィ!!〟はまさしく、修好女学園の歴史に残る、言葉であろうって……」

「うむうむ。ついつい言ってしもうたのぢゃなぁ」

　美雨はあっはっはっと気にした風もない。

「そのせいで、お前、確か将軍様とか言われてないか？」

「うむうむ。みな、妾が発する威光を感じずにはおられんようぢゃなぁ！　人の形になっても神格は隠しきれぬと見える！」

「そんな大袈裟なもんじゃないと思──わあっ!?」

　美雨がなぜか突然、抱きついてきたのだ。

　尻尾をフリフリ、耳をピクピクさせながら、マーキングでもするみたいに身体を擦りつけてくる。

「なんだ!?」

「拓也ぁ、大好きぢゃぞぉ！」

「はいはい」

　美雨はがばっと顔を上げた。明らかに不満顔。

「はいはい、ぢゃなかろう！　俺も好きだぞ、食べちゃいたいくらい好きだぞ、おちん×んをしゃぶってくれ、と言うべきぢゃ！」

「そんなセクハラオヤジみたいなことを言うか！」

　上目遣いで甘く睨まれてしまう。

「な、なんだよ」

「この間の体育倉庫ではすっごく妾を求めてくれたのが、嘘のようぢゃな！」

「！」

　思い出すだけでとんでもなく恥ずかしかった。

「むふふ。よいのう、よいのう。その顔。ぢゃから、大好きぢゃ！」

　ぎゅうぎゅうと抱きつかれることで、硬くなった股間を知られてしまう。

　嬉しそうに頬を緩める美雨。

「妾は最近、新しい性技を獲得したんぢゃ！　それをおぬしのために披露するぞ！」

「お、おい！　お前、痴女か!?」

　下半身を脱がしにかかられ、拓也は声を上げてしまう。

「そうぢゃなぁ。おぬしの前では妾はいつでも痴女ぢゃ！」

　嬉々として返されてしまうと、露わにされた股間が恥ずかしげもなくビクンビクンと反応してしまうのだった。

「拓也は何もせずともよい。すべて妾に任せておけばよいのぢゃ！」

　美雨はスカートを捲り上げると、黒いレースのショーツを露わにした。

（そんなエッチな下着、いつ買ったんだ!?）

　驚く拓也をよそに美雨は熱々の男根をすりすりと撫でたかと思うと、向かい合いながらムチムチの太腿で挟んできたのだ。

「ああっ!?」

「んー。拓也のおちん×んが、妾の太腿の間でビクビクしとるのぉ。よいぞ、よいぞっ！」

　嬉々とした美雨は切っ先を、下着のクロッチに当たるよう調節する。

「ぅぁっ！」

　下着ごしの秘裂の感触が、拓也の劣情をくすぐった。

「み、美雨！　こ、こんなのどこで覚えたんだよ！」

「むっふっふー。切ない顔をしとるのう。それだけ気持ちよくなってくれれば、妾も覚えた甲斐があったというもの。──おぬしのネットのお気に入りを検索したまで」

「プライバシーってものがあるんだぞ!?」

「怒るではない。妾はおぬしの秘密を暴きたくてやったのではない。もっとおぬしに悦んでもらいたいのぢゃ！　──それに、あのネットの女は妾よりも可愛くないぞ！　まあよいがな……。あの女に目が向かぬほど、妾で夢中にさせればよいのぢゃからなぁ！」

　美雨は、柳腰をクネクネと前後に揺すってくる。

　太腿によって完全に固定された男根を容赦なく擦られてしまえば、ビクンビクンと嬉々として反応してしまう。

　美雨は瞳を涙ぐませ、鼻にかかった声を漏らす。

「あ、ぁあんっ……か、感じるぞぉっ。お、おぬしの太く、逞しいィッものをぉ、妾のおま×こに、熱いお汁が染み込んでくるんぢゃぁ！」

　しかしそれは拓也にとっても同じだった。

　秘裂の凹凸を下着ごしにも生々しいくらい感じたかと思えば、そこからジワァッと甘い蜜が滴り、それが亀頭冠を湿らせてくるのだ。

　美雨が腰を前後へ遣うことで、割れ目に沿わせるかのようにペニスが動かされてしまう。

「こ、こんないやらしい素股ができるなんて……うううッ！」

　拓也は切ない声を上げた。

「こ、これは素股というんぢゃなぁ。拓也は物知りぢゃなぁ！」

「そ、そんな褒められても全然嬉しくないって……！」

「さぁ、キスぢゃぁ！」

　唇を塞がれた。

　翻弄され続けている拓也はそれを受け入れるしかなく、彼女の差し出してくる舌に促されるようにディープキスを紡ぐのだった。




　拓也の口内を思う存分、味わい尽くす。

　ペロペロと舌を這わせれば、拓也は切ない顔でそれに応えてくれる。

　ただ素股のせいだろうか、いつもみたいに拓也は積極的ではない。

　その分、美雨が前のめりになって拓也の口腔を味わうのだ。

　彼の顔をやんわりと掴み、そして唇を犯す。

　唾液を滴らせれば、拓也はそれを迷わず飲んでくれる。

　それだけで悦びが胸に満ちていく。

　拓也が幼い頃に出会い、結びの鈴を交換した。

　あの時も幸せだった。数千年生きて、あんな気持ち初めてだった。

　美味しい食べ物をお供えしてもらえるとか、祭神として敬われるとか、それらとは全然違う、これまで意識してこなかった部分が熱くなるような……。

　しかしこうして汗だくになって卑猥なまでに下品な獣になりながらお互いを貪り、嗚咽を交えつつ、恍惚とする感覚は受肉しなければ味わえぬ幸しあ福わせ。

　生きているのだと自覚できる。

　そして熱々の怒張を感じ続けている秘処からはじゅわぁっと水をたっぷり染みこませたスポンジを搾った時みたいに、お小水が漏れてしまうように愛蜜が溢れてとまらなくなってしまう。

「た、拓也ぁっ、おぬしのおちん×ん、ビクビクしとるぞぉ！　あぁっ、切ない気持ちでいっぱいなのがぁ、妾の身体に染み込んでくるう！」

　美雨の声も戦慄き、柳眉を顰めずにはいられなかった。

「み、美雨、俺ぇっ！」

　切なげに肉棒が震えながら、膨張する。

「よいぞ。妾めがけ、迸らせるのぢゃぁ。妾を精液まみれにしてたもう！」

　太腿でぎゅっと締めつけて射精を催促されれば、

「ぐうぅぅ！」

　暴発する勢いで子種汁が爆ぜた。

「んんんんんん!?」

　男根が太腿から飛び出すや、美雨の身体めがけ思いっきり子種汁を弾けさせる。

　ドロドロの子種が顔だけでなく、自慢の銀髪のロングヘア、胸元へと次々と飛び散り、汚していく。

「ふぁああっ……わ、妾の身体が全部、おぬしの精液まみれなのぢゃぁ！」

「ご、ごめん、美雨！　すぐに拭こう！」

　拓也が濡れティッシュを引っ張り出そうとするのを、やんわりと止める。

「……その必要はないのぢゃぁ。ぢゃって、妾、おぬしの匂いに包まれて、すっごーく幸せなんぢゃもぉん」

　そう呂律の回らない口調で言った。

「のう、拓也ぁ。おぬしも幸せかえ？」

　拓也は少し気恥ずかしそうに言う。

「ああ。めちゃくちゃ幸せ……かもな」

「もぉ。そこは断言が必要ぢゃのにぃ！　でーも、それでもよいのぢゃぁー」

　にゃははは、と笑う美雨はぎゅーっと抱きついた。




　それから数日後、拓也が昼休みに職員室でうとうとしていると、すぐ間近で「先生」と優しく声をかけられて目を覚ます。

　そこには美雨、そしてもう一人見馴れないショートカットの生徒がいた。

「あー……なんだ？」

　美雨が言う。

「実は先生にお願いがありまして。──先生、私と一緒に舞台に立ってはいただけませんか？」

「……は？」

　唐突にもほどがあるお願いに、拓也は間抜けな声を出してしまう。

　すると美雨の後ろにいた生徒が前に出てくる。

「お願いします！　先生と一緒でないと御倉さんが舞台に立ってくれないんです！」

「……君は？」

「あ、申し遅れました。私、二年生の津つ田だと申します。演劇部の部長を務めております」

「あぁ……そういえば、見たことあるな」

「はい。それで、一ヶ月後に迫った文化祭で御倉さんを主演にした舞台を作りたいと思いまして、お願いしたんですが……」

　美雨が話を引き継ぐ。

「それで話し合いをさせてもらったんですが、私が考えるお話ではどうしても、先生の存在が不可欠なんです！」

「なんで!?」

　津田が手を合わせて、拝む。

「先生。お願いします！　今や学園随一の人気を誇る、御倉さんにどうしても出演してもらいたいんです！　先生にそんなにたくさんの台詞を割り振ったりはしません！　お願いします！　この通りです！」

「おいおい、やめろ。頭を上げろ」

「先生ぇ……」

　津田は涙目だった。

「津田。悪いが、ちょっと御倉と話をさせてくれ」

「はい！」

　拓也は美雨を誘って職員室を出て、そばの空き教室に入る。

「何を考えてるんだ!?」

　美雨は小首を傾げる。

「何を怒ってるんぢゃ？　愛する者同士、息はバッチリなんぢゃから、一緒に舞台に立とうぞ！」

「息なんて合ってないだろうがっ」

「一緒にイっとるし」

「そ、それとこれとは話が別だ。だいたいお前、演技とかしたことないだろう」

「あるぞ」

「マジ？」

「今やっとるし。優等生を演じられてるぢゃろ？」

「…………確かに」

　にゃははは〜、と美雨は微笑んだ。

「だったらお前だけでやればいいだろ。どうして俺を巻き込むんだ!?」

「ぢゃって寂しいしー。お願いぢゃぁ。一緒にやろうぞぉー。津田の言う通り、台詞は少なくするからのぉ！　一緒にやったらぜーったい、楽しいしぃー。のおー？　これをやってくれたら妾はよい思い出を残せるんぢゃぁ！」

　涙目でじーっと見つめられると、拓也はそれをはね除ける言葉が出なかった。

「……本当に台詞は少なくだぞ」

「ありがとうなのぢゃぁ！」

　美雨は首に齧りつくように抱きついてきた。

「でもくれぐれも今後は事前に相談してから決めろよ。こういう不意打ちは好きじゃない」

「分かったのぢゃぁ。反省するぞぉ」

　美雨はまったく反省していない笑顔で言った。

「んじゃ、津田に報告に行くか」

「おーっ！」




　そうして放課後。

　面倒臭いと思いつつ、約束した以上は仕方がないと演劇部の部室に顔を出す。

　そこには二十人ほどの生徒、そして美雨の姿があった。

　さらに顧問である国語担当の女性教師も。

「島津先生？　どうされたんですか？」

「いやあ……ちょっと、色々とありまして……あははは」

　女性教師が不思議そうな顔をしている所に、部長の津田が立ち上がった。

「みなさん、今回の文化祭の劇のスペシャルゲストをご紹介します！　御倉美雨さん、そして島津先生です！」

　おぉー、というどよめきと、パチパチと拍手が上がった。

　女性教師が耳打ちする。

「島津先生、本気ですか？」

「まあ、やらざるを得なくなりまして……」

「そ、そうなんですか？」

　ますます女性教師は不思議そうな顔になった。

（あんまり深く突っ込まないで下さい！　誰よりも俺が一番戸惑っているんですから！）

　と、部員の一人が言う。

「部長、それで今回の演目はどうするんですか？」

　津田は答える。

「これから台本を配るわ」

　そうして津田が一人一人に台本を手渡していく。

「はい、先生、どうぞ」

「ああ、すまんな」

　冊子の表紙には、〝ぎんぎつねと少年〟とあった。

　そして脚本という項目の横には、御倉美雨の名前。

（あいつ、いつからこんな作業をやってたんだ!?）

　津田は言う。

「主役を務めるのは、この脚本の作者でもある御倉美雨さんでーす。そしてこの少年は島津先生にお願いしたいと思います！」

「はあ!?　待て待て。津田！　思いっきり主役っていうか……俺はどう考えても少年じゃねえだろう！」

「ご安心を。台本をよくご覧になられたら分かると思うんですが、少女と出会う時の少年期、そして成長した後の青年期に分かれているんです。先生にやっていただくのはその青年期ですから。少年期の配役は我が部随一の童顔である、篠しの田ださんにやってもらうので問題ありません！　では配役のある生徒は台本をよく読み込んでおいて下さい。大道具、小道具係は残って下さい。打ち合わせをいたしますので。では今日はこの辺りで解散とします！」

　ということで俳優陣は解散となった。

「おい、御倉」

「はい？」

　美雨に手招きして、二人っきりになる。

「この話って……俺とのことか？」

「違うぞ。これは純粋なる創作物ぢゃ！　なにせ、最後は少年が盗賊に捕まり、それをヒロイン演じる武者が助けに行くという大すぺくたくるぅ巨編ぢゃからなぁ！」

「なんじゃそりゃ!?」

「妾の人生経験をつぎ込んだ名作ぢゃ！」

「……なんか全然分からないんだが」

「ともかく読み合わせをするぞ！　さあ、帰るのぢゃ！」




〝ぎんぎつねと少年〟なる物語は、前半は子ども（主人公）とぎんぎつね（ヒロイン）の出会いの甘い物語。しかし美雨の言った通り、後半になると主人公がなんの脈絡もなく盗賊に捕まり、それをヒロイン演じる武者が助けるというストーリーに……。

　拓也が読んだのは後半ではなく、前半だった。

　その内容が、よく見る夢の中身ととても似通っていた。

　もちろん、夢の話なんて美雨にしたことはない。

　しかし実際に現場を見てきたかのように、夢の内容そのままだった。

（美雨は、本当に？）

　しかしそんな感慨に耽っている拓也とは違い、美雨は後半の盗賊を薙ぎ倒すシーンに夢中だった。

「とりゃああああ！　拓也に手を出したら承知せぬぞ！　妾の矢を受けるがよい！　天罰ぢゃあああああああ!!」

　大立ち回りである。

「……っていうか、そのシーンっているのか？」

　そう思わず言ってしまう。

　美雨は決然として言う。

「当然であろう！　愛する少年を守るため、ぎんぎつねはその身命を賭す！　そして二人は永遠の愛を誓うのぢゃぁ！」

　美雨は耳をピクピクさせながら頬を染めて、ウットリした。

「そうぢゃ！　功夫の映画でも参考に観た方がよいかのう。妾が知ってるのは、鎌倉武士の戦い方ぢゃし……」

「演技なんだから、もっと軽い方がいいんじゃないか？」

「ふむぅー。演技とは奥が深いのうっ！」

　美雨は嬉々として言った。




　翌日の放課後、拓也は廊下を駆けていた。

　実は職員会議が長引いたせいで、劇の練習に遅れてしまったのだ。

（こんなんじゃ、美雨にどやされる！）

　そして今晩無理難題をふっかけてきて、拓也が拒否れば、「今日遅れて、練習時間が短くなったのは誰のせいぢゃと思っておるんぢゃぁ？」と恨みがましく言われるに決まっている。

　と、体育館の裏手の方で女学生が何人か連れ立っているのが見えた。

　その中に、見覚えの在る狐耳、尻尾があった。

（美雨？）




（まったく。拓也の奴、何をやっておるのぢゃ。もうとっくに練習開始の時刻を過ぎとるんぢゃぞ！）

　職員会議で遅くなるかもしれないと事前に言われているとはいえ、美雨は待ちきれず、わざわざ体育館の玄関前に出ていた。

　美雨がそんな焦れた気持ちでいると、「御倉さん」と声をかけられる。

　そこには生徒が三人いた。演劇部の三年生である。

「はい？」

「ちょっと話があるんだけどいい？」

「構いませんが……」

　猫をかぶったまま返事をすると、「ついてきて」と言われる。

「でも演劇の練習が……」

「まだ先生がいらっしゃらないんだからいいでしょう。すぐに終わるから」

「分かりました」

　連れだって向かったのは、体育館の裏手。

　ジメジメして、気持ちのいい場所ではない。

　すると、美雨は三人の上級生によって壁際にまで追い詰められてしまう。

　真ん中のロングヘアの女がキッと睨んでくる。

「あなた、調子にのってるんじゃないわよ。なんで私たちじゃなくって、あんたみたいな一年が主役になるのよっ」

「なぜと言われても……。私は津田さんに声をかけられたまでで」

「ふざけないで。あんな馬鹿みたいな台本でやられたら、私たちが恥をかくのよっ。すぐに降板しなさいっ！」

（世俗に疎いといえども、これくらいは分かるぞ。──なぜか、この者たちは怒っておるようぢゃ）

　美雨が何も言わないと、ますます三人は顔を真っ赤にして激昂する。

「黙ってないでなんとか言いなさいよ！」

「そうよ。ボコボコにして欲しい訳!?」

「私たちは最後の舞台なの。あんたみたいな女にしゃしゃり出て欲しくないの！」

　美雨は冷静に答えた。

「津田さんか顧問の先生に言って下さい。私には図りかねます」

「あんたっ！」

　女が右手を大きく持ち上げたその時、

「御倉、ここにいたのかっ！」

　三年の背後から声が上がった。拓也だ。

「せ、先生……」と女子生徒たちが引き下がる。

「お前ら、何やってるんだ？　さっさと体育館に行けっ」

　女子学生たちは美雨を睨みながらも去っていく。

　そして二人きりになる。

「美雨、大丈夫か──」

「おっっそぉぉぉぉぉぃ！　何を遅刻しとるんぢゃ！」

「怒るのかよ!?」

「あったりまえぢゃろ！」

「俺はお前があいつらに絡まれてるのを助けたんだぞ？」

「絡まれ……？」

「おいおい。自覚なしかよ……」

「確かに何やら怒っておったのは分かったんぢゃがぁ……」

　拓也はがっくりとうな垂れた。

「もういい。体育館に行くぞっ」




　そうして早速舞台でリハーサルが行われる。

　まずは最初の場面。一人の生徒が少年役を、美雨がぎんぎつね役を務める。

　二人ともジャージ姿だ。

　美雨が言う。

「そうか、迷子になったのぢゃな」

「あなたは？」

「妾はこの鎮守の森に棲まう、ぎんぎつねぢゃ！」

「……もしかして、神様？」

「うむ？　人はそう言うぞ。さあ、泣くのはやめよ。妾が家まで送ってやろう！」

「ありがとう！」

　場面が変わる。

　少年役は前よりもしっかりとした声。小学校五年生くらいだろうか。

「ぎんぎつね……。ぼ、僕、あなたのことが好きだ！」

「っ!?　……な、何を言っておるのぢゃ。妾は神。おぬしは人……。妾たちは決して見まみえることのない平行線……、なのに」

「それでも僕は好きなんだ──」

　その時、壇上で演技をしている二人の会話が、不意に遠くなった。

（え？）

　二人の声ではない、別の声が頭の中で響く。

　幻聴。いや、それは拓也自身の声……。




　それは見馴れた、鎮守の森の中。

　燦さん々さんときらめく木漏れ日が、ユラユラと揺れている。

　それを二人っきりで見つめている。

　一緒にいるだけで胸の奥がウズウズしてくる。

　隣にいる美雨を見る。

　銀色の髪に、ピンと立った耳に、モコモコした尻尾──。

　美雨に触れたい。そんな初めて感じる衝動に誘われるように、彼女の尻尾に手を伸ばしかけ、「いけぬぞ」とやんわりと手を取られて、止められた。

　止められたことより、触ってもらえたことで心臓が高鳴ってしまう。

　──み、美雨！

　──何ぢゃ？

　円らで青い瞳で見つめられる。

　──僕、美雨と結婚したい！

　美雨はびっくりしたように目を瞠った。

　──戯れはよすのぢゃ。妾は神様なんぢゃぞ？

　──でも今こうして一緒にいてくれてる！

　──……それはおぬしが鎮守の森ここへ来るからで……。

　──一緒にいる人って大切な人だと思う。ね、美雨は僕のこと、嫌い？

　──そうは言うておらん……。

　──僕は美雨が好き。結婚したい！

　初めての告白だった。ドキドキして、今にも逃げたくなるくらい怖かった。

　でも好きだってことを伝えたかった。

　美雨は頬を染めて、モジモジする。そんな反応は新鮮だった。

　──妾は神。愛を告げられるのに馴れておらんのぢゃ……。人は、相手を好きな時にどう答えるのぢゃ？

　──えっと、好きだって答える、かなぁ？　ドラマで見てたら嬉しそうに抱きついたりとか！

　──それはよう分からぬから、これをやるぞ。

　と、美雨は組み合わされた紐の前に鈴が二つついたものを見せた。二つの鈴はまるでさくらんぼのようだった。

　その片割れを、拓也に渡す。

　──鈴？

　──神の婚姻の誓いぢゃな。この鈴は片割れが傍にあるとチリリンと鳴って報せる。たとえ妾たちが離ればなれになったとしても……。

　──そんなこと絶対ないよ！

　美雨は苦笑しながら言う。

　──もしも、の話ぢゃ。……もしも離ればなれになったとしても、この鈴さえあればお互いがどこにいるか分かる。ぢゃから、ずーっと一緒にいられるのぢゃ。

　──本当に!?　やった！

　拓也はぎゅっと美雨に抱きつく。

　──愛うい奴ぢゃ。

　美雨は拓也の頭を優しく撫でてくれた。




「っ！」

　拓也が目覚めると、そこは保健室のベッドだった。

「拓也！　大丈夫かえっ!?」

　美雨が今にも泣き出しそうな顔で、拓也の顔を覗き込んでくる。

　少し頭が痛い。

「……俺、どうして？」

「稽古中に突然倒れたんぢゃ。覚えておらんのか？」

「……全然」

　美雨が拓也の両手を包み込むように握ってくる。

「もう！　馬鹿馬鹿！　心配させるでないっ！　おぬしにもしものことがあったら……あ、あったら……妾はぁ！」

「心配かけて悪い。もう大丈夫だから……」

　胸に顔を埋める美雨の頭を、優しく撫でた。




　無事に家に帰り着く。ずーっと美雨は心配そうだった。

「全然平気だよ。ちょっと夢を見てただけだから。それより台本を覚えてないから付き合ってくれ」

「うむ」と頷いた美雨は気持ちを切り替えるように、笑顔になる。

「そうぢゃと思って、おぬしのために特別台本を用意したんぢゃー！　実地で台本を読むということに馴れるのがいいと思ってなぁ」

「へえ。そこまでしてくれると、なんだか悪いな……」

「よいのぢゃ、よいのぢゃ。これも妻としての夫に対する奉仕の一環ぞ！　──あ、ちょっと待て！　着替えて参る！」

「は？　着替えるってなんで……？」

「本格的にするためぢゃ！」

　という訳で、再び現れた美雨はなぜかタイトスカートにブラウス、ジャケット。さらに伊達眼鏡までかけていた。

「では、早速始めるぞ」

「あ、ああ……」

　戸惑いつつも台本を開く。ページ数的には薄い。

　舞台は放課後の学校の教室。そして拓也はどうやら出来の悪い生徒で居残りを命じられ、美雨はそれを命じた女教師らしい。確かに眼鏡ともあいまって似合っている。

　台本の台詞を追いかけながら言う。

「せ、先生。できましたぁ！」

「見せてごらんなさい。──ちょっと。ここ、間違えてるわよ？」

「す、すみません、先生。もう俺は駄目です。俺みたいな馬鹿でドジで記憶力の悪い生徒は退学したほうが──って、なんだこの台本!?」

「たあっ！」

「痛ぁっ!?　お、おい、台本の背表紙で頭を叩くなって。めちゃくちゃ痛いじゃねえか！」

「役者たる者。どのような役でも文句を言わずにやる……。それこそ本道と心得よっ！」

「だからってこんな訳の分からない台本──」

　ビュッという風切り音と一緒に、台本を突きつけられた。

「黙るのぢゃ！　おぬしの大根芝居で演劇部の評判に傷をつけてもよいと言うのかえ？　それでも教師なのかえ!?」

「う……。そ、それは……」

「妾に仕方なく従った、などとは言い訳にもならんぞ。教師たる者、生徒の範にならねばっ！」

　そこまで言われてしまえば、拓也も泣き言は言えなかった。

「分かったって！　従うよ。従います！　──俺みたいな馬鹿でドジで記憶力の悪い生徒は退学したほうがいいんですよね……」

　美雨演じる女教師は、静かにかぶりを振った。

「違うわ。そんなこと全然ない。あなたはとっても素敵な子よ。だから落ち込まないで。顔を上げて、未来を一緒に見ましょう」美雨は眼鏡のブリッジを押し上げた。

「……せ、先生はどうしてそこまで俺に？　こんな落ちこぼれなのに……」

　美雨は微笑む。

「決まっているわ。……先生はね、あなたのことがとーっても大好きなの！」

「え……」

「そうよ。先生は、生徒であるあなたに恋をしちゃったみたいなの。……生徒に恋をしてしまう先生を、あなたはどう思う？　いえ、先生のこと、どう思うの？」

「せ、先生。俺も大好きです！」

「…………」

「み、美雨？　どうした？」

「ト書き通りしてもらわねば困るのぢゃぁ」

　ト書きには、抱きつく、とあった。

（ああもう！　こうなったらしょうがない！）

「先生！」

　ぎゅっと抱きつく。

「……可愛い可愛い、私の生徒」

　頭をいい子いい子と撫でられる──と、右手が股間に伸びる。

「せ、先生!?」

　美雨は頬を染め、ぺろりと淫らに唇を舐めるコケティッシュな仕草をする。

「大丈夫。大丈夫。問題はなーんにもないわ」

（いやいや、これ、ただのエロ教師じゃねえか!?）

　しかし股間はあまりにも分かりやすくみるみる漲ってしまうのだ。

「あら、若い子は反応がすっごくいいのね」

「せ、先生。駄目です。こんなこと！　教室なんですよ!?」

「あらー？　拓也。本当にそれでいいのかしらー？」

　台本には、教師にすべてを任せるとしか書いていない。以下、空白……。

「せ、先生、俺のをどうにかして下さい！」

「ふふ。先生、素直な子は大好き」

　たちまち、腹にひっつかんばかりに膨張した男根を露わにされてしまう。

　しかしすぐに彼女の繊手は離れてしまう。

「えっ！」

「どうしたの、拓也。大声なんて出しちゃって……」

「いや、あのぉ……」

　演技に没頭することで本当に自分が生徒、美雨が女教師という風に感じられてしまい、目を伏せた。

「ちゃんと先生に言ってくれなきゃ、どうしたらいいのか分からないんだけど？」

「うぅぅ、い、弄って下さい……っ」

「んー？　どこをそんなに弄って欲しいのかなー？」

「……あ、あそこです……っ」

「もーっと具体的に……」

　耳元に吐息が届くほどの距離で囁かれてしまう。

「俺のおちん×んを弄って下さい！」

「よく言えました。それじゃ、こうしてあげようかしら……」

　美雨は、拓也を仰向けにさせた。

　そして美雨はスリッパを脱いだかと思えば、素足で股間を踏みつけてきたのだ。

「うぅ……ぁあ……っ！」

　突然のことに、拓也は目を白黒させてしまう。

「な、何してぇ!?」

「弄って欲しいんでしょう。こういうやり方の方が、あなたが好きだと思っただけよ？」

「み、美雨……お前……！」

「美雨？　お前？　拓也。あなた、先生に向かってなんて言葉遣いをするの？　……おしおきですっ！」

　踏まれる。

「うわ……っ！」

「私の足の裏で、あなたのおちん×んがビクビクしちゃってるわ」

　怒らなければいけないのに急所である股間を嬲なぶられてしまっているせいか、すっかり反抗心は鈍っていた。

　グリグリと男根を足裏で踏みつけられ、刺激されてしまえば、股間がビクビクッと切なく反応する。

　我慢汁をダラダラと滲ませてしまう様を見下ろしていた美雨は、髪を掻き上げた。

　その表情には優越感が、そして唇が恍惚としてほころんでいた。

「なんだかんだ言いながら、エッチなお汁をダラダラこぼしちゃってるじゃない。これは一体どう言い訳をするつもり？」

「そ、それは！」

「さあ、もっと踏みつけるわよっ」

「うううう！」

　されるがままになって悔しいはずなのに、足で執拗に踏まれると何もかもどうでもよくなってしまう。

　プライド云々よりも快感が優先してしまう。

「……ねえ、私、すっごく感じちゃってるの。責任とってくれる？」

　美雨はサディスティックな笑みをたたえながら、タイトスカートをゆっくりと引っ張り上げた。

　スカートの中から現れたのは、剥き出しの秘唇。そこはすっかり蜜の雫を滲ませているのだ。

「さあ、舐めなさい」

　美雨は秘処を近づけてくる。

（美雨、ちょっといつもとキャラが違いすぎないか？　それとも、これが演技というものなのかっ!?）

　拓也が茫然としていると、美雨の秀でた額に皺が寄った。

「何をしているのっ」

　亀頭冠への踏みつける圧力が増した。

「は、はいっ！」

　もはや教師と生徒というより、女王様と奴隷みたいだった。

（それでも……！）

　拓也はひくつく秘裂へ舌を這わせる。

「れろっ」

「あんっ！」

　美雨の秘洞は、失禁でもしてしまったみたいにグチョグチョだった。

　丁寧に舌を這わせ、ぢゅるぢゅると下品な音をたてながらしゃぶる。

　舌で刺激すればするほど、そこはドロォッ……と蜜汁を溢れさせる。

「ふふっ。拓也。あなた、まるで犬みたいじゃない？　すっごく従順でお利口さん。それにとーってもスケベ」

　牝フェロモンにあてられ、股間がどうしようもなく疼く。

　クンニをしている間も執拗な足による踏みつけは続いていた。

　それはただ単純に踏みつけるだけでなく、緩急をつけるところが憎らしい。

　力を強くされると強烈な愉悦で動けなくなるが、踏む力が弱まってしまうともっと快感が欲しいと焦燥感に駆られてしまう……。

「み、美雨──いや、先生！　そ、そんなに踏まれたらぁ！」

「何を勝手にやめてるの。拓也、もっと先生のおま×こをおしゃぶりしなさいっ。踏んで欲しかったら、もっと愛を証明なさいっ！」

　美雨はノリノリで、これまでになく積極的だった。

　拓也の頭をがっしり掴んだかと思えば問答無用とばかりに、顔面めがけ秘処を押しつけてくる。

「んぐううっ!?」

「さあ、もっと先生の涎塗れのおま×こをしゃぶるのよぉっ。先生をもーっと気持ちよくしなさいっ！」

　美雨は耳をピクピク、尻尾をブンブンと振り回しながら身悶えた。

　ますますラブジュースは溢れる。

「先生、もう、俺ぇ！」

「あら、もう出ちゃうの？　そう言えば、おちん×んがビクビクしちゃってるわねぇ。いいわ。出しなさいっ。あなたがどれだけ先生で昂奮できたかを教えてちょうだい！」

「ううううう！」

　美雨は肉棒から足をどかした途端、それまで堰き止められていた欲望が一気に出口を求めて殺到する。

　びゅる！　びゅるるっ！　びゅぶぅぅっ！

　家のフローリングに長い軌跡を描き、子種汁が飛び散った。

　拓也は両肩で大きく息をする。

　思いっきり射精を遂げた股間は、ビクンビクンッとその余韻に震えていた。

　それを見ていた美雨は眼鏡ごしの目元を染めて、ウットリ顔を見せる。

「たくさん出たわね。でも残念……。一滴もあなたのお汁をもらえなかったじゃない。駄目でしょ？　ちゃんと狙いを定めないと……」

「す、すいません……」

　役になりきってるせいか、自然と謝罪の言葉が口を突いて出てしまう。

「いけないわね。でもそこは逞しいまま、ね。まだできるってことでいいのかしら」

　美雨の眼鏡の奥の瞳が、サディスティックに輝いていた。

「は、はい！　まだできます！」

「いい返事。それなら、私もそろそろ気持ちよくなりたいんだけど？」

「もちろんです！　俺も先生を気持ちよくしたいですっ！」

「ふふ。そう言ってくれると思ったわ。それじゃあ、そのままでいなさいっ」

　スカートを腰骨の辺りまでたくし上げた状態で拓也に背中を向ける格好で、Ｍ字開脚をしつつ腰を落としていく。

　切っ先と、熱く潤んだ秘処とが重なり合う。

「ううううっ!?」

　火照った粘膜が敏感な切っ先に吸いつけば、ビリビリッと快美電流が身体を走り抜けた。




　逞しい肉槍が入り口をくつろげながら、ズブリッズブリッと力強く陥入してくる。

「はああああんっ！」

　美雨はたまらず声を上げてしまう。

　力強い肉塊でたちまち膣内を埋め尽くされた。

　溢れる愛液がダラダラとこぼれてしまう。

（拓也のおちん×ん、やっぱり最高なのぢゃぁ！　妾のおま×こをいやらしく広げて、一番奥をぐいぐいって押してくるのぉ、最高なのぢゃぁ!!）

　膣内でギューッと締めつけ、貪欲に子種を求める。

　本当は素に戻って拓也とのエッチを純粋に愉しみたいと思うが、今は拓也のためにも役になりきらなければいけないとお尻をクネクネと揺らした。

「た、拓也。どう？　わ、私のおま×こ、あなたのおちん×んをガッチリ掴んじゃってるでしょぉ！」

「せ、先生！　すごいです！」

「あんっ、拓也のおちん×ん、私の中を深くまで抉りながら、ビクビクしててとっても最高！　ほらほら、もっと感じなさいっ。一滴残らず搾り取ってあげるから！」

　何度も何度も拓也の肉棒を受け入れているが、決して飽きることはない。

　拓也の男根で自分の大切なところがいっぱいに満たされる──。

　その実感に酔い痴れ、蕩けるような愉悦に熱中する。

「拓也も腰を動かして、求めてくれてもいいんだからぁっ！」

「わ、分かりました、先生！」

　拓也は教師に忠実な生徒役を完璧に演じてくれている。

　根元から先端にかけて伸縮させつつ膣壁を蠢しゆん動どうさせれば、胎内で肉棒が荒々しくしなるのを感じた。

　腰を前後に動かせば、混ざり合った牝汁が飛沫となって弾ける。

「せ、先生のおま×こが俺のを咥え込んできて、吸盤みたいにしゃぶられる……！」

「そ、そうよ。女の中はね、男を吸い上げられるようにできてるのよ。一度掴んだら絶対に離れない、離さない……私の子宮が、拓也のおちん×んの元気いっぱいなお汁で満たされるまでね！」

　大きく実った桃尻を、ますます悩ましく弾ませた。

　ぐっぽぉ！　ぢゅぶっ！　ぐぢゃぁっ！　ぬちゃっ！　ぬっぷっ！

　間断なく漏れ出る汁音は空気を孕んで、放屁めいた淫らな音を奏でる。




　大福のようなまん丸く、柔らかな水蜜桃が、拓也の眼前で激しく、貪欲に上下に弾んでいた。

　そのもっちりした感触の生白い逆ハート型のヒップが蠱惑的に揺れるたび、ふるんふるんと表面に波紋が流れる。そしてサーモンピンク色の痴肉は今や、拓也のペニスを受け入れてはちきれんばかりに広がり、本気汁を嬉し泣きするかのように滲ませていた。それだけでも何度射精しても飽き足りないような情景である。

　重たげな下半身が持ち上がれば、赤黒い怒張が亀頭冠がこぼれるギリギリまで露わになり、返す刀で根元までたちまち呑み込まれていく。

　その生々しい光景に生唾を禁じ得ない。

「んっ……ぁああっ……はぁンッ……ンゥゥッ……はああんっ！」

　美雨のよがり声はどんどん大きくなり、余裕が消えていくようにあられもないものへと変わっていくのだ。

　それになおさら発奮した拓也の目に映ったのは、自分の怒張で貫いている秘処の少し上で、ひくひくと小刻みに震えている小さな窄まり。

　それは彼女が怒張を呑み込むと同時に皺が深くなり、腰を持ち上げて肉棒を露わにすることでふっと気が抜けたように、おちょぼ口を開くのだった。

（おいおい、俺は変態じゃないんだぞ!?）

　そう思いつつも、ゆるゆると嬉しそうに揺れる尻尾にすら目もくれない拓也は誘蛾灯に惹きつけられる虫のように後孔から目が離せなくなり、右手人差し指をそこへあてがう。

「ひぁ!?」

　美雨が素っ頓狂な声を漏らした。

　指にそっと力を込めれば、ズブリズブリと第一関節まであっさりと呑み込んでくれる──と同時に、膣圧がますます強くなった。

　膣内とは明らかに感触の違うすべすべな直腸粘膜に甘えるように吸いつかれてしまえば、同時に腰を衝き上げる。

「ふぁあああああんっ！」

　美雨はこれまで以上の反応を示して、身悶えた。




　その違和感は突然だった。

　美雨が役柄など関係なくなっていき、ただただ気持ちよくなりたいという淫らな欲望に囚われていた時、突然、お尻に違和感が走ったのだ。

「〜〜〜〜〜っ!!」

　思わず声なき声を上げ、上半身を仰け反らせてしまう。

（な、何なのぢゃっ!?）

　振り返れば、拓也がお尻に指を突っ込んでいたのだ。

　人差し指、たった一本であることが信じられないような、圧迫感だった。

「拓也！　何してるのぢゃ！」

　思わず素が出てしまう。

　拓也がニッと微笑む。

「先生、ちゃんと役は守らないと。生徒の指を思う存分味わって下さい！」

　さらに指を深く埋めてくる。

「ひいぁああ……っ！」

　上げたくないと思っても声を上げずにはいられず、みるみる肌が粟立ってしまう。

　そしてたちまち指の根元まで肛門に埋まりきるのだ。

「ば、ばかぁっ！　拓也、何やってるのぢゃぁ。お、お尻なんてぇ、信じられないのぢゃぁぁ！」

　これまで美雨が翻弄していたはずだったのに、あっさりと立場が逆転してしまう。

　しかし今の美雨にそんなことはどうでもよいことだった。

　今のこの信じられないような状況に、頭が追いつかない。

「先生どうしたんですか？　俺の指を咥え込んだお尻がギュウギュウ締まっちゃって、とんでもないことになっちゃってますよー？」

「ひぁっ！　ぬ、抜くのぢゃぁ！　ふ、ふざけてはいけぬぅぅぅ！」

「でもお尻をいじめると、先生のおま×こから、ヌルヌルのお汁が溢れちゃってますよ。お気に入りなんじゃないですかぁ？」

「ば、馬鹿を言ってはならぬのぢゃぁ……ひいッ……ひいぁッ……そ、そんなこと、あ、ありえぬのぢゃぁ……ひいいいいいいいん！」

　指を抜かれると、そのまま漏れてしまいそうな疑似感覚に襲われてしまう。

　抜いたと思えば、すぐに指を埋めてくる。

　排泄の逆流にたまらず柳眉をたわめ、寄り目になりつつ、「おおおぅぅぅ！」と呻く美雨に余裕はない。女教師に扮した知的な面は微塵もなくなっていた。

「美雨。お前の子宮口が下りてきてるぞ。お尻で気持ちよくなりながら、精液をおねだりするなんて、変態教師だなっ！」

「ひいぃぁあああ！」

　思いっきり子宮口を突かれ、美雨は銀色の髪を揺すった。

　あまりに美雨が暴れるものだから、ブラウスのボタンが弾け飛び、たわわな美巨乳が弾みながらこぼれてしまう。

「ノーパンだけじゃなくって、ノーブラだったのか！　変態教師めっ！」

　拓也がますます熱心に肛内をほじくってくる。

「ひぁあっ！　あひぃっ！　らめぇっ！　ら、らめぇっ！　ひいいいいッ……お、おかひくなっひゃうぅぅう……っ！」

「真面目ぶった教師が、肛門で感じるなんてありえないな！　これからお尻の方にち×ぽをぶち込んでやるかっ！」

「や、やめなのぢゃぁ!!　お、お尻ではぁ、ひいいッ……お、おぬしとの絆を感じられないのぢゃぁ！　お尻は嫌ぢゃぁぁあああ！」

　拓也はお尻から指を引っこ抜く。

　美雨は悩乱した。

「ひいいいいいッ!?」

　拓也はウェストをがっちりと掴んできたかと思えば、怒張をそのまま膣穴めがけ突っ込んできた。

　子宮口を押し上げる逞しい男根に衝き上げられ、美雨は無防備に喘ぐ。

　そのまま拓也の膝の上に乗せられる──背面座位の格好で、激しいグラインドで膣内を掻き混ぜられた。

「た、拓也ァッ！　い、いかぬのぢゃぁあ！　こ、こんな格好ゥッ……く、串刺しにされてるみたいでぇ……し、死んぢゃうのぢゃぁぁ！」

　そうよがりながらも、美雨は耳を嬉々として動かすのを止められない。

　深い場所に達していたペニスが膨張する。

「た、拓也ぁ！　で、出るのぢゃぁ!?」

「お尻で感じる変態教師のおま×こをドロドロで汚してやる！　お尻でイけ！」

「ひ、ひがうぅ！　お、お尻で感じてないのぢゃぁ！　わ、妾はおぬしにやられたから感じただけでぇ、お尻なんて気持ちよくなかったんぢゃああああ！」

　ウゥゥ……拓也が呻けば、熱いマグマが最奥めがけ迸った。

「〜〜〜〜〜っ！」

　頭の中まで真っ赤に染まるような激情に、眼鏡の向こうの瞳を潤ませる。

「イクウウッ！　い、イクウウウウウッ！　た、拓也の熱々のお汁が妾のおま×こに満ちてぇ……ひいッ……あ、頭が、おかしくなるんぢゃああああああ!!」

　目から火花が飛び出し、背骨が折れんばかりに仰け反った美雨は荒い息遣いで眼鏡を曇らせ、めくるめく愉悦の波に理性を攫さらわれてしまうのだった。




　拓也が下で、美雨が上という格好で二人は抱き合っていた。

「……美雨、お前の新しい性癖、見つかったな」

　拓也が嬉々として言うと、美雨が唇を尖らせて反発する。

「あ、新しくない！　おぬしが勝手にやったんぢゃろ!?　もうあんなこと、してはならぬからなぁ!?」

「悪かったよ。おいおい、そんなにジタバタするな……し、尻尾がくすぐったいって！」
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　そして次の日の放課後も、劇の練習。

「──あら、これの主役は、誰？」

　津田は不思議そうに言う。

　拓也は言った。

「おいおい。主役は御倉だろ」

「御倉？」

「ふざけてるのか？」

　津田は不思議そうに小首を傾げ、他の部員に声をかける。

「ねえ、この台本書いたのって誰？」

　部員たちも口々に「御倉美雨って誰？」「っていうか、島津先生がなんで舞台に出るの？」と囁き合う。

「お、おい。みんな、ふざけてるなよ。──おい、御倉。お前も何やってるんだっ」

「……私はいい、です」

　そう困惑したように言う。

「何がいいんだよっ」

　拓也に腕を引かれて、美雨は少しおっかなびっくりという風に皆の前に出る。

　周りの視線が美雨に集まる。

「ほら、ふざけるのはもう終わりだ！」

　拓也が言った。

　津田が美雨を見てからしばらくして何事もなかったように、声を掛ける。

「御倉さん。舞台に上がってちょうだい。──さ、みんな。今日も頑張りましょう！」

　何事もなかったような豹変ぶりに、拓也は戸惑ってしまう。

「お、おい。津田、平気か？」

「何がですか？」

　逆に質問されてしまうと、拓也の方が言葉に詰まってしまう。

　津田だけではない。他の部員たちも何事もなかったように作業を進めている。

（な、なんだ？　何がどうなってる？）

　拓也は美雨を見る。彼女の表情は浮かないままだった。











第五章　　　秋、祭りの後、消えていく美雨を……









　少年が境内を突っきり、玄関で靴を蹴飛ばすように脱ぎ捨て、廊下をドタドタと大きな音を立てて走る。

　その先には、美味しそうな料理の匂いをさせる台所。

「ママっ！」

　声を張れば、エプロン姿の女性が振り返った。

「どうしたの、拓也」

「これ！　綺麗な石！」

　それは白みがかった半透明の石。

「本当に綺麗な石ね。どこで見つけたの？」

「川っ！」

「いいものを拾ったわね。……それじゃあ、これをあげる」

「お菓子!?」

「ざんねん。お菓子の缶だけど、中身はないの。でもここに綺麗な石をたくさん入れれば、宝箱にできるわ」

「たーかーらーばーこーっ！」

　まだ小さい拓也に、その丸いお菓子の缶は大きすぎて両手で抱くようにかかえた。

「たくさん素敵なものを集めれば、拓也だけの宝箱になるわ。大切なものを入れるのよ？　たくさん貯まったら、ママに見せてね？」

「うん！」

　他愛のない子どもの頃の情景──。




　今日も今日とて舞台稽古。

　一時間程度の稽古だというのに、終わってみればまるで夏場に外を走ったみたいに汗だく。拓也は体育館の隅の方で大の字に寝転がっていた。

（台詞自体は大したことがないってのに……どうしてこんなに心臓がバクバクするんだ？）

　緊張で噛みまくるし、ちょっとした台詞が出てこなかったり……。

　情けないやら悲しいやら、という気分だ。

　一方、美雨といえば、周りから「初めての演技とは思えない！」と絶賛されていた。

　確かに初日からすべての台本を暗記し、演技も堂に入っている。

（これが年の功って奴か？）

　伊達に数千年生きていない。

　ただその一方で気になることがあった。

　先日の、誰も美雨のことを認識できなかった一件だ。

　あれからそんなことは起こっていないが、あれは一体なんだったのか。

　美雨も特に気にしていないようだったし。

「──先生、大丈夫ですか？」

　目を開けると、美雨が覗き込んでいた。

　今も狐耳、尻尾は健在である。

「……お前、あれだけステージを動いておいて元気なんだなぁ」

　美雨はちらっと他の部員たちがステージに夢中になっていることを確認すると、いつもの口調になる。

「決まっておろう？　妾が書いた脚本なんぢゃから。妾が頑張らなければ誰が頑張るんぢゃ？　まあ、おぬしはおぬしでよくやっていると思うぞ」

「……本当に？」

「うむ。出いず雲もの阿お国くにの歌舞伎を見た妾が言うのぢゃぞ？　あのおなごは気性が激しすぎるのが玉に疵きずぢゃったが。まあ芸術に生きるというのは、己の魂を燃やす作業なのやもしれぬなぁ」

「……お前、本当に数千年生きてるんだな」

　美雨はきょとんとした顔をする。

「そう言っておろう？　む!?　おぬし、まさかまだ妾を疑っとったのかえっ!?」

「はっはっはっはー」

「笑ってごまかすでない！」

「悪い悪い。手、引っ張ってくれ」

「しょうがないのう」

　と、二人の手が触れ合う直前、不意に美雨の手が透けたかと思えば、拓也の手が虚しく空をかいてしまう。

「あははは。すまぬ、すまぬ」

　笑って誤魔化すように、美雨に引っ張り起こされる。

「おい、美雨──」

　その時。津田が「二人とも、来てくださーい！」と呼びかけてきたせいで、話すことができなかった。




　帰宅する。

　今晩の夕食はさんまだ。

「おぉ！　よいぞ、よいぞ！　食欲が湧くのぉ！」

　美雨は舌なめずりしながら、やたらと大袈裟に喜んだ。

「美雨」

「妾はあまり内臓は好かんのぢゃがなぁ〜」

「美雨」

「ほれほれ、拓也。おぬしも早う食べるんぢゃ。冷めてしまうぞ」

「話を聞けっ」

　少し強く言うと、ようやくまともに拓也を見た。

「……何ぢゃ？」

「何ぢゃじゃないだろ。分かってるだろ。──この間、お前の姿が薄く見えたことは見間違いだと思ったんだ。でも今回のことはもう……気のせいじゃ済まない。俺はお前に触れられなかったんだぞ。一体何が起きてるんだ？」

「うーむ。本当に何が起こってるんぢゃろうなぁ〜」

　あははは、と美雨はあっけらかんと笑う。

「美雨。誤魔化さないで教えてくれ」

　そうして辛抱強く待っていると、美雨は観念したみたいにため息をつく。

「分かった。言うのぢゃ。……この間の妾のことを周りが認識できなかったことや、妾の姿が透けて見えたこと……すべて、妾の存在が希薄になっているという証左なのぢゃ」

「だ、大丈夫なのか？」

「うんにゃ。大丈夫ぢゃないぞ。このままでは消える」

「消える!?　姿が見えなくなるのか!?」

「存在そのものが消えるのぢゃ」

　美雨はさらりとすごいことを言った。

「そ、それ、めちゃくちゃ大おお事ごとじゃねえかよっ！」

「まあ近い将来、こうなることは分かっておったからのう。妾が受肉し、穢れた世俗で生きていけるというのはすべて結びの鈴の縁によるもの。……とはいえ、これも万能ではない。おぬしが妾のことを完全に思い出しさえしてくれれば、また違うんぢゃろうが……」

「お、俺は思い出したぞ！」

「本当か!?」

　拓也はこの間ぶっ倒れて、保健室に運ばれた時に見た夢のことを告げる。

　しかし美雨の表情は曇る。

「……うーん」

　美雨はかぶりを振った。

「駄目みたいぢゃ」

「どうして!?」

「一番大事な記憶が戻らなくては意味がない。そもそもおぬしが思い出しておれば、今日のように妾の存在が薄くなることもありえぬし」

「……一番大事？　なんだよ、それ……」

「それが分かれば苦労はせぬ」

　美雨は肩をすくめた。

「どうしてそんな他人事なんだよ。消えちまってもいいのか!?」

「……正直言うが、妾はそれを覚悟して帝都まで来た。結果、おぬしはなんだかんだ妾を受け入れてくれた。これは喜ぶべき誤算……。これ以上、望んではバチが当たる──そうは思わぬか？」

「バチって……お前がバチを当てる神様だろうが。第一、お前がいなくなったら、うちの神社はどうなるんだよ!?」

「安心せい。妾が消えれば、今妾の力を分け与えて神社を守らせている眷属のうちの誰かが跡を継ぐ。影響はないんぢゃ」

「だ、だからって……消えるんだぞ？　怖くないのか!?」

「おぬしと過ごせた日々があるからのう。まあ消える前に舞台に出たいんぢゃが、どうなるのかのう……」

「……消えたらどうなるんだ？　他の奴らはお前のことを……」

「元より存在しない者として処理されるから、覚えている者はおらんぢゃろう」

「俺は？　俺も忘れちまうのか？」

「ぢゃな……。ぢゃが、それは仕方がないこと。どだい無理を押し通しておるんぢゃから。──さあ、冷める前に食べようぞ！」

　美雨は嬉々として言った。が、拓也はとてもそれどころではなかった。




　拓也はまんじりともできなかった。

　隣の美雨はぐっすりと眠っている。

（まだ思い出せてないこと？　俺は何を忘れてるっていうんだよ……）

　どれほど記憶を搾り出そうとしても、頭は真っ白なまま。

　このままでは美雨が消えてしまう──それは考えたくなかった。

　こんな気持ちが芽生えること自体、拓也の心が大きく変化したということ……。

（……だからってどうすりゃいい？）

　これ以上に思い出さなければいけないことが本当にあるのか？




「──先生っ！」

　拓也ははっと我に返った。

　目の前には教頭。

　どうやら職員会議中にぼけっとしてしまったらしい。

「最近、演劇の稽古をされているそうですが、あくまではあなたは教師なんですよ。本業を疎かにして生徒の模範から外れるような真似は厳に謹んでいただきたい」

「……す、すいません」

「では続きを。次の文化祭ですが。いよいよ今週末に──」

　はあとため息をつく。




　会議が終わり、次の授業が特に入っていなかった拓也は、頭を切り換えるために外の空気を吸おうと廊下に出る。

　と、足音が後ろから近づく。

　振り返ると、同僚の女性教師だった。

「島津先生。どうかなさったんですか？」

「あはは、まあ……ちょっと」

　拓也は照れ笑いを浮かべて、誤魔化す。

「悩み事ですか？　お話くらいは聞きますよ？」

「それじゃあお言葉に甘えて……一つ聞いてもいいですか？」

「はい。私に答えられることなら」

「思い出したい記憶があるのに、思い出せない時ってどうします？」

「……スケジュールを確認するとかそういうことですか？」

「そうじゃなくて子どもの頃の思い出とか……。でもその手がかりがない時に……」

　自分で説明していて何を聞いているんだと、呆れてしまう。

　しかし女性教師は真剣に考えてくれたようで、

「私なら、とにかく昔のものを見ますね」

「アルバムとかってことですか？」

「まあ手っ取り早いのはそうですね」

「なるほど」

「少しは参考になればいいんですけど」

「いや、参考になりました。ありがとうございます！」

　拓也は礼を言って、その場を後にした。




　拓也はその日の稽古をキャンセルし（美雨にはぎゃんぎゃん文句を言われた）、自宅に戻る。

　そしてベッドの下にしまい込んでいた段ボールを全部引っ張り出し、中を検あらためて小さな頃に関するものを片っ端から調べる。

　アルバムを開いて見るが、母親と一緒に写ったものはあるが、母が亡くなってからの写真はまったくない。

　段ボールの中身を全部ぶちまけて、美雨と関係がありそうなものを探すが──。

「くっそぉぉぉ！　どうして何もねぇんだよおおおおお！」

　汗だくになった拓也は叫ぶしかない。

（まじでやばい……）




「──拓也、こらあああああああ！」

　帰宅するなり、美雨は怒鳴った。

「な、なんだよ。いきなり……」

　夕食を作っていた（ちなみに今日はピーマンの肉詰め）拓也はびっくりした。

「何、ぢゃない！　せっかくの妾との思い出作りをなぜサボるんぢゃ!?」

「……仕方ないだろ」

「なく、なああああいっ！　わざわざおぬしとの思い出を作りたいと思ったから、演劇に誘ったのにぃ。おぬしがいなければ意味がなかろう!?」

　美雨はかなりおかんむりだった。

「わ、悪かったよ」

「ふん、聞く耳持たぬっ」

　そう言いながらも、その耳はピクピク動いて、拓也の方に向いているし、ピーマンの肉詰めが焼ける美味しそうな匂いに釣られているのか、鼻がひくひくと動いていた。

「そんなに怒るな。……その、緊急に仕上げなきゃいけない仕事があったんだよ」

「ふーんっ」

　ジトーっとした眼差しを向けられてしまう。

「もうこんなことはないようにするから。な？」

「……分かったのぢゃ。おぬしは大人で教師。やることもあろう……。ぢゃが、妾は寂しいのは、嫌ぢゃからな？」

「分かった」

「ぢゃあ、許す！」

　美雨は朗らかに微笑んだ。




　そして、美雨との記憶を思い出す術が見つからないまま、あっという間に文化祭当日を迎えてしまった。

　拓也は朝食を作りながらため息を漏らす。

（結局、何も思い出さないまま今日を迎えちまった……）

　今日にいたる間も、教室でも美雨の存在を認識できなくなる生徒が時々いたり、美雨の名前を周りが言えないことがたびたびあった。

　美雨はそれでもまったく気にしていなかった。

「おはようなのぢゃ！」

「おはよ……」

　半透明な美雨の姿に思わず息を呑んだ。

　だが数度の瞬きの後にはいつもの美雨に戻る。

（……進んでるってことか）

「どうかしたのぢゃ？」美雨は小首を傾げる。

「い、いや。なんでもない。いよいよ本番だな。気合い入ってるか？」

「もちろんぢゃ！　妾は主役！　それよりおぬしが台詞を噛まないことを祈るばかりぢゃ」

「……それを言われるとなー。あははは……」

　リハーサルの時も何度か噛んでしまったことを考えると、少し怖い。

「──そうだ。本番までちょっと時間あるだろ。その間に二人で校内の出店なんかを回らないか？」

「本当か!?」

　美雨は目をキラキラさせて、口元を綻ばせる。

「ああ。本当だ」

「嬉しいぞ！」

　美雨が、拓也の首に腕を回して抱きついてくるのを抱き留めた。

　近い将来この温もりが、この存在が失われるかもしれない──いや、このままでは失われる……それを考えると胸の奥がどうしようもなく切なくなってしまう。

「……拓也。大丈夫ぢゃ。今はまだ妾はここにおるぞ」

　美雨が心を読んだかのように囁いてくる。

「……だな」

　拓也はこみ上げるものをこらえ、頷く。

「それじゃ、朝の九時にお前の教室に行く。絶対に行くからな」

「分かったのぢゃ！　遅れるなよ！」

　そうして後ろ髪を引かれながら離れる。

　拓也は無理矢理に笑顔を浮かべた。

「それじゃメシにするか」

「うむ！」




　美雨は教室で、まだかまだかと拓也を待っていた。

　同級生たちが一緒に回りましょうと言うのを、先約があるとやんわり断っているうちに教室に残っているのは、美雨一人きりになった。

　時刻は九時を過ぎてしまった。

（遅いのう。何をしとるんぢゃ。遅れるなと釘を刺したのにィッ！）

　劇があるのは午後二時。自由に行動できる時間はわずか。

　と、人の気配を感じてそちらを見れば、

「……先輩？」

　すぐに頭を切り換える。

　そこにはいつか、美雨を体育館裏へ引っ張り込んだ三人組がいた。

「ちょっといい？　劇のことで緊急の打ち合わせがしたいって津田が呼んでるわよ」

「分かりました」

　立ち上がった美雨は三人についていく。と、なぜか階段を上がろうとする。

「部室ではないんですか？」

「部活棟は文化祭の間は立ち入り禁止なの。来て」

「はい」

　そしてしんと静まり返った特別教室が集まった四階、その一室へ案内された。

「津田部長は？」

　キョロキョロしていると、三人が美雨を押さえてくる。

「ちょ、ちょっと何するんですか!?」

　美雨は訳が分からなくなっている間に、掃除用具を入れるロッカーに押し込まれてしまう。

「や、やめて下さい！　いやあ……っ！」

　さらにロッカーが倒された。その衝撃で頭を強かに打ってしまう。

　三人組が吐き捨ててくる。

「あんたみたいな目立ちたがり屋が調子に乗るからこうなるのよ！」

「そうよっ。身の程を知るのねっ」

「これでうちの演劇部は大恥かくでしょうけど、全部、あんたのせいだから！」

　慌ただしく足音が遠ざかっていく。

　美雨は必死に藻掻くが、どうやら扉部分が床側を向いて倒れてしまったせいで開けられない。

（こ、これくらい妾に神通力さえあれば……！）

　しかし存在そのものが不安定な今の状況では、とても無理だ。

「拓也ァァッ！　助けて欲しいのぢゃぁぁ！」

　しかし、どれだけ叫んでも、応えてくれる声はなかった。




（あああ、くそ。遅刻するなんて！）

　拓也は職員室を出るなり、ダッシュで美雨の教室に行ったが、誰もいない。

　通りかかった一年生に聞いたが、ついさっきまで教室に残っていたのを見たが、後は知らないらしい。

　礼を言って、あちこち見て回るが見つからない。

「あいつ、どこに行ったんだ？」

　そうだ、とポケットから鈴を取り出した。

　チリンッ……。

　その鈴の音に従い、階段を上がっていく。

　文化祭で賑わう校内を縫うように進み、四階へ。

（ここ？　こんなところに何しにきたんだ？）

「おーい。美雨ー。いるのか！」

　声を掛ける。

　鈴の反応は空き教室で一際大きくなった。

　と、そこでは不自然に倒れたロッカーが。

　鈴の音色は一際大きくなった。

　ロッカーを起こし、扉を開ける。

「美雨！」

　何度か声をかければ、美雨がその円らな瞳を開く。

「拓也ぁ……遅いぞぉ……。待ちくたびれたんぢゃぁ……」

　美雨の顔色は真っ青で、目元には深い隈ができていた。

　身体からも力が抜け、ぐったりしていた。

　拓也は美雨を抱えて保健室に直行する。

　養護教諭はちょうど席を外しているらしかった。

　拓也は美雨をベッドへ寝かせる。美雨は半透明になったり、存在をくっきりさせたり……まるで命の光が明滅を繰り返しているかのようだった。

「待ってろ。絶対、お前を消させたりしないっ！」と懸命に声をかけ続ける。

　大切な記憶を思い出せない拓也には、それくらいしかできなかった。

「……ふふ、ありがとうなのぢゃ。その気持ちだけで妾は……」

「神だろうが！　そんな簡単に諦めるなっ！」

　美雨は笑った──しかし実際は、頬が少し引き攣る程度だった。

「……神は、人間ほど悪あがきはできんのぢゃぁ……」

　と、美雨は結びの鈴の片割れをそっと差し出してくる。

「なんだよ……」

「これ、おぬしに持っていて欲しいんぢゃ」

「おい、そんな形見じゃあるまいし……」

「形見ぢゃ。妾のことはおぬしの頭から消え去るぢゃろう……。それでもこれは。──拓也、頼む……受け取ってたもう」

「……分かった」

　拓也は下唇を噛みしめ、美雨から受け取った。

　そして自分の鈴と合わせる。それを見た美雨は今度こそ、ちゃんと微笑む。
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「妾たち、お似合いぢゃな」

「当たり前だろ。俺たちはこの鈴みたいにお似合い──って、おい、ちょっと待て！」

「……何ぢゃ。風流を解さぬ男ぢゃのぉ……。別れの時くらい、もうちっと感傷に浸らぬか……」

「お前、俺が持ってるこの鈴、どこから持ってきたんだ？」

「そんなことどうでも……」

「大切なことだ！」

「……お菓子の缶に入ってたんぢゃ」

「それ、どこにある！」

「教室の妾の机に……」

「なんでそんなところにあるんだ!?」

「おぬしが子どもだった頃が、懐かしかったからのう。肌身離さず、持っておきたかったんぢゃ」

「待ってろ！　俺が戻るまで消えるんじゃねえぞ！」

　叫ぶや、拓也は保健室を飛び出した。

　一年の教室に直行し、美雨の机を覗き込み、お菓子の缶──子どもの頃、母親に宝箱にしなさいと言われていたものだ──を引っ張り出す。

　いつしかこの缶の存在も忘れてしまった。いや、母親を思い出すから見ないようにしていたのだ。

　缶の蓋を開ける。

　中には石ころがゴロゴロと入っていた。

　中身を机の上にぶちまけると、半分に折られた画用紙を見つけた。

　下手な絵だ。

　一人は子ども。もう一人は銀色の髪に狐耳にふさふさの尻尾を持つ、白い衣装に身を包んだ女性。

　子どもが女性にキスをしている。

　と、頭の中に映像が立ち上がった。




　拓也は結びの鈴に目を輝かせる。

　──これで、僕たち結婚できるの!?

　──そうぢゃな。ぢゃが、よいのか？　妾は狐ぢゃぞ？

　──いいよ。だって大好きなんだから！

　──にゃはははは……。なんだか……こそばゆいのう。

　──じゃあ、キス！

　──きすぅ？

　──唇をくっつけるの。テレビでやってたから。僕たちは幸せになりますって言ってからキス！

　──ほぉほぉ。唇を押しつけ合う……接吻ぢゃな。よかろう。では……！

　──待って。幸せになりますって言うの。

　──ふむぅ。分かった。妾はおぬしと永久に幸せに添い遂げるぞ！

　──僕も美雨といつまでも幸せに暮らします！

　チュッ、と優しく唇を触れ合わせる。




　完全に思い出した拓也は保健室に急行した。

　美雨はまだ存在を保っていた。

「俺は美雨といつまでも幸せに暮らします！」

　すると、美雨から眉を顰められてしまう。

「突然大声を上げるでないぞ。……びっくりするではないかぁ」

「おいおい！　美雨、お前、透けてないぞ!?」

　美雨は自分の身体を見る。

「……本当ぢゃぁ。拓也、妾とのことを思い出してくれたんぢゃな……嬉しいぞ！」

　美雨は起き上がろうする。

「おい、無理は……」

「もう妾は消えはせぬ。であれば何を恐れるようなことがあろう！　それに何より」

「何より？」

「文化祭を愉しむ時間が残り二時間あまりしかない……いや、舞台のことを考えると、一時間ぢゃ！」

「っていうか、お前を閉じ込めた犯人は……」

「あれは妾に力がなかったから避けられなかったのであって、今の存在感十倍マシマシの妾にとっては蚊ほどの脅威でもない！　ぢゃーかーらー！」

「分かった。行こう」

「よいぞ、よいぞ！」

　美雨は頷いた。




　生徒や一般のお客さんで校内は大賑わいだった。

　その中で選んだのはお化け屋敷である。

　美雨はそのおどろおどろしい雰囲気に、目を輝かせた。

「おぉ！　面白そうぢゃ！」

「まあお前がいいなら、いいんだけどさ」

「怖かったら、いつでも妾にくっついてよいからなぁ。なにせ妾は神ぢゃもん！」

「はいはい」

　中に入ると通路が暗幕で区切られていて、予想以上に暗かった。

　それに妙にひんやりした空気が足下をくすぐる。

「おぉ、暗いのぉ。雰囲気が出ておるのう？」

「神なんだから、幽霊とか怖くないだろ」

「ふむぅ。幽霊とか見たことないからのぉ」

　美雨は辺りをキョロキョロする。

「それにしても暗いだけで何も……」

　突然、暗幕を頭からかぶった人が「ぬあぉぉぉ！」と呻きながら飛び出してくる。

「ぎいいああああああああああ！」

　さすがに拓也も驚いたが、それ以上に驚いたのは美雨。

　獣じみた悲鳴まじりに、拓也にぎゅっとしがみついてくる。

　驚かして満足したらしく、お化け役はさっと引っ込んでいく。どうやらそこが暗幕と暗幕の境目になっているらしく、いつでも飛び出せるようになっているらしい。

　美雨は目をぎゅっと閉じたまま、小刻みに身体を震わせている。耳が中折れし、尻尾が縮こまっていた。

「……おい、美雨。もう大丈夫だぞ」

　美雨は恐る恐る目を開けた。

「ほ、本当かえ？」

「ああ」

　それが本当だと分かった美雨は拓也から距離を取ったかと思いきや、咳払いをする。

「……まあなかなか驚いたのう」

「いやいや、思いっきり驚いて……」

「驚いておらぬ！　妾は神ぞ。こ、こんなもので怯えるなど……」

「うわ！」

「うぎっやあああああああ！」

　拓也が後ろからそっと驚かせば、美雨は悲鳴を上げた。

（怪獣映画に出てきそうな叫びだな）

　それからも美雨は驚かされるたび大きなリアクションを取り、驚かし甲斐のある客になった。

　ついには半泣きになって腰が抜けてしまったらしく、美雨を背負いながら教室から出ることに……。

「わ、妾は怖くない。決して怖がってなどおらんぞぉ……」美雨は譫うわ言ごとのように呟く。

（どれだけ負けず嫌いなんだよ！）

　しかしそんな美雨が微笑ましかった。




　美雨と休憩がてら立ち寄ったのは、動物喫茶。

　ウェイトレスが獣耳や尻尾をつけながら配膳に励んでいる。

「ふむぅ。あれらは偽物ぢゃぞ！」

　席に着くなり、美雨は警戒心剥き出しで言った。

「見よ。あの硬い尻尾と耳を。周りの音を拾うつもりも何もない構造ぢゃ。あれは人ぢゃ！」

　そう鼻息荒く力説した。

　拓也は苦笑する。

「分かってるって。そういうコンセプトの店なんだから」

「むぅぅぅ。生き物で遊ぶとは許せぬ！」

　と、そこへ。

「いらっしゃいませ。メニューはお決まりでしょうか！　コン！　コン！」

　注文を取りに来たウェイトレスは狐耳。

　その途端、美雨の目が胡乱になった。

　拓也がメニューを見せる。

「おすすめって何？」

「あ、このショートケーキはおすすめですよ」

「それじゃあ……」

「喝っ！」

　美雨の唸りに、拓也たちはびくっとしてしまう。

「おい、どこの神格か知らぬがなあ、拓也に気安いぞ!!」

　美雨はテーブルから身を乗り出して、ぐいぐいっとウェイトレスを押して、拓也から遠ざけようとする。

「お、お客様!?」

「むうう。ぬしはどこぞの神格ぢゃ！」

「へ？」

「へ、ぢゃないぞ。妾は朝廷より官位を戴いてる。おぬしは見たところ、まだ年若いなあ。神格を有してすらおらぬっ！」

「あ、あのぉ……」

「それが貴狐銀美雨売姫に逆らうとは何たる不敬！　何たる不遜ッ！　荼だ枳き尼に天てんが許してもこの妾は許さぬぞぉぉぉぉぉ！」

「ひっ、ひいえええええええええええ！」

　美雨は激怒しつづける。

「妾は数千年を生きる御倉神社の神体──むぐぐうっ!?」

　美雨の口を塞いだ拓也は早口で、「ショートケーキ一個、それから紅茶二つ！」とまくしたてた。

　ウェイトレスは逃げるように去っていった。

「……お、お前なぁ」

「偽物に思い知らせただけぢゃもん！」

　勝利を誇るように胸を張るのだった。

（もうしょうがないな）

　これについて話をするのはやめて、話を変える。

「……お化け屋敷はどうだった？」

「あのお化け屋敷はまあまあぢゃなっ」

「まあまあってだいぶ怖がって、腰まで抜けてたろ」

「ちがうーのーぢゃ！　あれは怖かったのではなく、びっくりしたせいなのぢゃあ！」

「同じだろ？」

「ちーがーうぅー！」

　美雨は子どもっぽく頬を膨らませた。

　そこへさっきのウェイトレスとは別の少女が注文した商品を運んできたが、物を置くと逃げるように去っていった。

「ほら、ケーキ食べろ」

「うむっ！」

　美雨が不機嫌だったのも忘れてしまったみたいにケーキを頬張ると、口の周りがクリームでベトベトになった。

「ほら、口が汚れてるぞ」

　紙ナプキンで口を拭いてやる。

　美雨は嬉しそうに、「にゃはははは〜」と頬を緩めた。

「もぉ、世話したがりやぢゃなぁ。ぢゃが、妾は神であり、妻でもあるからな。うむうむ。お世話は嬉しいぞっ！」




　舞台袖で別の部がやっている催し物を眺める。

（やばい……。心臓が爆発しそうだ……）

　息も苦しい。

（演劇部の……っていうか、美雨のためにもしくじれん！）

　と、肩にそっと手が置かれた。

「！」

　美雨だった。彼女は白い上衣に、赤い袴という姿。それに美しい銀色の髪がよく馴染んでいて、その巫女姿は実に神秘的だった。

　美雨がにっこりと微笑んでくれば、それだけで別の意味で鼓動が跳ねてしまう。

　美雨が囁く。

「さあ、妾と一緒に深呼吸ぢゃ。すぅーはぁーすーはぁー」

「すぅーはぁー、すぅーはぁー」

　何度かそれを繰り返していると、忙しなかった鼓動もどうにかこうにか鎮まる。

　美雨が「どうぢゃ？」と聞いてくる。

「……ありがとう。助かった」

　うむうむ、と美雨は笑顔に。

　──続きまして、演劇部による〝ぎんぎつねと少年〟です。

　そうアナウンスが流れると同時に美雨は拓也に手を振って、照明の落ちた舞台へと駆けていった。




　夕暮れ時。昼間の喧噪も遠く、まったりとした空気の中、後夜祭が行われていた。

　運動場や体育館では生徒たちが文化祭が終わるその時まで全力で愉しもうと騒いでいる。

　拓也たちは校舎からその様子を眺めていた。

　秋の夕べは昼間と打って変わって冷える。

　それでも隣に美雨がいてくれさえすれば、寒さも気にならなかった。

　そんな彼女は舞台で使った時の巫女衣装だった。学校にいる間だけは余韻にひたりたいとこの格好でいたのだ。

「祭りもいよいよ終わりだな」

「うむ。舞台も店も楽しかったのう！　……何より、妾は今もこうして生きておる！」

　美雨は、拓也の左腕にぎゅっとしがみついた。

「すべてはおぬしのお陰ぢゃぞ！　この礼は奉仕という形で返そうぞ！」

　拓也は苦笑する。

「俺が忘れてたのが悪かったんだけどな」

「でもおぬしは妾を思い出してくれた……。ぢゃから妾は幸せなのぢゃ！」

　美雨はくるりとその場で回って見せた。衣装の袖や袴の裾が空気を孕んでふわっと舞い上がった。

（劇の主役がすぐ目の前にいる）

　さすがは元神──舞台袖で見とれてしまった。その主役が自分の目の前にいる。

　舞台に出て周りから美雨が注目を浴びる姿を見ると、胸の奥がモヤモヤした。

（これ、嫉妬なのか？）

「美雨……」

　西日が差した廊下。そのきらめきを反射した美雨の青い瞳はキラキラと星が瞬いているように、輝いていた。

　どちらからともなく引き寄せられるように唇を重ねる。

「んんっ……」

　美雨は鼻にかかった声を漏らした。彼女は耳をピクピク、尻尾をふりふりと揺らしながら、潤んだ瞳で拓也を見つめてくる。

「おぬしが欲しいっ！」

「俺も、美雨が欲しいっ」

　二人が連れだって向かったのは、いつも美雨が勉強をしている教室だ。

　しんと静まり返った教室に、拓也は自分の鼓動が響いてしまうのではないかと余計な心配をしてしまう。それくらい昂奮しているし、ドキドキもしていた。

　美雨を彼女の机に乗るよう、促す。

「拓也ぁ……脱がせて欲しいんぢゃぁ」

　美雨は頬を染めて恥じらいつつも、甘えた声でお願いする。

「分かった」

　拓也は袴の紐を解き、太腿辺りまで下げた。

　ぴったりと張りついたショーツが露わになる。

「いやらしい狐娘だな」

　拓也は両足を開かせて、股へ顔を近づける。

　匂いを嗅ぐと、仄かな汗の香りがした。

「ひゃうぅ！　ら、らめぢゃ。に、匂いを嗅いではぁっ！　あ、汗をかいておるんぢゃからぁっ……」

「そんなの俺だって同じだよ。それに、エッチをするってことは互いの匂いを嗅ぎ合うみたいなもんだろ？」

「ち、違うのぢゃぁっ！」

　下着をそっと指先で押せば、「ひゃンッ」と美雨が喘ぐ。

　その直後、ショーツのクロッチ面にじわじわっと黒い濡れ染みが浮いた。

「美雨、すっごくエッチだな」

「あんっ、と、当然ぢゃろぉ。おぬしが妾のことを思い出してくれたしぃ……んん、こうしておぬしと一緒にいられるんぢゃからぁ！」

「俺も一緒にいられて嬉しいぞ」

　拓也がショーツを膝下まで下ろせば、つーっと伸びた糸が切れた。

　銀色の蜜毛に縁取られた紅唇が、ヌラヌラと悩ましい照りを見せた。

　小さな孔がひくひくと小刻みに震えている。

「んちゅっ」

「ひあっ！」

　そっと陰唇に口づけをすれば、美雨はピクンッと両肩を小刻みに跳ねさせた。

　秘口からは、悩ましいフェロモンが立ち上る。

　秘裂へ舌を這わせれば蜜がこぼれ、尖らせた唇でヂュルルッとしゃぶった。

「ああああんっ！」

　肉唇をしゃぶりながら、陰核を甘噛みする。

　クリトリスは昂奮で勃起し、包皮から飛び出していた。

　柳眉を撓たわめ、涙ぐみ、身悶えた美雨はムチムチの太腿で、拓也の頭をぐっと挟み込んでくる。

「ひいぁあッ！　だ、駄目ぢゃぁっ！　ヒイイイインッ！　そんなにねちっこくしゃぶられると、ゾクゾクしてしまうんぢゃぁ！」

「美雨のおま×こ、ヒクヒクしてて可愛いぞ」

　右手人差し指をゆっくりと蜜孔へ挿入すれば、媚肉がギュッッと心地よく締めつけてくれる。

　指を一本増やして、一気に二本ずぶりずぶりと埋めた。

「ぁあああ！　ゆ、指が深くまでぇぇぇ！」

「美雨。見ろよ。お前のおま×こが、二本の指をあっという間に呑み込んじまったんだぜ？」

「ンンッ……そ、それを言っては、だ、駄目なのぢゃぁっ！　ひいんッ……恥ずかしいのぢゃ……ぁああんんっ！」

　指をゆっくり前後に動かせば、美雨は身悶えて背筋を緩やかに仰け反らせた。

　指を動かすたび、甘い柔粘膜がきゅうきゅうと伸縮を繰り返しながら、しゃぶってくれる。

　掻き出した愛蜜がぐぢゅぐぢゅと音をたて、トロォッと雫が垂れた。

　その悩ましい発情臭に、拓也は酔い痴れるような錯覚に陥ってしまう。

　さらに指を鉤状に曲げて優しく膣壁を擦る。

「ああああんっ！　ゆ、指が擦れるのぢゃぁあ！」

　美雨はビクンッと身体を弾ませた。

　そのたびに、彼女が腰掛けている机がガタガタと音を立てた。

「美雨も昂奮してくれてるみたいで嬉しいよ」

「アンッ……わ、妾もぉ、た、拓也が昂奮してくれて嬉しいのぢゃぁ！　ああんっ！」

「これで舞台の主役だったもんなぁ。エッチな主役だ」

「ひぁ！　え、エッチなのはぁ、拓也の前でだけぢゃぁ！」

　胎内で温められた蜜汁が指に絡みつき、雫が糸を引きながら滴った。

　この悩ましい締めつけがたまらず、ますます指を前後に動かす速度を上げる。

　そうしつつ、拓也はわざと音をたてて啜るのだ。

「ひいぁああっ！　た、拓也ぁっ!?」

「ちゃんと飲んでやらないと、な。こんなにエッチなお汁をたくさんこぼしてるんだからさ」

「ラメェッ！　ンンゥゥゥウッ……そ、そんなに音をたててぇ、飲まれひゃったらぁっ、お、おかしくなっちゃうぅぅ！　は、恥ずかしいのぢゃあああああああ!!」

　美雨は頬を染めて喘ぐ。

「美雨、恥ずかしがることないぞ。美雨がこうして俺で気持ちよくなってくれるだけですっごく嬉しいんだから！　俺は美雨がもっとおかしくなる姿が見たいんだ！」

　ヂュルヂュルッとしゃぶりながら、指を激しく前後に動かす。

「ひいあッ！　ああぁッ！　あひぃぃぃッ！　ラメ、ラメエエッ！　わ、妾、イクウゥゥッ！　わ、妾ぁ、変になっちゃうのぢゃあぁぁぁ！」

　美雨は自分の身体をぎゅっと抱きしめるように、頭の天辺から爪先までビクビクッと激しい痙攣に包み込まれ昇り詰めた。

「イクウウウウウウウウ……ッ!!」

　身悶えた果てに、プシャッと艶めかしい汁の飛沫を上げるのだった。

（うわ、潮!?）

「ひぃぁぁぁぁ……」

　涙目になった美雨は全身を脱力させて、ぐったりしてしまう。

「ンンンンッ……ら、らめぇっ……全然ラメなのぢゃぁっ……ひいッ……」

　美雨は嗚咽まじりに、肩で息をした。

　狐耳をしゅんと折れさせた美雨は、焦点の合っていない眼差しを向けてくる。

「美雨。平気か？」

「ま、またお漏らししてしまったんぢゃぁ。で、でもこれはおぬしで気持ちよくなった証拠なんぢゃもんね？」

「もちろんっ」

「んんっ……」と呻いた美雨が腕を広げる。

　拓也はそれに応えるようにぎゅっと彼女を抱きしめた。

「あん……た、拓也ぁ……っ」

　美雨は切ない声を漏らしつつ、拓也のテントを張ったズボンに触れてくる。

「うう!?」

　いつの間にか日が沈んでいた。

　美雨の青い瞳は、真っ暗な中でも冴え冴えとして映えている。

「こ、ここ……拓也の逞しくなっておるのぉ」

「あ、当たり前だろ？　誰のおま×こをしゃぶってると思ってるんだ？」

「妾のあそこで、そんなに気持ちよくなってくれて嬉しいぞぉ！　では、次は妾の番ぢゃ！　ほれほれ、ここに座るがよい」

　美雨は机からどいて、場所を譲った。

　拓也が座れば中腰になった美雨がチャックを解放し、雄々しい逸物をそっとすくい出した。

「うう……」

　美雨は天を衝かんばかりに屹立している男根をウットリとした表情で眺める。

「いやらしい匂いぢゃなぁ。んんっ……この匂いを嗅いでいるだけで、ゾクゾクしてくるのぢゃぁ」

　そうして指先を、その太さ、その硬さを計るように絡めてきた。

　軽くさすられるだけで、ゾクゾクしてしまう。

「あんっ……たった三擦り程度だというに、もう雫を滲ませおって……」

「美雨、早く咥えてくれっ」

　指先で撫でられ、さすられるだけで焦らされているような心地になった拓也は切なさいっぱいに求めずにはいられなかった。

「うむ。ではしゃぶってやろう」

　美雨はたっぷり優越感を漂わせて言った。




　青筋を浮かべ、ビクビクと戦慄く怒張。

　それを舐めるように窺う美雨は大きな口をいっぱいに開け、一息で頬張った。

「ぁあむぅぅっ！」

「うううう!?」

　かぶせた唇が、拓也の陰毛に触れるのも構わない勢いで、根元まで口に含む。

　拓也は下半身をビクンッと震わせれば、その切っ先で喉奥を突いた。

「んぐっ！」

　小鼻を膨らませて呻いた美雨だったが、吐き出さなかった。

　逞しい怒張だが、愛おしいばかりで苦しさなんて微塵も感じなかった。

　むしろこうして頬張ることにより、口内で切なげにビクビクと震えてくれる様に、胸の奥をキュンッとさせてしまうのだ。

　喉奥で膨張した亀頭冠の存在を覚えつつ、紅潮した目元で拓也を見つめる。

「んんぅぅぅ……拓也ぁ。おぬしのここ、元気いっぱいに妾の口の中で震えておるぞ？」

「ううう。み、美雨。や、やめろって。今喋られたら色々なところが擦れて……！」

「気持ちいいぢゃろ。おぬしがそうして気持ちよくなってくれることこそ、妾の悦びなのぢゃぁ」

　実際、彼の悩ましい表情を見るだけでついさっき熱心にしゃぶられた陰唇がヒクヒクと小刻みに震え、垂れた雫が内股を伝う。

「あああんっ……拓也のおちん×んの、すっごくいやらしい香りが、妾の口の中いっぱいに満ちてぇ……ンンッ……しゅっごくいやらしい匂いィッ……」

　美雨は目尻を緩め、唇をきつく窄める。

「うぉっ！」

　怒張で喉奥を突かれてしまう。

　しかし美雨は構わず頬をへこませながら、ゆっくりと顔を持ち上げた。

　ズルズルッと、美雨の唾液まみれになった逸物が露わになる。

　その間も元気なペニスはビクビクッと力強く震えていた。

　そうして再び根元まで呑み込んでいく。

「んぐぅぅっ！」

「み、美雨ッ！」

　唇を窄めつつ、ヂュルヂュルッと舐り回し頭を弾ませた。

　ヂュボッ！　ギュプゥッ！　グッポォッ！　ヌププッ！

　美雨の朱唇と男根が擦れるたび、淫らな音が間断なく弾ける。

　口内に我慢汁が染み出せば、青臭さが満ちていく。

　美雨は貪欲に陰茎を舐りつつ、しきりに尻尾をブンブンと振りまくった。

　自分は奉仕をしている側だというのに、恍惚とした気分になってしまう。

「ううう！　み、美雨ッ！」

　拓也が叫んだかと思えば頭をがっしりと掴まれて、しゃぶるよう強いられた。

「拓也ぁっ！」

　しかし美雨は怯まない。

　むしろ嬉々として、口内で戦慄く肉幹を甘噛みしつつ舐るのだ。

　ぐいぐいと頭を押さえられて濃厚なフェラチオを紡ぎながら、舌を絡め、全力で夫の股間を慈しんだ。

「み、美雨の口、俺のを搾り上げて……アアッ、やばい！　マジで、美雨の口、気持ちよすぎて……！」

　美雨の時以上に、激しく机をガタガタと揺らしてしまう。

「当然ぢゃぁ。妾はおぬしを愛しておるのぢゃ！　愛する夫を気持ちよくできるんぢゃったら、どんなこともやってみせるぞぉ！」

　美雨は嬉々として叫ぶや、根元からしゃぶり尽くさんと口唇愛撫で責め立てる。

　口の端よりこぼれた汁が、顎を伝って滴った。

　最初は勢いのよかった拓也もすっかり骨抜きにされ、もっとしゃぶって欲しいと甘えながら求めてきた。

　と、喉奥を執拗に押し上げていた陰茎が悩ましく引き攣り、さらに膨れ上がった。

「ングッ!?」

「み、美雨、ごめん！　俺……もう……っ！」

「出して、拓也ぁ！　わ、妾のお口におぬしの熱々のお汁を出して欲しいのぢゃぁ！」

　戦慄く男根から熱い子種が勢いよく迸る。

「んぐぐぐぐぐっ!?」

　灼熱の射精汁が喉を直撃しながら、ドロドロッと胃の腑へ落ちていく。

　カアッと下腹が燃え、恍惚とした陶酔感が昇ってくるや、美雨は首筋まで官能的に紅潮させる。

　美雨はぎゅっと力いっぱい目を閉じた。

「ふうぁあっ……ンンンッ……い、イクウッ！」

　美雨は飲精をしながら、呆気なく極まってしまう。

　頭の中が真っ白になり、身体が浮き上がるようなふわふわした浮遊感に全身を包み込まれた。

　全身の毛穴が開いて、汗が総身を流れ落ちていく。

「あぁあん……や、やっぱり、拓也の精液すごいぃっ……。の、飲んだだけで気持ちよくなっちゃったのぢゃぁ……」

　射精したばかりで過敏であろう男根を優しく解放した美雨は、呂律の回らない声で独りごちた。

「……お、俺も最高だった」

「あんっ。こんなにベトベトに汚れちゃってるのぢゃぁ……レロォッ！」

「うぁっ！」

　さっきよりも刺激は控えめに、しかし、ベロベロとアイスクリームを舐め回すように入念にしゃぶり、雄棹を綺麗にする。

「ん……これでよいのぢゃ」

「美雨っ。俺、もう……お前と……っ」

「あんっ……まさに以心伝心ぢゃぁ。妾も、欲しいぞ……」

「美雨！」

　ぎゅっと抱きしめられた美雨は促されるように机に手をつき、拓也に桃尻を突き出す格好にされた。太腿に絡んでいた袴は、足下に落ちていた。

「あん、拓也ぁ……ヒァッ！」

　拓也の逞しいものを待っていた美雨だったが、爪先から頭の方まで一斉に産毛が逆立つような震えが走り抜けた。

　拓也が尻尾を優しく撫でていたのだ。

「ひぁっ……た、拓也ぁ!?　何をしてるんぢゃぁ!?」

「いや、触って欲しそうに揺れてたからさ」

「さ、触ってはならぬぅぅっ！」

「すぐにイっちゃうから？　今さら、イくのを恥ずかしがることないだろ？」

「うぅぅぅぅ、し、尻尾はとにかく繊細なんぢゃもぉんっ！」

「悪かった。それじゃあ行くぞ」

「う、うむ！」

　美雨は三角耳をピクピクさせながら頷いた。

　勢い込んだ拓也が、腰を押し出してくる。

　ヂュブヂュブゥゥッ！

「ひいいあああああああンンンッ!!」

　膣内深く雄々しい男根が根元まで埋没するや、美雨は目から火花が出るようなオルガスムスを覚え、悶絶した。




　美雨の胎内はいつも以上にヌルヌルと潤んでいた。

　熱々の火照った秘壺に根元まで挿入した途端、肌が粟立ってしまう。

　美雨のふさふさ尻尾がぶんぶんと大きく揺れた。

「美雨のおま×こ、ぎゅうぎゅう俺のを締めつけてるぞ！」

「ああんっ！　き、決まっておろうぅ！　お、おぬしの逞しいおちん×んを感じておるんぢゃぞ!?」

「子宮も下りてきてるしなっ！」

　拓也は亀頭冠で最奥を押し上げた。

「ひいぁああんっ！」

　しんと静まり返った教室内に、美雨の悦びに酔い痴れた声が響き渡る。

「おい、美雨。そんなに声を上げたら誰かに聞かれるかもしれないぞ？」

「っ!!」

　美雨は今さら気付いたように、両手で口を押さえた。

　拓也はわざと喘ぎを上げさせようとするかのように抽送を紡ぐ。

「んんっ……んぅぅっ……ぁあっ……はぁっ……ンンッ……」

　美雨は悩ましげに柳眉をたわめながらも必死に声を我慢するが、拓也が腰を躍らせるたび、殺しきれていない喘ぎが漏れていた。

　拓也は最初はゆっくりとしたグラインドを紡ぎ、浅瀬を擦る。

「あんっ……た、拓也ぁっ、ヒイッ、ら、ラメェッ……声、漏れちゃうのぢゃぁっ」

「駄目だって。声を我慢しないと。貞淑な奥さんにはなれないぞ」

　そう言いながらも拓也は、美雨のピクピクと動いている左耳を優しく揉んだ。

「ひいぁああああああッ！」

　美雨は不意打ちの愉悦に、こらえきれなかったように叫ぶ。

「そ、そんなに意地悪なことされちゃうとぉ、妾ぁ、声が我慢できないィッ！　て、貞淑な妻にならずともよいのぢゃぁ！　おぬしもエッチなのぢゃから、妾もエッチになるんぢゃぁ！」

　美雨の柔らかな毛並みの耳を指先で撫でながら、内側部分をくすぐるようにまさぐった。

「ひぁっ……だめえッ！　び、ビリビリ痺れてェェッ……お、おかひくなっひゃうぅぅぅ！　耳、いやなのぢゃぁあ……っ！」

　美雨は半ば呂律の回らない声で必死に訴える。

「美雨の耳、フサフサして気持ちいい。もうずっと触っていたくなるなっ」

「そんなの無理ぢゃぁ。ず、ずっと触られていたらぁ、お、おかひくなっひゃうのぢゃああああ！」

　内側へ指を突っ込むように指でいじったり、撫でたりする。

　そのたびに気持ちよさそうに耳がピクピク動く。

　美雨は涙目で、身悶えた。

「ひいいいいッ……だ、駄目ぢゃぁッ！　アアアアアアンッ！　お、おかひくなってぇ……ああああ、イクウウ……ッ！」

　美雨はたちまち昇り詰めた。その拍子に膣圧が高まり、無数のヒダヒダが勃起肉へ吸いつき、子種を貪欲に求めてくる。

　美雨は拓也と一つになっている部分からネットリとした蜜汁をちびらせながら、「ひぁぁぁああン」と切なげに嗚咽し、目には涙をいっぱいに溜めていた。

「い、いってるのぢゃぁっ。もう、らめぇっ！　耳、おかしくなっひゃうっ……頭が爆発しちゃうのだぁっ」

「爆発しろ。それくらいお前が感じてくれると、俺は嬉しいんだっ！」

「ラメエッ！　そ、そんなのぉ……ヒイインッ！」

「おま×こを気持ちよくして欲しいんだなっ。俺のドロドロの精液を子宮で受け止めたいんだなっ」

「欲しいぃっ！　う、受け止めたいんぢゃあぁっ！」

「正直な妻は好きだぞ！」

　拓也は美雨の左足を掴むや、持ち上げさせた。




「あああン!?」

　美雨が目を見開き、上半身を仰け反らせた。

　唯一接地しているのが右足だけだったが、それだけではこの状況下で全身を支えきれず、身体の芯に届かんばかりに深く突き刺さっている勃起肉に腰掛ける格好になってしまう。それにより、挿入感が深まった。

　今にも口から男根が飛び出さんばかりの挿入感に、目を白黒させてしまう。

　拓也はその状況で息もつかせぬ抽送を繰り出してくる。

「ひぁッ、あひぃいッ、だめッ！　だめえなのぢゃぁ！　そ、そんなに妾の膣内をグチャグチャされてしまったら、こ、壊れてしまうんぢゃぁ！」
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　美雨は巫女服の中の豊満な胸をぶるぶると震わせ、よがった。

「でも気持ちいいんだろ？」

「そ、そうぢゃが、もっと普通な格好がイィのぢゃぁ！」

「そんなこと言いながら、耳も尻尾も嬉しそうにピクピク揺れっぱなしだぞ！」

「そ、そんなことないのぢゃ！　わ、妾はぁ……ひいああああああ!!」

　快美電流に身体を貫かれるショックに、身を打たれてしまう。

　拓也が尻尾を触っていた。少し強い力で掴んだ上、尻尾を扱き立ててくるのだ。

「ひいああああああ！　ラッメラメラメエエエエエエエエ！　イクッ！　い、イクのが止まらなくなってしまうのぢゃあああああああ!!」

　全身の血が沸騰し、脳髄が焼き切れてしまいそうなほどの強烈な愉悦に、美雨は息をすることもままならず、涕泣を上げてしまう。

「クッ。おま×こがまた一段と締まったぞ！　美雨っ……どうだ。神から人になって後悔してないかっ。いやらしい顔をさらし、おま×こ汁をお漏らしさせてるけど、人間になって後悔はないかっ!?」

　美雨はヒイヒイと呼気を引き攣らせながら応えた。

「後悔なんてないのぢゃぁ！　わ、妾は幸せなのぢゃぁ！　おぬしにこんなにまで気持ちよくしてもらって幸せぢゃぁ！　か、神の頃にはこんな気持ち、知らぬぅっ！　あの頃は拓也のおちん×んを受け入れることなんて思いも寄らなかったのぢゃあ！」

「美雨ッ！」

　拓也が切羽詰まった声を上げたかと思えば、体位に変化が起こる。

　繋がったまま、不意に美雨は仰向けにされ、正常位で交わる格好になった。

「拓也ぁあ……ンンンッ！」

　向かい合う格好になるや、唇を奪われた。

　呼吸をする暇も与えないという貪欲な意思を感じさせる勢いで舌で掻き混ぜられながら、パンパンッと腰を打ちつけられる。

　さらに白い上衣を優しくはだけさせれば、汗まみれの豊満な胸が勢いよく飛び出す。舞台でたくさんの観客を魅了した主役だが、拓也の目の前では淫らな狐娘。

　乳首は真っ赤で、勃起乳首は痛そうなくらい張り詰めていた。

「お、おかしいのぉ。妾たちは人間ぢゃのにぃ、け、ケダモノみたいな行為でよがってしまうなんてぇ！」

「おかしいか？　俺はおかしくないと思う。に、人間だって好きな相手を目の前にしたら頭が馬鹿になって、普段はやらないようなことをするし、ケダモノにでもなんでもなるもんなんだっ！」

　胸をぎゅうぎゅう握りしめられながら、さっきよりも余裕の失われたストロークの短い律動が子宮を責めてくる。

「はぁっ！　あああンッ！　ひいいいいッ！　ぶ、ブスブス刺さりゅぅッ！　ふ、太いのがぁ、わ、妾の子宮を押すゥゥゥッ！」

　美優は銀髪を振り乱し、神でも人でもない、ケダモノになって愛する人との性交に我を忘れ嗚咽する。

「オオオオオッ！　オオオオオオオオッ！」

「美雨ゥッ！」

　胎内に深く突き立った肉の楔が膨張する。愛液まみれの男根が打ち震え、己の存在感を美雨の子宮口に刻み込むように生々しいほどに触れ合う。

「た、拓也ァッ！　も、もうぅぅ、わ、妾、ダメエェッ！　く、狂ぅんぢゃぁっ！　ヒイイッ……でももう一人でイくのは嫌ぢゃ！　一緒にィィィィィィィ！」

「一緒にイくぞ！」

　深い場所に達した男根が弾け、灼熱の子種汁を下腹めがけ注ぎ込んでくる。

　ビュルゥッ！　ドピュッ！　ビュルルルルッ!!

　一方的に達し続け、虚しい痙攣ばかり紡いでいた媚孔を癒やされると同時に、頭の中が真っ赤に塗り潰されてしまう。

「イクッ！　イっちゃうぅぅッ！　拓也の熱々の精液で、ひいいい……頭が変になるくらい、幸せになるんぢゃぁぁ!!」

　美雨は全身を痙攣させ、嬌声を上げて昇り詰めた。

　拓也もまた一滴残らず胎内に吐瀉しながら、荒い息を吐き出す。

「はぁっ、あっ……ぁあっ……んんっ……」

　美雨は汗だくの総身を震わせたかと思えば、引き攣る淫口からゴポポッと、泡立った子種汁を逆流させた。

　美雨は焦点の合わない眼差しで呟く。

「しゅっ、しゅごかったのぢゃぁ……」

「俺も、すごかった……」

　美雨は潤んだ目を向けてくる。

「妾たち、本当に身体の相性がすごいのう！　運命のあべっくぢゃなぁ！」

「アベックってさすがに言い方が古いだろ……」

「古くないぞぉ！　つい、五、六十年くらい前に聞いたぞ！」

　美雨は「ほれ、妾は人に馴染むのがうまいからのう」と自信満々。

　拓也は苦笑しつつ、

「──そうだ。これ。返しておく」

　鈴の一方を渡した。保健室で受け取ってから返すタイミングがなかったのだ。

　美雨はにこりと微笑み、受け取った。

「おぬしの鈴も貸すのぢゃ」

「どうして？」

「いいから、早う」

　拓也の分の鈴を受け取った美雨は、二つの鈴を合わせる。

　と、ほのかな光が現れ、それが消えると、分かれていた鈴は一つになっていた。

　紅い紐の先で、寄り添うように二つの鈴がある。

「妾たちはもう離ればなれにはならぬ。ぢゃから、この鈴はもういらぬ」

「そうだな」

　拓也はそっと唇を重ねた。

「にゃはは♡」











エピローグ　未来、光り輝く狐の嫁入り









　文化祭から数日後の朝。

　いつものように一緒に朝食を食べていると、拓也が言う。

「……美雨。今日は一緒に行くか？」

「どこへぢゃ？」

「どこへって……学校だよ」

「本当かぁっ!?」

　美雨はぱあっと表情を明るくさせ、身を乗り出した。

「嬉しいぞぉっ！　ハーゲンダッツをやろうぞっ!!」

「いやいや別にいらないから。……それにしたって、ちょっと大袈裟じゃないか？」

「ちっがーう！　違う違う違うのぢゃぁ！　妾がおぬしと共に学舎へ行くことにどれほど焦がれていたかぁ！　これで妾たちはもーっと愛し愛される関係になれるのぉっ！」

「……そんなに喜んでくれるならよかったよ」

「当たり前ぢゃ！　さあ、早う食べ終わるのぢゃ！　早く行こうぞ！」

　美雨は子どものように、ニコニコしながらはしゃいだ。

　その姿に拓也の口元は自然と綻んだ。




「早くぅ！　早くぅ！　急ぐのぢゃぁ！」

　拓也が玄関の鍵を閉めていると、美雨に急かされてしまう。

「分かった分かった。今行くって」

　いざ外に出ると、日射しの眩しさに目を細めた。

「気持ちいいのう！　さすがは妾たちの記念すべき日ぢゃ！　のう、拓也ぁ！」

「お、おい！　さすがに腕を組むのは駄目だって！」

「えぇぇ！　なんでぢゃぁ！　学校であれやこれやした仲ぢゃろうにィッ！」

「やめないと、もう一緒には行かないぞ」

「ぶぅ」

　美雨は唇を尖らせた。

「どうするんだ？」

「わ、分かったのぢゃぁー」

　美雨は渋々と腕を放した。

　しばらく歩いたところで、拓也は鼻先に冷たい感触を覚えて空を仰ぐ。

　すると針のような雨粒が真っ青に晴れ渡っているはずの空から、ぽつぽつと降ってきていた。それも雨足がだんだん強くなる。

「美雨、こっちだ！」

　美雨の手を引いて飛び込んだのは神社。鬱蒼と茂った木陰に移動する。

　日射しを浴びてキラキラ光る雨粒が、乾いたコンクリートをみるみる濡らしていく。

　会社員や学生たちが、カバンを頭に乗せて駆けていく姿が見えた。

「お天気雨って、狐の嫁入りって言うんだよなぁ」

「うむ！　どこぞの狐が結婚式を挙げておるのぢゃっ。これはめでたいぞっ！　──そう羨ましい顔をするでないっ。妾たちの婚姻の時も見事なお天気雨を降らせようぞ！」

「よろしく頼むな」

「うむ？」

「なんだよ、その顔……」

　美雨は鳩が豆鉄砲を食らったと言っていいような、きょとんとした顔をしていた。

「おぬしのことぢゃから、婚姻など……と言うのかと思ったのぢゃ」

「なあ、美雨。俺……神社に戻ろうと思う」

「と、突然どうしたんぢゃ？」

「お前との記憶を全部思い出してから、そのことをずっと考えていて……。俺、お前とずっといたいと思ったんだ。それにはやっぱり神社にいるのが一番だろ？　だから教師を辞めて、オヤジの下で修行する。神職の資格は大学の時に取ってあるし──」

「うーむ……」

　美雨は難しい顔をする。

「なんだよその顔。……喜んでもらえると思ったんだけど」

「いや、喜んではおるんぢゃぞ？　すっごく嬉しいぞ！　……ぢゃがぁ」

「どうしたんだ？」

「……ぢゃってー……帝都は楽しいのぢゃ」

「は？」

「帝こ都こは色々なものがあるぢゃろ？　……まあ、おぬしが妾のことを認識してくれたから無理して戻らんでもよいぢゃろうし。妾が卒業してから戻るのもよい、と思ったんぢゃ」美雨はチラチラと、拓也を上目遣いに見る。

　拓也は苦笑してしまう。

「お前、神様のくせに煩悩にまみれすぎだな！」

「今の妾は人間ぢゃ！　お腹は空くし、欲望だってあるんぢゃ！　聖人君子ぢゃないんぢゃぞ？　……それにもし妾が木ぼく石せきのようだったら、おぬしの愛の告白にドキドキしたりせんかったもん……」

「分かった。それじゃあ、お前が卒業してからまた考えるか」

「うむ！　それがよいぞっ！」

　美雨は嬉々として頷き、そして外に飛び出した。

「おい、濡れるぞ！」

　止めるつもりだったが、美雨は微笑みながら振り返った。

「安心せい！　雨はもうやんだっ！　まるで妾たちの将来を祝福しているようぢゃぞっ！」

　美雨が美しい銀色の髪をキラキラときらめかせ、くるりとその場で回ってみせれば、耳も尻尾も元気いっぱいに揺れる。

「愛しておるぞ！　拓也ぁっ！」

　彼女の後ろ、澄んだ青空には七色の虹がかかっていた。

（美雨。俺も愛してる）


（ＥＮＤ）
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